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操作マニュアル  
（ ご 契 約 先 向 け ）  

第２．５版 

たんしん法人
インターネットバンキングサービス



 

はじめに 

 

このたびはたんしん法 人 インターネットバンキングサービス（以 下 、法 人 IB サービスといいます）

を利 用 いただき、まことにありがとうございます。 

本 マニュアルは、法 人 IB サービスをご利 用 いただく上 での留意事項、各業務の操作手順について

記述しています。 
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第 １章  法 人 IB サービスの概 要 について 

１． ご提供サービスとその特徴 
法 人 IB サービスは、インターネットを経 由 してお客 様 のお手 持 ちのパソコンと当 金 庫 とを

オンラインで結 び、インターネット閲 覧 用 （ブラウザ）ソフトからご利 用 口 座 にかかる各 種 取 引

をしていただき、また各 種 情 報 を参 照 いただくことができるサービスです。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、お客 様 のビジネスに最 適 な形 でご利 用 いただけるよう、各 種 機 能 も揃 えています。 

 

 

（１）インターネットに接続されているパソコンなら利用可能 

インターネットに接 続 されているパソコンなら利 用 が可 能 です。ご自 宅 のパソコンでも会 社

のパソコンでも利 用 することができますし、社 内 ＬＡＮからも利 用 が可 能 なので、別 途 専 用 の

回 線 を引 くようなことはありません。 

 

（２）法人 IB サービスの本人確認方式 

お客 様 が法 人 IB サービスをご利 用 になる際 の本 人 確 認 方 式 として以 下 の２種 類 を選 択

することができます。 

 

(電 子 証 明 書 方 式 ) 

 お客 様 のパソコンにあらかじめ取 得 した電 子 証 明 書 とパスワードによりお客 様 本 人 であ

ることを確 認 する方 式 です。 

 電 子 証 明 書 の設 定 が必 要 です。 

(ＩＤ・パスワード方 式 ) 

 ＩＤとパスワードによりお客 様 本 人 であることを確 認 する方 式 です。 

 

 

 

 

 

インターネット網 

当金庫システム 
当金庫ホームページ

お客様のパソコン 
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（３）利用者および権限設定・管理機能 

お客 様 によって、法 人 IB サービスを利 用 する組 織 、部 署 や体 制 にあわせて、利 用 者 を最

大 ９９名 まで登 録 することができます。この利 用 者 にはそれぞれ個 別 に権 限 を設 定 すること

ができます。具 体 的 には 

  取 引 ・機 能 の利 用 可 否  

  取 引 金 額 の上 限  

を設 定 することで、お客 様 のビジネスにフィットした設 定 をすることができます。また人 事 異

動 や入 退 社 に合 せて、利 用 者 を追 加 ・削 除 することができます。 

 

 

（４）マスタデータの保存・共有 

お客 様 がご利 用 になる振 込 先 等 のマスタデータは、すべて法 人 IB センタに登 録 すること

が可 能 です。法 人 IB センタでは万 全 のバックアップ機 能 を備 えていますので、お客 様 側 でバ

ックアップすることなく、安 心 してご利 用 いただくことができます。 

 

（５）金融機関情報のご提供 

金 融 機 関 情 報 は法 人 IB センタで常 に最 新 のデータをご提 供 することから、お客 様 が更 新

作 業 等 せずに常 に最 新 のデータをご利 用 いただくことができます。 

 

（６）万全のセキュリティ 

大 切 なお客 様 のデータを、インターネット上 で安 全 に授 受 する為 に数 種 類 の最 新 セキュリ

ティ機 能 を施 しています。これにより安 心 してお取 引 いただくことができます。 
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２. ご注意事項 

 

（１） 本資料では、お客様にご利用いただく法人 IB サービスの操作方法を解説いたします。 

 

（２） 本 資 料 で使 用 する画 面 は、色 ・ボタンの形 状 、各 種 メニュー押 下 時 のリスト出 力 の形 状

等 が実 際 の画 面 表 示 とは異 なる場 合 がありますので、ご了 承 ください。 

 

（３） システム入力可能文字 

ファイル入力・データ入力で入力可能な文字は、下表のとおりとなります。 

 

タイプ 設定可能な文字列 

数字 半角の 0～9 

英数字 数字と半角の a～z、A～Z 

英数カナ ＜オンライン取引＞ 

英数字、半角空白、半角カナ、半角の下記の特殊記号 

ﾞ ﾟ ( ) .(ﾋﾟﾘｵﾄﾞ) –(ﾊｲﾌﾝ) \ / ｢ ｣ 

 

 ＜データ伝送＞ 

英数字、半角空白、半角カナ、半角の下記の特殊記号 

ﾞ ﾟ ( ) .(ﾋﾟﾘｵﾄﾞ) –(ﾊｲﾌﾝ) / ‘ + , : ? 

 

全角文字 全角の文字全般。但し、下記の範囲の S-JIS 漢字コードで規定された漢字コードのみと

します。 

① 第一水準の漢字コード 

② 第二水準の漢字コード 

③ S-JIS ｺｰﾄﾞの｢ED40～EDFC｣(NEC 選定 IBM 拡張文字) 

④ S-JIS ｺｰﾄﾞの｢EE40～EEFC｣(NEC 選定 IBM 拡張文字) 

⑤ S-JIS ｺｰﾄﾞの｢F040～F9FC｣(ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞ定義文字) 

⑥ S-JIS ｺｰﾄﾞの｢FA40～FC4B｣(IBM 拡張文字) 

 

 

３. 連絡先について 

法 人 IB サービスに関 するお問 合 せは、下 記 の窓 口 までお願 いいたします。 

 

但 馬 信 用 金 庫  業 務 部   TEL ： 0796-23-1200 

FAX ： 0796-24-1839 

E-mai l  ： gyomu@tanshin .co. jp 
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最初にご用意ください         ≪P.5≫

管理者を任命します          ≪P.12≫

開通確認をします           ≪P.14≫

利用者の登録・設定をします       ≪P.16≫

各種取引サービスをご利用いただける準備が整いました！

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

電子証明書を取得します ≪P.18≫

開通確認をします          ≪P.19≫

各種マスタ登録をします        ≪P.20≫

各種設定を行ないます         ≪P.17≫

電子証明書を取得します≪P.15≫

第 ２章  ご利 用 開 始 前 の確 認 、準 備 について 

 

法 人 IB サービスをご利 用 いただく前 に、必 要 な設 定 等 について記 述 します。主 な流 れに

ついては下 図 のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前準備 
パソコン、通信回線等を用意していただきます。 

お客様の中で管理者を１名任命していただきます。 

最初に管理者の方が開通確認をしていただきます。 

ご利用になるパソコンに電子証明書 
を取得していただきます。

取引を行う利用者を登録・設定および電子証明書の発行(※1)をしていただきます。 
最低１名、最大９９名まで登録することが可能です。

管理者作業 

(※1) ＩＤ・パスワード方式では 

電子証明書の発行は不要です。 

ご利用になるパソコンに電子証明書を 
取得していただきます。 

利用者の方に開通確認をしていただきます。 

ファイル伝送業務を行う場合は各種マスタをご登録いただきます。 

ファイル伝送契約情報等を登録・設定していただきます。

【電子証明書方式のお客様】 【ＩＤ・パスワード方式のお客様】 

利用者作業 
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１. 最初にご用意いただくもの 

 

法 人 IB サービスをご利 用 いただく前 に、次 のものが揃 っていることを確 認 してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） パソコン 

下 記 の動 作 環 境 を満 たすパソコンが必 要 となります。 

 

(電 子 証 明 書 方 式 ) 

OS Internet Explorer 

Windows Xp SP3 SP3, 7.0, 8.0 

Windows Vista SP2 7.0, 8.0, 9.0 

Windows 7 8.0, 9.0 

 

( ＩＤ・パスワード方 式 ) 

OS Internet Explorer 

Windows Xp SP3 SP3, 7.0, 8.0 

Windows Vista SP2 7.0, 8.0, 9.0 

Windows 7 8.0, 9.0 

 

※Macintosh はご利用いただけません。 

※FireFox はご利用いただけません。 

※Netscape はご利用いただけません。 

※ＩＤ・パスワード方式では推奨動作環境以外でも接続可能となっております。 

※上記は動作確認済みの機種ですが、動作を保証するものではありません。 

※Internet Explorer は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商

標です。 

※本サービスは 128 ビット SSL の暗号通信方式を採用しております。128 ビット SSL に対応していないブ

ラウザをご利用の場合は、SSL セキュアページにアクセスできません。 

また、会社などの社内 LAN において、FireWall を通じてインターネットに接続している場合、FireWall の

設定によって SSL による通信を利用できないことがあります。 

 

（１） パソコン 
（２） インターネット接続回線 
（３） Ｅメールアドレス 
（４） 当金庫からの送付物 

最初にご用意いただくもの一覧 
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※本サービスはブラウザの Cookie（クッキー）の設定が必須です。受け入れを有効にしてください。 

 Cookie の設定確認方法は 【Cookie の確認方法について】 ＜P.7＞をご覧ください。 

※電子証明書方式では、ブラウザのセキュリティレベル、Windows ユーザ権限など別途設定が必要にな

ります。 

 必要な設定については、 【電子証明書方式の設定確認方法について】＜P.9＞をご覧ください。 

 

 

（２） インターネット接 続 回 線  

インターネットへ接 続 できる環 境 であれば、回 線 の種 類 に制 限 はございません。いずれか

のホームページが閲 覧 できること、またはＥメールが受 信 できることをご確 認 ください。 

 

（３） Ｅメールアドレス 

後 述 の「管 理 者 機 能 」利 用 におけるセキュリティ向 上 の為 、管 理 者 宛 にＥメールを送 信 し

ます。管 理 者 の方 が利 用 できるＥメールアドレスをご用 意 ください。 

 

（４） 当 金 庫 からの送 付 物  

以 下 のものがお手 元 に到 着 していることを、ご確 認 ください。 

 

 

 

 

 

 

 

お客 様 カードとは、法 人 IB サービスをご契 約 いただきましたお客 様 に送 付 させていただく

カードです。お客 様 カードの裏 面 には、お客 様 の本 人 確 認 に利 用 する確 認 用 パスワード(ワ

ンタイムパスワード)が記 載 されています。法 人 IB サービスを利 用 いただく上 で重 要 なカード

ですので、不 正 に利 用 されないよう、管 理 者 の方 は厳 重 に管 理 いただくようお願 いいたしま

す。 

また、お客 様 カードを紛 失 された場 合 には、速 やかに当 金 庫 へご連 絡 願 います。 

 

 法人 IB 申込書控 
 法人 IB サービス操作マニュアル（本書） 
 お客様カード※ 

※お客様カード 
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【Cookie の確認方法について】 

（例 Internet Explorer8（IE8）の場合） 

① ブラウザの「ツール(T)」→「インターネットオプション

(O)」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② インターネットオプション画面が表示されます。 

a. メニュータブの「プライバシー」を選択します。 

b. 「すべての Cookie をブロック」および「高」以外になっ

ていることを確認します。 

※１ 「すべての Cookie をブロック」 または 「高」 になっていた場

合、正常に動作しません。スライダつまみを移動して「すべて

の Cookie をブロック」および「高」以外に設定してください。 

左記は一例となります。 

c .  確認が完了したら「ＯＫ」を、設定を変更された場合

は「適用(A)」をクリック後、「ＯＫ」をクリックしてくださ

い。 

 

 

 

 

a. 

b. 

c. 
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【電 子 証 明 書 方 式 の設 定 確 認 方 法 について】 

電 子 証 明 書 方 式 を選 択 されたお客 様 は、ご利 用 になるパソコンについて以 下 の設 定 を確 認 してく

ださい。 

 

● Windows ログオンユーザの確 認  

電 子 証 明 書 方 式 で法 人 ＩＢサービスをご利 用 する際 には、電 子 証 明 書 の取 得 を行 ったときと

同 じユーザで Windows にログオンする必 要 があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電子証明書の取得後に Windows のログオンユーザを変更すると電子証明書が使えなく

なることがあります。 

この場合は、電子証明書の再発行が必要となりますので、当金庫へご連絡願います。 

 

ご注意ください 
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● Act iveX コンポーネントのダウンロードとインストールの設 定  

電 子 証 明 書 の取 得 を行 うには、ActiveX コンポーネントのダウンロードとインストールが可 能 で

ある必 要 があります。 

以 下 の（イ）～（ニ）の設 定 を確 認 してください。 

 

（イ） ブラウザのセキュリティ設 定  

電 子 証 明 書 の取 得 を行 うには、ブラウザのセキュリティレベルを「中 」に設 定 してください。 

 

（例 Internet Explorer8（IE8）の場合） 

① ブラウザの「ツール(T)」→「インターネットオプション

(O)」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② インターネットオプション画面が表示されます。 

a. メニュータブの「セキュリティ」を選択します。 

b. 「インターネット」を選択します。 

c. 「既定のレベル(Ｄ)」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

③ セキュリティレベルを「中高」に設定します。 

a. 「このゾーンのセキュリティレベル(Ｌ)」が「中高」である

ことを確認します。 

  ※１ セキュリティレベルが「中高」でない場合は、スライダつまみ

を移動して「中高」に設定してください。 

b. 「適用(Ａ)」をクリックします。 

 

 

 

 

a. 
b. 

c. 

a. 

b. 
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 カスタム設 定 を行 っている場 合 は、以 下 の手 順 で設 定 の確 認 をしてください。 

 

① インターネットオプション画面が表示されます。 

a. メニュータブの「セキュリティ」を選択します。 

b. 「インターネット」を選択します。 

c. 「レベルのカスタマイズ(C)」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  

② セキュリティ設定画面が表示されます。 

a. 「ActiveX コントロールとプラグインの実行」の設定 

・「有効にする」に設定されていることを確認します。 

 

 

▼スクロール 

b. 「スクリプトを実行しても安全だとマークされている

ActiveX コントロールのスクリプトの実行」の設定 

・「有効にする」に設定されていることを確認します。 

▼スクロール 

c. 「署名済み ActiveX コントロールのダウンロード」の

設定 

・「ダイアログを表示する」に設定されていることを確認

します。 

▼スクロール 

d. 「アクティブスクリプト」の設定 

・「有効にする」に設定されていることを確認します。 

 

e .  確認が完了したら「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

b. 

c. 

d. 

e. 

a. 

a. 

b. 

c. 



11 

 

（ロ） Windows ユーザ権 限 の確 認  

ご利 用 の Windows ログオンユーザのユーザ権 限 が次 のように設 定 されていることを確 認 し

てください。 

 

OS ユーザ権限 

Windows XP PowerUser、Administrator、コンピュータの管理者 

Windows Vista PowerUser、Administrator、管理者 

Windows 7 PowerUser、Administrator、管理者 

 

 

 

 

 

 

 

（ハ） ネットワーク環 境 の確 認  

会 社 などの社 内 LAN において、ファイアウォールやプロキシを通 じてインターネットに接 続 し

ている場 合 、ファイアウォールやプロキシの設 定 によって ActiveX コンポーネントのダウンロー

ドが制 限 されている場 合 があります。 

ネットワーク管 理 者 様 等 に ActiveX コンポーネントのダウンロード制 限 について確 認 してくだ

さい。 

（ニ） パーソナルファイアウォールの確 認  

OS やウィルス対 策 ソフトウェアなどに付 属 しているパーソナルファイアウォール機 能 により、

ActiveX コンポーネントのダウンロードが制 限 されている場 合 があります。 

このような機 能 を一 旦 停 止 する必 要 があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 上記のユーザ権限は電子証明書の取得時のみ必要な権限です。電子証明書の取得

が終了すれば元の権限に戻していただいて構いません。 

ご参考 
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２. 管理者の任命 

 

法 人 IB サービスをご利 用 いただくにあたり、お客 様 には「管 理 者 」を任 命 していただく必 要

があります。 

 

（１） 管 理 者 とは？ 

 

管 理 者 は１契 約 で１名 任 命 していただきます。 

 

法 人 IB サービスは、１契 約 で複 数 の「利 用 者 」を設 定 することができ、それぞれの利 用 者

が各 種 取 引 をご利 用 いただくことができます。お客 様 は利 用 者 毎 に各 取 引 実 行 の可 否 、ま

た取 引 金 額 の上 限 等 を設 定 することで、業 務 に最 も合 った形 で、しかも安 全 に取 引 をする

ことが可 能 です。こういった利 用 者 の設 定 ・変 更 、電 子 証 明 書 の発 行 ･失 効 (※１)等 の他 、

次 のような管 理 を行 っていただきます。 

 

(※１) ＩＤ・パスワード方式では、電子証明書の発行・失効は必要ありません。 

 

 

 

 

 

 

また、管 理 者 にはＥメールアドレスを設 定 していただきます。管 理 情 報 が設 定 ・変 更 される

と、セキュリティ確 保 の観 点 から、変 更 確 認 のメールを送 信 します。これにより、管 理 者 が操

作 した変 更 内 容 をご確 認 いただくことができます。 

 

（２） 利 用 者 とは？ 

管 理 者 から設 定 された範 囲 の中 で、法 人 IB サービスに用 意 されている金 融 取 引 サービ

スを利 用 することができます。管 理 者 からは、 

 

 

 

 

を設 定 されています。 

 

管 理 者 より利 用 者 暗 証 番 号 および利 用 者 確 認 暗 証 番 号 を確 認 し、電 子 証 明 書 の取 得

（※２）後 に、開 通 確 認 を行 うと利 用 できるようになります。 

 

（※２）ＩＤ・パスワード方式では、電子証明書の取得は必要ありません。 

 

 各取引権限の有無 
 各取引限度額 
 利用者暗証番号および利用者確認暗証番号 

 ご契約先暗証番号とご契約先確認暗証番号の管理・変更 
 お客様カード[確認用パスワード(ワンタイムパスワード)]の管理 
 口座情報の変更 
 ファイル伝送契約情報の設定・変更 
 各種限度額の設定・変更 
 手数料関連情報の設定・変更 等 
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（３） 設 定 におけるアドバイス利 用 者 とは？ 

（１）、（２）のように管 理 者 と利 用 者 は役 割 が明 確 に分 かれています。では、例 えば管 理

者 が資 金 移 動 等 の業 務 取 引 を行 いたい場 合 はどうしたらよいでしょうか？。この場 合 は管

理 者 の方 が自 らを「利 用 者 」として設 定 してください。お一 人 で法 人 IB サービスを利 用 され

る場 合 も、同 様 に設 定 することで利 用 が可 能 となります。 

また、お客 様 の人 事 部 が給 与 振 込 および賞 与 振 込 のみを人 事 部 の専 用 口 座 を使 って

取 引 したい場 合 はどうでしょう。この場 合 はお申 し込 みの際 に専 用 口 座 を給 与 振 込 および

賞 与 振 込 のみ利 用 することで登 録 いただき、また、利 用 者 設 定 の際 に人 事 部 担 当 者 のみ

に給 与 振 込 および賞 与 振 込 の権 限 を付 与 することで、実 現 可 能 です。 

このように権 限 等 の設 定 の仕 方 によって、様 々な業 務 形 態 にあわせた設 定 をすることが

できますので、工 夫 してみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．管理者が業務取引を行いたい場合 
⇒⇒⇒管理者が自らを「利用者」としても設定する 

 
 
 

２つのＩＤを使い分けていただくこととなります。 
 
２．一つの業務で権限を分けて設定する場合 
 
 
 
 
 
 
 

普段は「パートの方」⇒「係長」⇒「部長」という業務フローで業務が完結します。 
 
３．部門毎に業務を分ける場合 

次のように設定すると部門によって取り扱う業務を設定することが可能となります。 
 
 
 
 
 

信金太郎 様 

管理者（法人Ａ） 利用者（信金太郎）＝ 

利用者（係長 様） 

⇒⇒⇒ 

「総合振込」の「承認」の権限有 

Ａ社 様 

※ 利用者の設定例 

利用者（パートの方） 

⇒⇒⇒ 

「総合振込」の「登録」の権限有 

利用者（部長 様） 

⇒⇒⇒ 

「総合振込」の「送信」の権限有 

社長 様 

管理者（Ａ社 様）
利用者（社長 様） 

全権限有り＝ 

Ｂ社 様 

管理者（Ｂ社 様） 

経理部門 

⇒⇒⇒代表口座に「オンライン」「総合振込」を設定 

⇒⇒⇒利用者の権限に「オンライン」「総合振込」を設定

人事部門 

⇒⇒⇒人事専用口座に「給与・賞与振込」を設定 

⇒⇒⇒利用者の権限に「給与・賞与振込」を設定 

利用口座：   代表口座 

取扱可能業務：「オンライン」

「総合振込」

利用口座：   人事専用口座 

取扱可能業務：「給与・賞与振込」 
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３. 開通確認 

それではいよいよ「管 理 者 」の方 の開 通 確 認 を行 いましょう。 

 

（１） 開 通 確 認 とは、初 回 利 用 時 にお客 様 と法 人 IB センタとの間 で今 後 取 引 を行 ってい

く上 での確 認 作 業 です。開 通 確 認 をしていただくことにより、電 子 証 明 書 を取 得 いただ

けるようになります。 

（２） 開 通 確 認 は、初 回 のご利 用 時 の他 、パスワード相 違 による利 用 中 止 の解 除 直 後 にも

表 示 されます。 

 

※ 操作の詳細については、「第３章１．１．開通確認（管理者）」＜P.22＞をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 暗証番号については、この開通確認時に必ず変更していただく必要がありま

す。暗証番号は容易に他者に知られないようにご配慮願います。 
 操作の前に「１．最初にご用意いただくもの」に記述されているものは揃ってい

るか、今一度ご確認ください。 
 ＩＤ・パスワード方式を選択された場合、開通確認をしていただいた後、利用者

登録などの管理者向け機能をすぐにご利用いただけるようになります。 

ご注意ください 
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４. 電子証明書の取得 

開 通 確 認 後 に電 子 証 明 書 の取 得 を行 います。 

 

（１） 電 子 証 明 書 方 式 で法 人 IB サービスをご利 用 になる上 で必 要 になる電 子 証 明 書 を取 得

する作 業 です。取 得 することにより、利 用 者 登 録 などの管 理 者 向 け機 能 をご利 用 いただ

けるようになります。 

（２） 電 子 証 明 書 の取 得 は初 回 のご利 用 時 の他 、電 子 証 明 書 の有 効 期 限 切 れ、紛 失 等 に

よる電 子 証 明 書 の再 発 行 後 にも必 要 になります。 

（３） 電 子 証 明 書 の有 効 期 間 は、取 得 を行 ってから１年 間 です。１年 後 に電 子 証 明 書 を更

新 する作 業 が必 要 になります。 

電 子 証 明 書 の更 新 については、「第 ３章 1３．４．電 子 証 明 書 の更 新 」＜P.151＞をご覧く

ださい。 

 

※ 操作の詳細については、「第３章 1３．２．電子証明書の取得（管理者）」＜P.143＞をご覧ください。 

 

 

 

 

 
 電子証明書の取得ができる期間は当金庫に利用申込を行ってから約８０日間です。 

約８０日間を過ぎますと電子証明書の取得ができなくなります。お客様カード受領後は速やか

に開通確認を行い、電子証明書を取得してください。 
 法人 IB サービスをご利用になるパソコンから電子証明書の取得を行ってください。電子証明

書はパソコンに設定されますので、他のパソコンからはご利用になれません。 
 電子証明書の取得後は、取得した電子証明書の内容を確認し、電子証明書方式で法人 IBサ

ービスにログオンしてください。正常にログオンできない場合は、速やかに当金庫へご連絡願

います。 
 法人 IB サービスをご利用になるユーザで Windows にログオンしてください。電子証明書は

Windows のユーザ毎に設定されますので、他のユーザではご利用になれません。 

ご注意ください 
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５. 利用者登録・設定 

次に業務取引を行うための「利用者」を登録・設定および電子証明書を発行（※１）します。この後、利

用者がログオンして「資金移動」等の業務取引を行うこととなります。 

 

（１） 利 用 者 は最 低 １名 、最 高 で９９名 まで登 録 することができます。お客 様 の業 務 内 容 にあ

わせて自 由 に設 定 してください。 

（２） 利 用 者 ＩＤについてはお客 様 の任 意 に設 定 いただくことができます。登 録 作 業 前 にＩＤの

体 系 を決 定 してから登 録 作 業 を行 うことをお薦 めします。 

（３） 利 用 者 暗 証 番 号 および利 用 者 確 認 暗 証 番 号 についても、任 意 に設 定 いただくことがで

きます。 

 

(※１) ＩＤ・パスワード方式では、電子証明書の発行は必要ありません。 

 

※ 操作の詳細については、「第３章２．１．利用者情報登録／変更」＜P.39＞をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 セキュリティ向上の為、利用しない利用者は適宜削除することをお薦めします。 
 利用者暗証番号、利用者確認暗証番号設定後は管理者の方から利用者ご本人に直接通

知してください。また失念されますと、利用者情報の変更により新たな暗証番号を設定して

いただく必要がありますので、十分ご注意ください。 
 セキュリティ向上の為、管理者の方はどういった利用者を登録したか、常に把握しておいて

ください。 

ご注意ください 
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６. 契約法人各種設定 

 

管 理 者 の方 は、利 用 者 登 録 の他 、次 のような項 目 を設 定 することができます。 

これらの項 目 については、初 期 設 定 を変 更 しなくても取 引 することができますが、今 後 の

法 人 IB サービスをスムーズに始 める為 にも、行 いたい業 務 取 引 を加 味 し、必 要 に応 じて予

め設 定 しておいてください。 

 

（１） ご契 約 先 口 座 情 報  

当 初 の申 込 時 に登 録 いただいていたご利 用 口 座 は、すぐにご利 用 いただけるよう当

金 庫 にて登 録 しています。ご利 用 口 座 毎 に取 引 限 度 額 を設 けることができるため、必 要

に応 じて設 定 してください。 

操 作 の詳 細 については、「第 ３章 ２．２．契 約 法 人 口 座 情 報 変 更 」＜P.49＞をご覧 くだ

さい。 

 

（２） ファイル伝 送 契 約 情 報  

全 銀 パスワードと各 取 引 種 別 のファイルアクセスキーについて、事 前 に設 定 することが

できます。それにより、それぞれのデータ送 信 の際 に、毎 回 入 力 することがなくなります。 

操 作 の詳 細 については、「第 ３章 ２．３．ファイル伝 送 契 約 情 報 変 更 ／参 照 」＜P.50＞

をご覧 ください。 

 

（３） ご契 約 先 限 度 額  

お客 様 全 体 での取 引 限 度 額 を設 定 していただきます。利 用 者 や口 座 の限 度 額 は、こ

のご契 約 先 限 度 額 を上 限 とし設 定 することなります。このご契 約 先 限 度 額 を超 えた設 定

をしても無 効 となりますので、ご注 意 ください。 

操 作 の詳 細 については、「第 ３章 ２．４．ご契 約 先 限 度 額 変 更 」＜P.51＞をご覧 くださ

い。 

 

（４） 振 込 手 数 料 マスタ 

お客 様 には通 常 当 金 庫 にて設 定 した振 込 手 数 料 にてご利 用 いただきますが、個 別 に

先 方 負 担 手 数 料 を設 定 したい場 合 には事 前 にこちらで設 定 いただくことにより、各 業 務

での手 数 料 表 示 および計 算 がスムーズに行 えます。 

操 作 の詳 細 については、「第 ３章 ２．５．振 込 手 数 料 マスタ登 録 ／変 更 ／参 照 」＜P.52

＞をご覧 ください。 

 

（５） その他  

次 のマスタ情 報 については、お客 様 にご登 録 いただくことはありません。当 金 庫 にて登

録 ・更 新 を行 います。 

① 金 融 機 関 名 称 マスタ 

② 依 頼 人 （委 託 者 ）マスタ 
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７. 利用者の電子証明書の取得 

開 通 確 認 を行 う前 に電 子 証 明 書 の取 得 を行 います。 

 

（１）まず、管 理 者 から個 々の利 用 者 に対 し、契 約 先 ＩＤ、本 人 の利 用 者 ＩＤ、暗 証 番 号 および

確 認 暗 証 番 号 を通 知 してください。 

（２）電 子 証 明 書 方 式 で法 人 IB サービスをご利 用 になる上 で必 要 になる電 子 証 明 書 を取 得

する作 業 です。取 得 することにより、開 通 確 認 を経 て、各 種 取 引 がご利 用 いただけるよう

になります。 

（３）電 子 証 明 書 の取 得 は初 回 のご利 用 時 の他 、電 子 証 明 書 の有 効 期 限 切 れ、紛 失 等 に

よる電 子 証 明 書 の再 発 行 後 にも必 要 になります。 

（４）電 子 証 明 書 の有 効 期 間 は、取 得 を行 ってから１年 間 です。１年 後 に電 子 証 明 書 を更 新

する作 業 が必 要 になります。 

  電 子 証 明 書 の更 新 については、「第 ３章 1３．４．電 子 証 明 書 の更 新 」＜P.151＞をご覧くだ

さい。 

 

※ 操作の詳細については、「第３章１３．３．電子証明書の取得（利用者）」＜P. 147＞をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電子証明書の取得ができる期間は管理者が電子証明書の発行を行ってから約８０日間です。 

約８０日間を過ぎますと電子証明書の取得ができなくなります。管理者から利用者 ID、暗証番号お

よび確認暗証番号の通知を受けた後、速やかに電子証明書を取得してください。 

 法人 IB サービスをご利用になるパソコンから電子証明書の取得を行ってください。電子証明書はパ

ソコンに設定されますので、他のパソコンからはご利用になれません。 

 電子証明書の取得後は、電子証明書の内容を確認し、電子証明書方式で法人 IB サービスにログ

オンしてください。正常にログオンできない場合は、速やかに管理者の方へご連絡願います。 

 法人 IB サービスをご利用になるユーザで Windows にログオンしてください。電子証明書は Windows

のユーザ毎に設定されますので、他のユーザではご利用になれません。 

 

ご注意ください 
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８. 利用者の開通確認 

管 理 者 の方 が登 録 した利 用 者 についても、管 理 者 同 様 、開 通 確 認 を行 う必 要 がありま

す。開 通 確 認 を経 て、各 種 取 引 がご利 用 いただけるようになります。 

 

（１） まず、管 理 者 から個 々の利 用 者 に対 し、契 約 先 ＩＤ、本 人 の利 用 者 ＩＤ、暗 証 番 号 およ

び確 認 暗 証 番 号 を通 知 してください。 

（２） 開 通 確 認 は、初 回 のご利 用 時 にのみ表 示 されます。 

 

※ 操作の詳細については、「第３章１．２．開通確認（利用者）」＜P.25＞をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 暗証番号と確認暗証番号はセキュリティ保護の観点から、本人に直接通知し、第

三者に知られることのないようご注意ください。 
 暗証番号については、この開通確認時に必ず変更していただく必要があります。

暗証番号は容易に他者に知られないようにご配慮願います。 

ご注意ください 
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９. 各種マスタ登録 

 

ファイル伝 送 で利 用 する各 種 業 務 マスタについては、管 理 者 が権 限 を付 与 した利 用 者 が

作 成 ・登 録 することができます。お客 様 は、必 要 に応 じて各 種 マスタを作 成 ・登 録 してくださ

い。 

また、今 までＦＢソフト（端 末 ）を利 用 し各 種 マスタをお持 ちのお客 様 、各 種 業 務 アプリケー

ションソフト（給 与 計 算 ソフト等 ）をご利 用 のお客 様 におかれても、それらで作 成 したデータを

そのまま当 金 庫 の法 人 IB サービスに取 込 む機 能 をご用 意 しております。 

 

（１） 受 取 人 マスタ 

総 合 振 込 、資 金 移 動 取 引 等 で利 用 します。 
⇒⇒⇒「第 ３章 ４．２.受 取 人 マスタ登 録 (新 規 、修 正 および削 除 )」＜P.71＞ 
⇒⇒⇒「第 ３章 １１．４.外 部 ファイル入 力 」＜P.121＞ 

 

（２） 従 業 員 マスタ 

給 与 ・賞 与 振 込 、資 金 移 動 取 引 等 で利 用 します。 
⇒⇒⇒「第 ３章 ５．２.従 業 員 マスタ登 録 (新 規 、修 正 および削 除 )」＜P.85＞ 
⇒⇒⇒「第 ３章 １１．４.外 部 ファイル入 力 」＜P.121＞ 

 

（３） 支 払 人 マスタ 

預 金 口 座 振 替 で利 用 します。 
⇒⇒⇒「第 ３章 ７．２.支 払 人 マスタ登 録 (新 規 、修 正 および削 除 )」＜P.98＞ 
⇒⇒⇒「第 ３章 １１．４.外 部 ファイル入 力 」＜P.121＞ 
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第 ３章  お取 引 画 面 の操 作 方 法 について 

 

当 金 庫 法 人 IB サービスにおける提 供 機 能 は下 表 のとおりです。お客 様 の取 引 目 的 にあ

わせて、各 機 能 の参 照 先 ページをご覧 下 さい。 

 
分 類  機 能  参 照 先  

認 証 機 能  開通確認（管理者） ⇒P.22 

開通確認（利用者） ⇒P.25 

ログオン・ログオフ ⇒P.29 

管 理 機 能  利用者情報登録／変更 ⇒P.39 

契約口座情報変更 ⇒P.49 

ファイル伝送契約情報変更／参照 ⇒P.50 

ご契約先限度額変更 ⇒P.51 

振込手数料マスタ登録／変更／参照 ⇒P.52 

操作履歴照会 ⇒P.53 

各種マスタ一括削除 ⇒P.54 

オンライン取 引  残高照会 ⇒P.56 

入出金明細照会 ⇒P.57 

資金移動 ⇒P.58 

資金移動予約照会・取消 ⇒P.64 

取引履歴照会 ⇒P.66 

資金移動先口座情報（都度指定）編集 ⇒P.67 

ファイル伝 送  総 合 振 込  ⇒P.69 

給 与 ・賞 与 振 込  ⇒P.82 

預 金 口 座 振 替  ⇒P.96 

外 部 ファイル送 信  ⇒P.114 

共 通 機 能  手数料計算機能 ⇒P.117 

金融機関・支店名称検索 ⇒P.120 

ファイル出力 ⇒P.121 

外部ファイル入力 ⇒P.121 

外部データ入力 ⇒P.122 

データ個別入力 ⇒P.125 

検索グループ名称登録 ⇒P.126 

データ／マスタ印刷 ⇒P.127 

登録データ／マスタ削除 ⇒P.128 

通信結果報告書印刷 ⇒P.129 

事前チェックエラー ⇒P.130 

再送信確認 ⇒P.131 

ご契約先暗証番号変更 ⇒P.133 

管 理 者 （利 用 者 ）情 報 変 更  ご契約先確認暗証番号変更 ⇒P.133 

ご契約先Ｅメールアドレス変更 ⇒P.134 

利用者暗証番号変更 ⇒P.135 

利用者確認暗証番号変更 ⇒P.135 

利用者Ｅメールアドレス変更 ⇒P.136 

税金・各種料金の払込み ⇒P.138 

収 納 サービス 収納サービス取引履歴照会 ⇒P.141 

電子証明書の取得(管理者) ⇒P.143 

電 子 証 明 書 設 定  電子証明書の取得(利用者) ⇒P.147 

電子証明書の更新 ⇒P.151 

電子証明書の確認 ⇒P.156 

電子証明書の削除 ⇒P.158 
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１. 認証機能 

    電子証明書方式とＩＤ・パスワード方式では、開通確認およびログオンの操作手順が異なります。 

     電子証明書方式を選択された場合   ： 【電子証明書方式の場合】の操作手順をご参照ください。 

     ＩＤ・パスワード方式を選択された場合 ： 【ＩＤ・パスワード方式の場合】の操作手順をご参照ください。 

１．１． 開通確認（管理者） 

（１） 当金庫よりお客様に送付いたしましたお客様カードの裏面に記載されている【利用者番

号(ご契約先 ID)】、【確認用パスワード(ワンタイムパスワード)】と契約申込時にご記入い

ただいた【ご契約先登録用暗証番号】を用いて、開通確認を行っていただきます。 

（２） 下記手順にて開通確認を行っていただくことにより、電 子 証 明 書 を取 得 いただけるよう

になります。初回のご利用時に開通確認をしていただければ、次回ログオン時からは、開

通確認が不要となります。（開通確認画面は出力されません） 

 

※ ＩＤ・パスワード方 式 を選 択 された場 合 、開 通 確 認 を行 っていただくことにより、利 用 者 登

録 などの管 理 者 向 け機 能 をすぐにご利 用 いただけるようになります。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングのトップページ

から管理者ログオンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

② ご契約先ログオンを行います。 

a. お客様カードに記載されている「利用者番号」を入力

してください。 

 

 

 

 

 

b. 申込書（お客様控）に記載された「ご契約先登録用暗

証番号」を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c.   d.    e.  

a. 
b.f. 

例） 1234 
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c. 入力が完了したら          をクリックしてください。 

⇒③へ 

d. 入力項目を消去する場合は       をクリックして

ください。 

e. ログオンを中止する場合は        をクリックして

ブラウザを閉じてください。 

f. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェ

アキーボードについて」≪P. 158≫を参照してください。 

 

③ 開通確認を行います。 

a. ご契約先暗証番号を設定してください。 

（ 例 kanrisya01 ） 

※１ ご契約先暗証番号は管理者ログオン時の暗証番号になりま

す。 

《 以下の※２～３は a.ご契約先暗証番号と b.ご契約先確認暗証番

号の共通の注釈です 》 

※２ 4～12 桁の半角英数で設定してください。 

※３ 再入力は確認のため、再度同じ文字を入力してください。 

b. ご契約先確認暗証番号を設定してください。  

（ 例 kanrisya02 ） 

※１ ご契約先確認暗証番号は管理者が取引時の認証暗証番号

になります。 

c. ご契約先 E メールアドレスを入力してください。 

※１ 変更の必要が無い場合、入力の必要はありません。 

d. 入力が完了したら         をクリックしてください。 

※１ 暗証番号等の情報は忘れないようにしてください。 

※２ 開通確認の画面は、初回ログオン時、暗証番号ロック解除後

のみ表示されます。 

e.  入力項目を消去する場合は         をクリックして

ください。 

f.  ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェ

アキーボードについて」≪P.158≫を参照してください。 

 

④ ご契約先ワンタイムパスワードを入力します。 

a. お客様カードを参照して、画面に表示されているカナ

に該当する確認用パスワードを入力してください。 

b. 入力が完了したら       をクリックしてください。 

電子証明書方式の方⇒⑤へ 

ＩＤ・パスワード方式の方⇒⑥へ 

 

 

 

 

 

c. 入力項目を消去する場合は       をクリックして

ください。 

 

a. 

b. 

ＯＫ

ログオン 

クリア 

例）  「ｵ」には「89」  

「ｳ」には「45」 を入力 

クリア 

閉じる 

c. 

次へ 

クリア 

 

 
a. 

b. 

 

c. 

d.   e.  

f.  
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【電子証明書方式の場合】 

⑤ 管理者のログオンが完了し、「電子証明書が必要で

す電子証明書の取得を行ってください。すでに取得し

ている場合は、電子証明書取得後のログオン画面よ

りご利用ください。」のメッセージが表示されます。ブラ

ウザを閉じ、電子証明書の取得≪P.143≫を行ってくだ

さい。 

※１ 電子証明書を取得し、電子証明書方式で管理者ログオンを

することにより、管理者用の機能がご利用になれます。 

 

【ＩＤ・パスワード方式の場合】 

⑥ 管理者のログオンが完了し、ご契約先ステータスが表

示されます。これより管理者用の機能をご利用いただ

けるようになります。 

a. ご契約先名： 

お客様の法人名称が表示されます。 

b. 前回ログオン日時： 

前回ログオン処理を行った日時が表示されます。 

c. ご利用履歴： 

管理者・利用者のご利用履歴が過去３回分まで表

示されます。 

d. Ｅメールアドレス： 

登録されているＥメールアドレスが表示されます。 

e. 利用者のご使用状況： 

登録してある利用者のご使用状況が表示されます。 

※１ ご契約先ステータス画面で、不正に使用されていないかの

確認を行うことができます。 

 

※ 開通確認を行っている途中に、ブラウザを閉じるな

どの理由で開通確認処理を中断した場合、しばらくの

間開通確認を行うことができなくなります。しばらく（15

分程度）お待ちいただいてから、再度初めから開通確

認を行ってください。 

 

a. 
b. 

 

d. 

e. 
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１．２． 開通確認（利用者） 

（１） 利 用 者 の方 は、管 理 者 の方 から受 け取 った利 用 者 番 号 (ご契 約 先 ID)・利 用 者 ＩＤ・利

用 者 暗 証 番 号 を用 いて、電 子 証 明 書 の取 得 <<P.147>>を行 った後 、開 通 確 認 を行 っ

ていただきます。 

※ ＩＤ・パスワード方 式 を選 択 された場 合 、電 子 証 明 書 の取 得 は不 要 です。 

（２） 下 記 手 順 にて開 通 確 認 をしていただくことにより、法 人 IB サービスの業 務 をご利 用 い

ただけるようになります。初 回 のご利 用 時 に開 通 確 認 をしていただければ、次 のログオ

ンからは開 通 確 認 は不 要 となります。（開 通 確 認 画 面 は出 力 されません） 

 

【電子証明書方式の場合】 ⇒ ①へ 

【ＩＤ・パスワード方式の場合】 ⇒ ④へ 

 

【電子証明書方式の場合】 

① 当金庫の法人インターネットバンキングのトップページ

から電子証明書方式の利用者ログオンをクリックしてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

② <デジタル証明書の選択>ダイアログが表示されます。 

a. 電子証明書を選択してください。 

 

 

 

 

b.      をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

以下の内容が表示されます。 

 「利用者番号(ご契約先 ID)」 ＋ 「利用者ＩＤ」 ＋ 「１６９２」 

OK 

Shinkin HoujinIB CA 
a. 

b. 
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③ 利用者ログオンを行います。 

a. 管理者より通知された「利用者暗証番号」を入力して

ください。 

※１ P.41 の「②の d.」で設定した利用者暗証番号になります。 

（ 例 karipass01） 

b. 入力が完了したら          をクリックしてくださ

い。 

⇒⑥へ 

c. 入力項目を消去する場合は        をクリックし

てください。 

d. ログオンを中止する場合は        をクリックし

てブラウザを閉じてください。 

e. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェ

アキーボードについて」≪P. 158≫を参照してください。 

 

【ＩＤ・パスワード方式の場合】 

④ 当金庫の法人インターネットバンキングのトップページ

からＩＤ・パスワード方式の利用者ログオンをクリックして

ください。 

 

 

 

 

 

 

⑤ 利用者ログオンを行います。 

a. 管理者より通知された「利用者番号(ご契約先 ID)」を

入力してください。 

※１ P.22 の「②の a.」をご参照下さい。（ 例 12345678901 ） 

b. 管理者より通知された「利用者ＩＤ」を入力してくださ

い。 

※１ P.46 の「②の a.」で設定した利用者 ID になります。 

（ 例 houjin ） 

c. 管理者より通知された「利用者暗証番号」を入力して

ください。 

※１ P.46 の「②の d.」で設定した利用者暗証番号になります。 

（ 例 karipass01） 

d. 入力が完了したら          をクリックしてくださ

い。 

⇒⑥へ 

e. 入力項目を消去する場合は        をクリックし

てください。 

f. ログオンを中止する場合は        をクリックし

てブラウザを閉じてください。 

g. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェア

キーボードについて」≪P. 158≫を参照してください。 

ログオン 

クリア 

閉じる 

b.    c.     d. 

a. 
e. 

ログオン 

クリア 

閉じる 

d.    e.    f. 

a. 
b. 
c. g. 
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【以降、共通の操作手順】 

⑥ 開通確認を行います。 

a. 管理者より通知された「利用者暗証番号」を入力して

ください。 

※１ P.41 の「②の d.」(電子証明書方式の場合)または P.46 の「②

の d.」(ＩＤ・パスワード方式の場合)で設定した利用者暗証番

号になります。 

（ 例 karipass01 ） 

b. 今後、ご使用になる利用者暗証番号を設定してくだ

さい。 

※１ 新しい利用者暗証番号は利用者ログオン時の暗証番号に

なります。 

※２ 管理者より通知された暗証番号は必ず変更する必要があり

ます。 （ 例 karipass01 → taro01 ）  

《以下の※３～５は b.新しい利用者暗証番号と d.新しい利用者確

認暗証番号の共通の注釈です。》 

※３ 4～12 桁の半角英数字で設定してください。 

※４ 新しい利用者暗証番号と新しい利用者確認暗証番号は同じ

暗証番号で設定することはできますが、セキュリティレベル

向上のため、別番号で設定することをお勧め致します。 

※５ 再入力は確認のため、再度同じ文字を入力してください。 

c. 管理者より通知された「利用者確認暗証番号」を入

力してください。 

※１ P.41 の「②の e.」(電子証明書方式の場合)または P.46「②の

e.」(ＩＤ・パスワード方式の場合)ので設定した利用者確認暗

証番号になります。（ 例 karipass02 ） 

d. 今後、ご使用になる利用者確認暗証番号を設定して

ください。 

※１ 新しい利用者確認暗証番号は利用者の取引認証時の暗証

番号になります。 

※２ 管理者より通知された暗証番号は必ず変更する必要があり

ます。 （ 例 karipass02 → taro02 ）  

e. 利用者Ｅメールアドレスを入力してください。 

※１ 設定は任意になります。 

※２ 変更の必要が無い場合、入力の必要はありません。 

f. 入力が完了したら       をクリックしてください。 

⇒⑦へ 

g. 入力項目を消去する場合は       をクリックし

てください。 

h. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェ

アキーボードについて」≪P. 158≫を参照してください。 

 

次へ 

クリア 

a. 

b. 

c. 

d. 
      

e. 

f.   g. 

h. 
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⑦ 利用者のログオンが完了し、利用者ステータスが表示

されます。これより、利用者用の機能がご利用いただけ

るようになります。 

a. ご契約先名、利用者名： 

ご契約先名およびログオン処理を行った利用者名が

表示されます。 

b. 前回ログオン日時： 

前回ログオン処理を行った日時が表示されます。 

c. ご利用履歴： 

管理者・利用者のご利用履歴が過去 3 回分まで表示

されます。 

d. 承認待・送信待案件数： 

ファイル伝送ご利用業務の承認待・送信待の件数が

表示されます。 

※１ ファイル伝送サービスをご利用のお客様のみ表示されます。 

e. Ｅメールアドレス： 

登録されているＥメールアドレスが表示されます。 

 

以下の項目（ｆ，ｇ）が表示されない場合は、当金庫の設

定より表示しないようにしております。 

f. 代表口座残高情報： 

ご契約先代表口座の直近の残高が表示されます。 

g. 代表口座入出金明細情報： 

ご契約先代表口座の直近 5 件の入出金明細が表示

されます。 

 

 

a. 
b. 

c. 

d. 

e. 

f. 

g. 
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１．３． ログオン・ログオフ 

（１） 管理者ログオン 

【電子証明書方式の場合】 ⇒ ①へ 

【ＩＤ・パスワード方式の場合】 ⇒ ④へ 

 

【電子証明書方式の場合】 

① 当金庫の法人インターネットバンキングのトップページ

から電子証明書方式の管理者ログオンをクリックしてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

② <デジタル証明書の選択>ダイアログが表示されます。 

a. 電子証明書を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

b.        をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

以下の内容が表示されます。 

 「利用者番号(ご契約先 ID)」＋ 「１６９２」 

OK 

Shinkin HoujinIB CA 
a. 

b. 
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③ 管理者のログオンを行います。 

a. ご契約先暗証番号を入力してください。 

※１ P.23 の「③の b.」で設定したご契約先暗証番号になります。 

（ 例 kanrisya01 ） 

b. 入力が完了したら            をクリックしてくださ

い。 

⇒⑥へ 

c. 入力項目を消去する場合は         をクリック

してください。 

d. ログオンを中止する場合は         をクリックし

ブラウザを閉じてください。 

e. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウ

ェアキーボードについて」≪P. 158≫を参照してくださ

い。 

 

 

【ＩＤ・パスワード方式の場合】 

 

④ 当金庫の法人インターネットバンキングのトップページ

からＩＤ・パスワード方式の管理者ログオンをクリックして

ください。 

 

 

 

 

⑤ 管 理 者 のログオンを行 います。 

a. お客様カードに記載されている「利用者番号」を入力

してください。 

 

 

 

 

 

 

b. ご契約先暗証番号を入力してください。 

※１ P.23 の「③の b.」で設定したご契約先暗証番号になります。 

（ 例 kanrisya01 ） 

c. 入力が完了したら           をクリックしてください。 

⇒⑥へ 

d. 入力項目を消去する場合は         をクリックし

てください。 

e. ログオンを中止する場合は         をクリックし

ブラウザを閉じてください。 

f. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェ

アキーボードについて」≪P. 158≫を参照してください。 

 

ログオン 

クリア 

閉じる 

ログオン 

クリア 

閉じる 

b.    c.      d. 

a. 
e. 

c.   d.    e.  

a. 
b. 

f. 
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【以降、共通の操作手順】 

⑥ ご契 約 先 ワンタイムパスワードを入 力 します。 

a. お客様カードを参照して、画面に表示されているカタ

カナに該当する確認用パスワードを入力してくださ

い。 

b. 入力が完了したら       をクリックしてください。 

⇒⑦へ 

 

 

 

 

 

c. 入力項目を消去する場合は       をクリックし

てください。 

 

⑦ 管 理 者 のログオンが完 了 し、ご契 約 先 ステータ

スが表 示 されます。 

※１ ご契約先ステータスの詳細に付いては P.24⑥をご覧ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご契約先再ログオンについて 

入力されたご契約先 ID はログオン中、または前回ロ

グオン時にブラウザを閉じるなどの理由で正常ログオ

フされておりません。ログオンする場合は確認のため

利用者番号(ご契約者 ID)・ご契約先暗証番号を再入

力して        をクリックしてください。 

※１ ログオンしない場合は        をクリックしてブラウザを閉

じてください。 

 
 

 暗証番号有効期限超過のメッセージについて 

 

暗証番号の有効期限は設定してから 180 日間です。 

設定してから 180 日を経過するとログオン後のステー

タス画面に左記のメッセージが表示されます。変更し

なくてもサービスはご利用いただけますが、セキュリ

ティ向上のため変更することをお勧めいたします。 

a. 

b.   c. 
ＯＫ 

例） 「ｵ」には「89」  

「ｳ」には「45」 を入力 

クリア 

ログオン

閉じる 
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（２） 管理者メニュー 

 

≪P.133 以降参照≫ 

暗証番号、Ｅメールアドレスの変更を行います。 

≪P.39 以降参照≫ 

利用者情報や限度額、手数料の設定を行います。 

≪P.24⑥、53 参照≫ 

管理者の各種情報を照会します。 

 

 

 

 

【ご契約先認証情報変更】 

≪P.133 参照≫ 

≪P.133 参照≫ 

≪P.134 参照≫ 

 

 

 

 

 

 

【ご契約先管理情報変更】 

≪P.39 参照≫ 

※各種マスタ一括削除はこちらから 

≪P.49 参照≫ 

≪P.50 参照≫ 

≪P.51 参照≫ 

≪P.52 参照≫ 

 

 

 

 

【ご契約先情報照会】 

≪P.53 参照≫ 

≪P.24⑥参照≫ 

 

 

 

 

 

 

ご契約先暗証番号変更 

ご契約先Ｅメールアドレス変更 

ご契約先確認暗証番号変更 

利用者情報登録／変更 

ファイル伝送契約情報変更／参照 

契約口座情報変更 

振込手数料マスタ登録／変更／参照 

ご契約先限度額変更 

操作履歴照会 

ご契約先ステータス表示 

ご契約先認証情報変更 

ご契約先管理情報変更 

ご契約先情報照会 
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（３） 管理者ログオフ 

取引を終了する時は、必ずログオフしてください。 

 

① 管理者のログオフを行います。 

a.              をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ログオフを実行します。 

a.         をクリックしてください。 

 

b. ログオフを中止する場合は              をクリッ

クしてください。 

 

 

③ 管理者のログオフが完了します。 

a.            をクリックしてブラウザを閉じてくださ

い。 

 

 

 

 

 

ログオフ 

a. 

ＯＫ 
a.    b. 

閉じる 

キャンセル 

a. 
a. 
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（４） 利用者ログオン 

【電子証明書方式の場合】 ⇒ ①へ 

【ＩＤ・パスワード方式の場合】 ⇒ ④へ 

 

【電子証明書方式の場合】 

① 当金庫の法人インターネットバンキングのトップページ

から電子証明書方式の利用者ログオンをクリックしてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② <デジタル証 明 書 の選 択 >ダイアログが表 示 され

ます。 

a. 電子証明書を選択してください。 

 

 

 

 

b.        をクリックしてください。 

 

 

 

③ 利 用 者 ログオンを行 います。 

a. 利用者暗証番号を入力してください。 

※１ P.27 の「⑥の b.」で設定した利用者暗証番号になります。 

（ 例 taro01 ） 

b. 入力が完了したら          をクリックしてくださ

い。 

⇒⑥へ 

c. 入力項目を消去する場合は        をクリックし

てください。 

d. ログオンを中止する場合は        をクリックし

てブラウザを閉じてください。 

e. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェ

アキーボードについて」≪P. 158≫を参照してください。 

 

 

 

 

以下の内容が表示されます。 

 「利用者番号(ご契約先 ID)」 ＋ 「利用者ＩＤ」 ＋ 「１６９２」 

OK 

ログオン 

クリア 

閉じる 

b.    c.     d. 

a. 
e. 

Shinkin HoujinIB CA 
a. 

b. 
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【ＩＤ・パスワード方式の場合】 

④ 当 金 庫 の法 人 インターネットバンキングのトップ

ページからＩＤ・パスワード方 式 の利 用 者 ログオン

をクリックしてください。 

 

 

 

 

⑤ 利 用 者 ログオンを行 います。 

a. 管理者より通知された「利用者番号(ご契約先 ID)」を

入力してください。 

※１ P.22 の「②の a.」をご参照下さい。 

（ 例 12345678901 ） 

b. 管理者より通知された「利用者ＩＤ」を入力してくださ

い。 

※１ P.46 の「②の a.」で設定した利用者 ID になります。 

（ 例 houjin ） 

c. 利用者暗証番号を入力してください。 

※１ P.27 の「⑥の b.」で設定した利用者暗証番号になります。 

（ 例 taro01 ） 

d. 入力が完了したら        をクリックしてくださ

い。 

⇒⑥へ 

e. 入力項目を消去する場合は       をクリックして

ください。 

f. ログオンを中止する場合は        をクリックし

てブラウザを閉じてください。 

g. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェア

キーボードについて」≪P. 158≫を参照してください。 

クリア 

閉じる 

a. 
b 
c. 
 

d.   e.    f. 

g. 

ログオン 
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【以降、共通の操作手順】 

⑥ 利 用 者 のログオンが完 了 し、利 用 者 ステータス

が表 示 されます。 

※１ 利用者ステータスの詳細に付いては P.28⑦をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 利用者再ログオンについて 

入力された利用者 ID はログオン中、または前回ログ

オン時にブラウザを閉じるなどの理由で正常ログオフ

されておりません。確認のため利用者番号(ご契約者

ID)・利用者 ID・利用者暗証番号を再入力して 

をクリックしてください。 

※１ ログオンしない場合は        をクリックしてブラウザを閉

じてください。 

 

 暗証番号有効期限超過のメッセージについて 

 

暗証番号の有効期限は設定してから 180 日間です。 

設定してから 180 日を経過するとログオン後のステー

タス画面に左記のメッセージが表示されます。変更し

なくてもサービスはご利用いただけますが、セキュリ

ティ向上のため変更することをお勧めいたします。 

 

 

ログオン

閉じる 
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（５） 利用者メニュー 

 

≪P.55 以降参照≫ 

リアルタイムに照会／資金移動を行います。 

≪P.69 以降参照≫ 

全銀データ伝送を行います。 

≪P.135 以降参照≫ 

暗証番号等の変更を行います。 

≪P.28⑦参照≫ 

利用者ステータスの表示を行います。 

≪P.137 以降参照≫ 

税金・各種料金の払込みを行います。 

 

【オンライン取引】 

≪P.56 参照≫ 

≪P.57 参照≫ 

≪P.58 参照≫ 

≪P.64 参照≫ 

≪P.66 参照≫ 

≪P.67 参照≫ 

 

 

 

【ファイル伝送】 

≪P.69 参照≫ 

≪P.82 参照≫ 

≪P.96 参照≫ 

≪P.114 参照≫ 

 

 

 

 

 

【収納サービス】 

≪P.138 参照≫ 

≪P.141 参照≫ 

 

 

 

 

 

 

都度振込先口座情報編集 

残高照会 

資金移動 

資金移動予約照会・取消 

入出金明細照会 

取引履歴照会 

総合振込 

預金口座振替 

給与・賞与振込 

外部ファイル送受信 

税金・各種料金の払込み 

収納サービス取引履歴照会 

オンライン取引 

ファイル伝送 

利用者情報変更 

利用者情報照会 

収納サービス 
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（６） 利用者ログオフ 

取引を終了する時は、必ずログオフして下さい。 

 

① 利用者のログオフを行います。 

a.             をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ログオフを実行します。 

a.        をクリックしてください。 

 

b. ログオフを中止する場合は             をクリック

してください。 

 

 

③ 利用者のログオフが完了します。 

a.            をクリックしてブラウザを閉じてください。 

 

 

 

 

 

ログオフ 

a.   b. 
ＯＫ 

閉じる 

a. 

キャンセル 

a. 
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２. 管理機能 

２．１． 利用者情報登録／変更 

    電子証明書方式とＩＤ・パスワード方式では、利用者情報登録／変更の機能が異なります。選択された

本人認証方式の操作手順をご参照ください。 

 

   ※ 電子証明書方式には、利用者に対して電子証明書を発行(再発行)・失効する機能があります。 

 

（１） 電子証明書方式 

① 利用者情報の登録／変更／削除を行います。 

a.             登録する場合⇒②へ 

b.             変更する場合⇒④へ 

c.             削除する場合⇒⑤へ 

 

◇ 変更／削除を行う場合、利用者を選択してからボタンをクリック

してください。 

また、事故登録／事故登録解除／利用中止解除／封鎖

(累積封鎖)解除を行うことができます。 

d.                 事故登録を行う場合 

※１ 利用者のサービスを停止します。 

e.                 登録解除を行う場合 

※１ 利用者のサービスの停止を解除します。 

f.                 利用中止解除を行う場合 

※１ 暗証番号ロックによりサービスが利用できなくなった利用者の

サービス中止の解除をします。 

g.                      封鎖(累積封鎖)解除を行う

場合 

※１ 暗証番号ロックにより収納サービスが利用できなくなった利用

者の収納サービス中止の解除をします。 

h.              各種マスタ一括削除を行う場合 

 ２．７．各種マスタ一括削除 ≪P.54 参照≫ 

※１              が表示されない場合は、当金庫の設定により

表示しないようにしております。 

 

事故登録を行う場合は事故登録理由とご契約先確認

暗証番号の入力が必要となります。 

事故登録解除、利用中止解除、封鎖(累積封鎖)解除を

行う場合は、ご契約先確認暗証番号の入力が必要とな

ります。 

 

事故登録 

利用中止解除 

封鎖(累積封鎖)解除 

新規登録 

変更 

登録抹消 

事故登録解除 

削除 

削除 

d.    e.    f.      g. 

◇ 

a.  b.   c. 

h. 
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※１ 利用者が登録されていない場合は「現在利用者は登録されており

ません。」とメッセージが表示され            のみ表示されま

す。 

            ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

※2 画面左上に「現在の利用者登録数」と「最大利用者登録数」が表示

されます。利用者数が最大利用者登録数を越えないように注意し

てください。 

 

 

 

   「最大利用者登録数」を越えて利用者が登録されている場合、利用

者登録数超過の警告メッセージが表示されます。このメッセージが

表示されたましたら、利用者の登録抹消を行ってください。 

 

 

 

 

※3 利用者情報選択に利用者の「電子証明書状態」が表示されます。 

   ○：電子証明書がご利用になれる状態 

   －：電子証明書がご利用になれない状態 

 

 

 

新規登録 

新規登録 
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【新規登録を行う場合】 

② 利用者の登録を行います。 

a. 利用者 ID を設定してください。 

（ 例 houjin ）  

※１ 1～30 桁の半角英数字で設定してください。 

b. 利用者名（半角カナ）を設定してください。 

（ 例 ﾎｳｼﾞﾝ ﾀﾛｳ ） 

※１ 48 文字以内の半角英数字と半角空白、半角のｱ～ﾝおよびｦｧ

ｨｩｪｫｬｭｮｯで設定してください。 

c. 利用者名（漢字）を設定してください。 

（ 例 法人 太郎 ） 

※１ 48 文字以内の全角で設定してください。 

※２ 設定は任意になります。 

d. 利用者暗証番号を設定してください。 

（ 例 karipass01 ） 

《以下の※１～３は d.利用者暗証番号と e.利用者確認暗証番号の

共通の注釈です。》 

※１ ここで設定した暗証番号は仮の暗証番号であり、利用者開通

確認の処理で当該利用者の操作により変更する必要がありま

す。 

※２ 4～12 桁の半角英数字で設定してください。 

※３ 再入力は確認のため、再度同じ文字を入力してください。 

e. 利用者確認暗証番号を設定してください。 

（ 例 karipass02 ） 

f. 利用者Ｅメールアドレスを設定してください。 

※１ 入力すると暗証番号変更時やパスワードロック時等にメール

が送信されます。 

※２ 設定は任意になります。 

③ 利用者権限情報を設定します。 

g. 利用者に対して権限を設定してください。 

※１ 権限設定の欄にチェックをつけると、利用者がそのサービス

（または取引）をご利用いただけるようになります。 

オンライン取引に全チェックをつける場合： 

ファイル伝送に全チェックをつける場合： 

全サービスにチェックをつける場合： 

全サービスのチェックを外す場合： 

h. 各取引における限度額を設定してください。 

※１ 設定は任意になります。設定されない場合は右の「上限限度

額」が適用されることになります。 

ここで、「オンライン取引の照会のみができる利用者」「フ

ァイル伝送の承認および送信のみができる利用者」「50

万円を上限とする資金移動のみができる利用者」など、

様々な業務設定をすることができます。お客様の取引形

態と照らし合わせて、最も適合する利用者を設定してくだ

さい。

オンライン取引

ファイル伝送

全指定 

クリア 

a. 
b. 
c. 
d. 
 
e. 
 
f

n 

g.         

                

       h. 

i.    

j.    

   k.    l.    m.         
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i. 「電子証明書発行」をチェックしてください。 

※１ 「電子証明書発行」をチェックしなかった場合、「利用者情報変

更画面」で、電子証明書の発行が行えます。 

 

j. 「ご契約先確認暗証番号」を入力してください。 

※１ P.23 の「③の c.」で設定したご契約先確認暗証番号 

（ 例 kanrisya02 ）になります。 

※２ これにより、この利用者の設定を管理者が承認したものとみ

なします。 

k. 各項目の設定、入力が完了しましたら       を

クリックしてください。 

l. 登録を中止する場合は         をクリックして

ください。 

⇒①へ 

m. 全ての入力項目を消去する場合は       をクリ

ックしてください。 

n. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェ

アキーボードについて」≪P. 158≫を参照してください。 

 

OK

キャンセル 

クリア
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【変更を行う場合】 

④ 利用者情報の修正を行います。 

a. 利用者名（半角カナ）を設定してください。 

（ 例 ﾎｳｼﾞﾝ ﾀﾛｳ ） 

※１ 48 文字以内で半角英数字と半角空白、半角のｱ～ﾝおよびｦｧ

ｨｩｪｫｬｭｮｯで設定してください。 

b. 利用者名（漢字）を設定してください。 

（ 例 法人 太郎 ） 

※１ 48 文字以内の全角で設定してください。 

※２ 設定は任意になります。 

c. 利用者暗証番号を設定してください。 

（ 例 karipass01 ） 

《以下の※１～２は c.利用者暗証番号と d.利用者確認暗証番号の

共通の注釈です。》 

※１ 4～12 桁の半角英数字で設定してください。 

※２ 再入力は確認のため、再度同じ文字を入力してください。 

d. 利用者確認暗証番号を設定してください。 

（ 例 karipass02 ） 

 

◇ 利用者の電子証明書が発行されている場合は、電子証明書の詳

細情報が表示されます。 

 

e. 利用者に対して権限を設定してください。 

※１ 権限設定の欄にチェックをつけると、利用者がそのサービス

（または取引）をご利用いただけるようになります。 

オンライン取引に全チェックをつける場合： 

ファイル伝送に全チェックをつける場合： 

全サービスにチェックをつける場合： 

全サービスのチェックを外す場合： 

f. 各取引における限度額を設定してください。 

※１ 設定は任意になります。設定されない場合は右の「上限限度

額」が適用されることになります。 

g. 電子証明書の設定をしてください。 

※１ 電子証明書の操作を行わない場合：「現在の電子証明書を継

続する」をチェック 

   電子証明書を再発行する場合：「再発行」をチェック 

   電子証明書を失効する場合：「失効」をチェック 

※２ 利用者の電子証明書が発行されていない場合、以下が表示

されます。電子証明書を発行する場合は、「電子証明書発行」

をチェックしてください。 

 

 

h. 「ご契約先確認暗証番号」を入力してください。 

i. 入力が完了したら         をクリックしてください。 

j. 変更を中止する場合は            をクリックして

ください。⇒①へ 

OK 

オンライン取引

ファイル伝送

全指定 

クリア 

キャンセル 

a. 
b. 
c. 
d. 

◇ 

l. 

e.

g. 

 

h. 

 

i.     j.      k. 

f. 
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k. 全ての入力項目を消去する場合は         をクリ

ックしてください。 

l. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェ

アキーボードについて」≪P. 158≫を参照してください。 

【削除する場合】 

⑤ 登録されている利用者を削除します 

a. ご契約先確認暗証番号を入力してください。 

b.         をクリックしてください。 

c. 変更を中止する場合は              をクリックし

てください。 

⇒①へ 

 

 

 

 

クリア

ＯＫ 
キャンセル 

a. 
b.   c. 
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（２） ＩＤ・パスワード方式 

① 利用者情報の登録／変更／削除を行います。 

a.             登録する場合⇒②へ 

b.             変更する場合⇒④へ 

c.             削除する場合⇒⑤へ 

 

◇ 変更／削除を行う場合、利用者を選択してからボタンをクリック

してください。 

また、事故登録／事故登録解除／利用中止解除／封鎖

(累積封鎖)解除を行うことができます。 

d.                事故登録を行う場合 

※１ 利用者のサービスを停止します。 

e.                 登録解除を行う場合 

※１ 利用者のサービスの停止を解除します。 

f.                 利用中止解除を行う場合 

※１ 暗証番号ロックによりサービスが利用できなくなった利用者の

サービス中止の解除をします。 

g.                     封鎖(累積封鎖)解除を行う

場合 

※１ 暗証番号ロックにより収納サービスが利用できなくなった利用

者の収納サービス中止の解除をします。 

h.              各種マスタ一括削除を行う場合 

 ２．７．各種マスタ一括削除 ≪P.54 参照≫ 

※１              が表示されない場合は、当金庫の設定により

表示しないようにしております。 

 

事故登録を行う場合は事故登録理由とご契約先確認

暗証番号の入力が必要となります。 

事故登録解除、利用中止解除、封鎖(累積封鎖)解除を

行う場合は、ご契約先確認暗証番号の入力が必要とな

ります。 

 

 

※１ 利用者が登録されていない場合は「現在利用者は登録されており

ません。」とメッセージが表示され            のみ表示されま

す。 

            ボタンをクリックしてください。 

 

 

事故登録 

利用中止解除 

封鎖(累積封鎖)解除 

新規登録 

変更 

登録抹消 

新規登録 

事故登録解除 

新規登録 

削除 

削除 

d.    e.    f.      g. 

◇ 

a.  b.   c. 

h. 
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【新規登録を行う場合】 

② 利用者の登録を行います。 

a. 利用者 ID を設定してください。 

（ 例 houjin ）  

※１ 1～30 桁の半角英数字で設定してください。 

b. 利用者名（半角カナ）を設定してください。 

（ 例 ﾎｳｼﾞﾝ ﾀﾛｳ ） 

※１ 48 文字以内の半角英数字と半角空白、半角のｱ～ﾝおよびｦｧ

ｨｩｪｫｬｭｮｯで設定してください。 

c. 利用者名（漢字）を設定してください。 

（ 例 法人 太郎 ） 

※１ 48 文字以内の全角で設定してください。 

※２ 設定は任意になります。 

d. 利用者暗証番号を設定してください。 

（ 例 karipass01 ） 

《以下の※１～３は d.利用者暗証番号と e.利用者確認暗証番号の

共通の注釈です。》 

※１ ここで設定した暗証番号は仮の暗証番号であり、利用者開通

確認の処理で当該利用者の操作により変更する必要がありま

す。 

※２ 4～12 桁の半角英数字で設定してください。 

※３ 再入力は確認のため、再度同じ文字を入力してください。 

e. 利用者確認暗証番号を設定してください。 

（ 例 karipass02 ） 

f. 利用者Ｅメールアドレスを設定してください。 

※１ 入力すると暗証番号変更時やパスワードロック時等にメール

が送信されます。 

※２ 設定は任意になります。 

③ 利用者権限情報を設定します。 

g. 利用者に対して権限を設定してください。 

※１ 権限設定の欄にチェックをつけると、利用者がそのサービス

（または取引）をご利用いただけるようになります。 

オンライン取引に全チェックをつける場合： 

ファイル伝送に全チェックをつける場合： 

全サービスにチェックをつける場合： 

全サービスのチェックを外す場合： 

h. 各取引における限度額を設定してください。 

※１ 設定は任意になります。設定されない場合は右の「上限限度

額」が適用されることになります。 

ここで、「オンライン取引の照会のみができる利用者」「フ

ァイル伝送の承認および送信のみができる利用者」「50

万円を上限とする資金移動のみができる利用者」など、

様々な業務設定をすることができます。お客様の取引形

態と照らし合わせて、最も適合する利用者を設定してくだ

さい。

オンライン取引

ファイル伝送

全指定 

クリア 

g.         

                

       h. 

i. 

 

   j.    k.      l.                         

a. 
b. 
c. 
d. 
e. 
 
f. 

m. 
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i. 「ご契約先確認暗証番号」を入力してください。 

※１ P.23 の「③の c.」で設定したご契約先確認暗証番号 

（ 例 kanrisya02 ）になります。 

※２ これにより、この利用者の設定を管理者が承認したものとみ

なします。 

j. 各項目の設定、入力が完了しましたら       をク

リックしてください。 

k. 登録を中止する場合は         をクリックしてく

ださい。 

⇒①へ 

l. 全ての入力項目を消去する場合は       をクリ

ックしてください。 

m. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェア

キーボードについて」≪P. 158≫を参照してください。 

 

OK

キャンセル 

クリア
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【変更を行う場合】 

④ 利用者情報の修正を行います。 

a. 利用者名（半角カナ）を設定してください。 

（ 例 ﾎｳｼﾞﾝ ﾀﾛｳ ） 

※１ 48 文字以内で半角英数字と半角空白、半角のｱ～ﾝおよびｦｧ

ｨｩｪｫｬｭｮｯで設定してください。 

b. 利用者名（漢字）を設定してください。 

（ 例 法人 太郎 ） 

※１ 48 文字以内の全角で設定してください。 

※２ 設定は任意になります。 

c. 利用者暗証番号を設定してください。 

（ 例 karipass01 ） 

《以下の※１～２は c.利用者暗証番号と d.利用者確認暗証番号の

共通の注釈です。》 

※１ 4～12 桁の半角英数字で設定してください。 

※２ 再入力は確認のため、再度同じ文字を入力してください。 

d. 利用者確認暗証番号を設定してください。 

（ 例 karipass02 ） 

e. 利用者に対して権限を設定してください。 

※１ 権限設定の欄にチェックをつけると、利用者がそのサービス

（または取引）をご利用いただけるようになります。 

オンライン取引に全チェックをつける場合： 

ファイル伝送に全チェックをつける場合： 

全サービスにチェックをつける場合： 

全サービスのチェックを外す場合： 

f. 各取引における限度額を設定してください。 

※１ 設定は任意になります。設定されない場合は右の「上限限度

額」が適用されることになります。 

g. 「ご契約先確認暗証番号」を入力してください。 

h. 入力が完了したら         をクリックしてください。 

i. 変更を中止する場合は            をクリックして

ください。⇒①へ 

j. 全ての入力項目を消去する場合は         をクリ

ックしてください。 

k. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェ

アキーボードについて」≪P. 158≫を参照してください。 

【削除する場合】 

⑤ 登録されている利用者を削除します 

a. ご契約先確認暗証番号を入力してください。 

b.         をクリックしてください。 

c. 変更を中止する場合は              をクリックし

てください。 

⇒①へ 

OK 

オンライン取引

ファイル伝送

全指定 

クリア 

キャンセル 

クリア

ＯＫ 
キャンセル 

a. 
b.   c. 

g. 

 

h.    i.     j. 

a. 
b. 
c. 
d. 

a. 
b. 
c. 
d. 

e. 

f. 

k. 
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２．２． 契約口座情報変更 

① ご契約いただいている代表口座および利用口座の限

度額設定、コメントの変更を行います。 

a. 限度額、コメントの変更を行う口座を選択してくださ

い。 

b.         をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

② 変更する情報を入力します。各項目の入力は任意です。

必要に応じて入力してください。 

a. コメントを入力してください。 

※１ コメントを入力すると、契約口座情報選択画面に反映されま

す。 

※２ 半角 40 文字分、全角 20 文字分まで入力できます。 

b. 契約口座の限度額を入力してください。 

※１ 入力可能文字は半角数字です。 

c. ご契約先確認暗証番号を入力してください。 

d. 入力が完了したら         をクリックしてください。 

e. 変更を中止する場合は             をクリックして

ください。 

⇒①へ 

f. 全ての入力項目を消去する場合は         をクリ

ックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更 

ＯＫ 

c. 

b. 

d.   e.    f. 

a. 

キャンセル 

クリア 

a. 

b. 
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２．３． ファイル伝送契約情報変更／参照 

 

① ファイル伝送の送受信を行うときに必要な情報を変更

／参照します。各項目の入力は任意です。必要に応じて

入力してください。 

a. 枝番コードを選択してください。 

b. コメントを入力してください。 

※１ コメントを入力すると、データ受信業務を行う際の契約情報選

択画面にコメントが反映されます。契約口座情報選択画面に反

映されます。該当ファイル伝送契約情報の用途などを入力する

と便利です。 

c. 全銀パスワードを入力してください。 

※１ 申込書記入の全銀パスワード（半角数字 6 桁）を入力してくださ

い。 

※２ 全銀パスワードが未設定の場合は、伝送（送受信）時に入力を

求められます。 

d. ファイルアクセスキーを入力してください。 

※１ 申込書記入のファイルアクセスキー（半角数字 6 桁）を入力して

ください。 

※２ ファイルアクセスキーが未設定の場合は、伝送（送受信）時に

入力を求められます。 

e. ご契約先確認暗証番号を入力してください。 

f. 入力が完了したら         をクリックしてください。 

登録終了した時点で、その旨のメッセージが出力され

ます。 

 

※ ファイル伝送契約情報は、お申込書（控）をご覧くださ

い。不明の場合は、当金庫へお尋ねください。 

 

 

 

② ファイル伝送契約情報の設定が完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録 

a. b. 

c. 
d. 

e. 
f. 
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２．４． ご契約先限度額変更 

 

① ご契約先の限度額を設定します。限度額の設定は

任意です。必要に応じて入力してください。 

a. オンライン取引各業務の1回単位、1日単位、およ

びファイル伝送各業務の 1 回単位の限度額を設

定します。 

※１ 各業務の限度額入力項目は、当金庫とご契約いただいた

業務についてのみ、表示されます。 

※２ オンライン限度額は、振替、都度指定振込、収納サービス

のみご入力ください。 

※３ 空欄の場合は上限が限度額として適応されます。 

b. ご契約先確認暗証番号を入力してください。 

c. 入力が完了したら        をクリックしてくださ

い。 

d. 変更を中止する場合は             をクリック

してください。 

e.          をクリックすると変更前の状態に戻りま

す。 

 

 

 

 

 

② 限度額の設定が完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＫ 

キャンセル 

クリア 

a. 

b. 

c.    d.     e. 

a. 



52 

２．５． 振込手数料マスタ登録／変更／参照 

 

① 登録／変更／参照を行う手数料を選択します。 

a. “当方”、“先方”から選択（   ）してください。 

※１ 総合振込をご利用のお客様の場合、“当方負担振込手数料”

が表示されます。 

b.         をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

② 先方負担手数料の場合 

先方負担手数料のテーブルが表示されます。 

a. 参照を終了する場合 

b. 当金庫が定める手数料をご

使用になる場合 

※１                 をクリックした場合、標準手数料が読込

まれます。 

c. お客さま独自の手数料を設

定される場合 

d. 手数料の計算方法を変更す

る場合 

※１ 手数料を変更される場合、ご契約先確認暗証番号を入力する

必要があります。 

※２ 手数料計算方法切替には据置型、未満手数料加算型、以上手

数料加算型があります。 

 手数料計算機能 ≪P.117 参照≫ 

 

③                   をクリックした場合 

手数料テーブルが表示されます。 

※１ 基準金額と振込手数料（差引）の登録を行います。 

a. 基準金額と振込手数料を設定します。 

※１ 手数料計算方法切替には据置型、未満手数料加算型、以上手

数料加算型があります。 

※２              をクリックした場合、標準手数料が読込ま

れます。 

b. ご契約先確認暗証番号を入力してください。 

c. 入力が完了したら              をクリックしてくだ

さい。 

⇒④へ 

d. 登録および変更を中止する場合             をク

リックしてください。 

⇒②へ 

e.          をクリックすると全ての入力項目を消去し

ます。 

実行 

個別手数料変更 

標準手数料使用 

参照終了 

標準手数料使用 

マスタ登録 

個別手数料変更 

標準手数料読込 

キャンセル 

クリア 

手数料計算方法切替 

a. 

c.     d.    e. 
b. 

※1 

c.     b.       d.     a. 

※２ 

a. 

b. 

※1 ※２ 
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④ 設定をした個別手数料が登録されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．６． 操作履歴照会 

 

① 操作履歴を照会します。 

a. 管理者または利用者を選択します。 

b. 照会を行う開始範囲と終了範囲を選択します。 

※１ 照会可能期間は 1 ヶ月、件数は 100 件です。 

c.         をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

② 照会結果が表示されます。 

a.         をクリックすると、操作履歴照会選択画面に

戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次へ 

ＯＫ 

操作履歴照会選択画面にて管理者を

選択していた場合は表示されません。

a. 

a. 

b. 

c. 
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２．７． 各種マスタ一括削除 

各種マスタ一括削除は利用者情報登録／変更画面より行います。 

 

① 各種マスタ一括削除を行います。 

a. 削除したいマスタを選択（    ）してください。 

※１ 削除できるマスタは、受取人マスタ／従業員マスタ／支払人

マスタです。 

b.          をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② マスタ削除確認画面が表示されます。 

a. 内容を確認の上、削除を行う場合はご契約先確認暗

証番号を入力してください。 

b.         をクリックしてください。 

⇒③へ 

c. 削除を行わない場合は、               をクリック

してください。利用者情報登録／変更画面に戻りま

す。 

⇒①へ 

 

 

③ 確認ダイアログが表示されます。 

a. 削除を行う場合、        をクリックしてください。 

※１ 削除が完了しますと、利用者情報登録／確認画面に戻りま

す。 

b. 削除を行わない場合は、                をクリック

してください。マスタ削除確認画面に戻ります。 

⇒②へ 

 

 

 

削除 

b. 

a. 

b.   c. 
a. ＯＫ 

キャンセル 

ＯＫ 

キャンセル 

a.              b. 
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残高照会 資金移動 入出金明細

取引履歴照会 

資金移動先口座

情報（都度指定）

編集 

資金移動予約

取消 

３. オンライン取引 

３．１． 業務の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

           ≪P.56≫            ≪P.57≫                                ≪P.58≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                      ≪P.64≫             ≪P.67≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                              ≪P.66≫ 

 

 

 

 

 

日常処理 

代表口座、利用口

座のうち、指定され

た残高照会を行い

ます。 

（複数口座選択可

能） 

代表口座・利用口座から資金移動先口座（振替先口座や振込先口

座）に、資金移動を行います。 

・資金移動日を指定することもできます。 

・都度振込先口座の登録を行うこともできます。 

代表口座、利用口座

のうち、指定された１

口座の入出金明細

照会を行います。 

資金移動と資金移動予約取消の取引履歴の照

会を行います。 

都度登録を行った

資金移動先口座を

編集します。 

資金移動予約取消

を行います。 
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３．２． 残高照会 

 

① 残高照会を行う口座を選択します。 

a. 残高照会を行う口座を選択してください。 

※１ 複数同時に選択することができます。 

b. 登録してある口座全ての照会を行う場合は、 

          を押すと、全ての口座にチェックが付きま

す。 

c. 選択後         をクリックしてください。 

 

 

 

② 選択した口座の残高照会結果が表示されます。 

 

※１ 画面表示結果を印刷して残す場合はブラウザの印刷ボタン 

     [メニュー]をご利用願います。 

 

※２ ご利用のサービスが終了してから別のサービスをご利用にな

る場合は、画面上部のメニューフレームのボタンよりご利用サ

ービスを選択してください。 

 

 

 

 

 

全選択 

実行 

a. 

c.  b. 
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３．３． 入出金明細照会 

 

① 入出金明細照会を行う口座を選択します。 

a. 入出金明細照会を行う口座を１つ選択してください。 

b. 照会範囲の指定を行ってください。 

・指定なし 照会可能な入出金のデータが全て対象で

す。 

・週単位指定  当月の第１週～第６週までで選択した該当

週（月曜日～日曜日）の入出金のデータが

対象です。 

・月単位指定 当月又は先月を選択します。選択月の入

出金のデータが対象です。 

・日指定 照会範囲を開始(Ｆrom)と終了(To)で選択し

ます。該当期間の入出金のデータが対象

です。 

※１ ラジオボタンにチェックを入れてください。 

※２ 最大照会範囲は当日も含め過去 62 日になります。 

 

c. 選択後         をクリックしてください。 

 

 

② 選択した口座の入出金明細照会結果が表示されます。 

※１ １画面に表示される最大照会件数は 100 件になります。 

照会件数が 100 件を超える場合は             

または           で照会してください。 

 

a. 入出金明細結果を CSV 形式で出力する場合は 

                をクリックしてください。 

 

※１ ファイル出力の場合、明細件数を問わず全ての明細が 1 ファ

イルとして出力されます。 

※２ CSV 形式とは各項目を“,[カンマ]”で区切ったファイル形式を

いいます。 

 

b. 画面表示結果を印刷して残す場合は 

          をクリックしてください。 

 

※ ご利用のサービスが終了してから別のサービスをご利

用になる場合は、画面上部のメニューフレームのボタン

よりご利用サービスを選択してください。 

 

 

実行 

a. 

ファイル出力 

a. 

 

 

b. 

 

c. 

次ページ 

前ページ 

b. 

印刷 
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３．４． 資金移動 

 

① 支払元口座を選択します。 

a. 支払元口座を選択してください。 

b.         をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

② 資金移動先口座を選択してください。 

a. 資金移動先口座を選択します。 

・未登録の資金移動先口座（当金庫） 

⇒ ⑤へ 

・未登録の資金移動先口座（他金融機関） 

⇒ ③へ 

・総合振込、給与・賞与振込でご利用の口座 

⇒ ⑦へ 

・登録済の口座 

表示された口座から選択してください。 

⇒ ⑫へ 

※１ 状態が「利用不可」の口座は選択できません。 

※２ 口座の並び順は「検索用カナ名称（50 音順）、金融機関コード、

店舗コード、科目コード、口座番号の昇順」になります。 

b. 登録済の口座が 50 件を超える場合は          ま

たは          で別口座を表示できます。 

c.         をクリックしてください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

③ 資金移動先金融機関を検索します。 

a. 金融機関種類より、以下を選択してください。 

・銀行 都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、

外国銀行等 

・信用金庫 信用金庫、信金中央金庫 

・信用組合・商工中金 

信用組合、商工組合中央金庫 

・その他 労働金庫、農業協同組合等 

b. 該当する金融機関の頭文字を選択してください。 

 

④ 選択した頭文字に該当する金融機関が表示されます。 

a. 資金移動先の金融機関を選択してください。 

b.         をクリックしてください。 

⇒⑤へ 

 

次へ 

次へ 

次へ 

a. 

b. 

次ページ 
前ページ

a. 

c.                               b. 

                                                                                        

※１.

a. 

b. 

b. 

a. 
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⑤ 資金移動先金融機関の支店を検索します。 

a. 該当する支店の頭文字を選択してください。 

※１ 英数字の支店名称を検索する場合は         をクリックし

てください。 

 

 

 

 

 

⑥ 選択した頭文字に該当する支店が表示されます。 

a. 資金移動先の支店を選択してください。 

b.         をクリックしてください。 

⇒⑪へ 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑦ 口座マスタ検索条件を選択します。 

a. 対象マスタを選択してください。 

※１ 対象マスタは「受取人マスタ」と「従業員マスタ」となります。 

 

b. 検索種別を選択してください。 

※１ 検索種別は下記のとおりとなります。 

・ 全検索 

・ コード （受取人マスタであれば、顧客コード 

       従業員マスタであれば、従業員コード） 

・ 検索用カナ名称 

・ 検索グループ（予め登録されたグループ） 

 

 

                            

c. 条件を設定してください。 

d.          をクリックしてください 

⇒⑧へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a. 

b. 

c. 
d. 

a. 

b. 

d. 

英数 

次へ 

a. 

※１ 

a. 

b. 

次へ 

a. 

b. 

c. 
d. 

a. 

b. 

c. 
d. 
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⑧ 資金移動先口座を選択します。 

a. 口座マスタ検索によって絞り込んだ口座の中から、資

金移動先口座を選択してください。 

b.         をクリックしてください。 

⇒⑫へ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑨ 資金移動先口座検索を行います。 

a. 口座番号または口座名義人を入力してください。 

※１ 口座番号、口座名義人はいずれか一方が必須入力となりま

す。両方入力された場合は、AND 条件検索となります。 

※２ 口座番号は完全一致検索となります。入力した口座番号が 7

桁に満たない場合は、前に「0」を補って 7 桁として検索を行い

ます。 

※３ 口座名義人は部分一致検索となります。 

b. 検索対象を選択してください。 

c.           をクリックしてください。⇒⑩へ 

d.                をクリックすると資金移動口座先選

択画面へ戻ります。⇒②へ 

 

 

⑩ 資金移動先口座検索後の資金移動先口座選択画面

が表示されます。 

a. 検索結果より資金移動先口座を選択します。 

b.         をクリックしてください。⇒⑫へ 

c. 資金移動先口座検索をやり直す場合は          

をクリックしてください。⇒⑨へ 

 

 

 

 

d. 資金移動先口座検索結果が 0 件の場合、資金移動

先口座選択画面において｢検索条件に該当する資

金移動先口座がみつかりませんでした。｣のメッセー

ジを表示します。 

検索条件を変更し再度口座検索を行ってください。 

 

e. 資金移動先口座検索結果が 50 件以上存在する場

合、「検索結果が 50 件を超えています。表示されて

いない口座については、再度検索条件を入力してく

ださい。」のメッセージを表示します。 

表示されてない口座を検索する場合、検索条件を変

更し再度口座検索を行ってください。 

次へ a. 

b. 

a. 
b. 

c.   d. 

検索 

a. 

b.    c. 

                                                                                        

次へ 

口座検索 

d. 

e. 

キャンセル 
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⑪ 資金移動先口座情報を入力します。 

a. 資金移動先口座情報の科目を選択してください。 

※１ 科目は、普通、当座、納税準備、貯蓄になります。 

b. 口座番号を入力してください。 

※１ 半角数字で入力してください。 

c.         をクリックしてください。⇒⑫へ 

 

 

 

 

⑫ 資金移動情報を入力します。 

a. 支払金額を入力してください。 

※１ 半角数字で入力してください。 

b. 先方負担手数料を選択してください。 

・「設定する」 資金移動金額の自動計算を行います。 

・「設定なし」 資金移動金額の自動計算を行いません。 

 手数料計算機能 ≪P.117 参照≫ 

c. 資金移動指定日を選択してください。 

d. 下記の項目は必要に応じて入力してください。 

<EDI 情報> 

半角英数カナ大文字で入力し、記号は \ ｢ ｣ ( ) - / ｡ のみ

をご使用ください。入力可能桁数は 20 桁までとなります。 

<振込依頼人> 

入力しない場合は支払元口座名義人が振込依頼人になります。 

入力可能文字数は、48 桁となります。 

<コメント欄> 

取引履歴照会に反映されますので覚え書きにご使用ください。 

半角英数カナ大文字、あるいは全角文字で入力してください。入

力可能桁数は全て半角の場合は 20 桁までとなり、全て全角の場

合は 10 桁までとなります。半角と全角が混在する場合は、全角を

半角 2 桁分として、20 桁までとなります。 

e.             をクリックしてください。⇒⑬へ 

f.             ボタン：入力項目を消去します。  

次へ 

e.   ｆ. 

c. 

a. 
b. 

a.

入力完了

クリア   

b.
c.
d.



62 

 

⑬ 資金移動の確認を行います。 

確認画面が表示されますので支払元口座、資金移動先

口座、金額、資金移動指定日・予定日等に誤りが無いか

確認してください。 

a. 利用者確認暗証番号を入力してください。 

b.        をクリックしてください。 

c.              ボタン：送信処理は行いません。 

⇒①へ 

d. 画面表示結果を印刷して残す場合は 

      をクリックしてください。 

 

※１ 振込指定日が当金庫の休業日の場合等、振込指定日と振込予定

日が異なる場合があります。必ず振込予定日の確認をお願いいた

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭ 資金移動取引の受付が完了します。 

受付番号、状態が「処理完了」（予約の場合「受付完

了」）であることを確認してください。 

a. 引き続き資金移動を行う場合は        をクリックし

てください。⇒①へ 

 

※１ 状態でエラーが表示されていて内容がご不明の場合は、当金

庫の法人 IB サービス担当にお問い合わせください。 

 

b. 資金移動先の口座を登録する場合、 

 ボタンをクリックします。 

・新規に登録が行われた場合 

⇒⑮へ 

・登録しようとした資金移動先口座情報（都度指定）

が既に登録済であった場合 

⇒⑯へ 

・登録しようとした資金移動先口座情報（都度指定）

が資金移動先として登録済であった場合 

⇒⑰へ 

c. 画面表示結果を印刷して残す場合は 

       をクリックしてください。 

 

※先方負担手数料「設定する」選択時の資金移動金額の計算方法について 

支払金額－先方負担手数料＝資金移動金額 

(相手に支払う金額) - (相手が負担する手数料) = (実際に振込む金額) 

資金移動金額＋振込手数料＝合計支払金額 

(実際に振込む金額) + (振込手数料) = (支払元口座から引落される金額)  

※「設 定 なし」選 択 時 は、先 方 負 担 手 数 料 が 0 円 で計 算 されるた

め、支 払 金 額 と資 金 移 動 金 額 は同 じになります。 

送信 

了解 

資金移動先口座登録 

キャンセル 

※１ 

a.    b.     c. 

b.    c.    d. 
※１ 

a. 

印刷 

印刷 
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⑮ 都度資金移動先の登録が完了します。 

資金移動先口座登録完了画面が表示され、都度資

金移動先が登録されます。次回以降資金移動する時

に画面②の資金移動先口座選択画面に表示されま

す。 

a. 引き続き資金移動を行う場合は         をクリック

してください。⇒①へ 

 

※ ご利用のサービスが終了してから別のサービスをご利

用になる場合は、画面上部のメニューフレームのボタン

よりご利用サービスを選択してください。 

 

 

⑯ 登録しようとした資金移動先口座情報（都度指定）が登

録済であった場合、「ご指定の口座は既に登録されて

います。」のメッセージが表示され、登録ができません。 

 

 

⑰ 登録しようとした資金移動先口座情報（都度指定）が未

登録かつ受取人マスタに登録済であった場合、資金移

動先口座情報（都度指定）上書き確認を行います。 

a. 上書きする内容がよろしければ         をクリックし

てください。 

⇒⑮へ 

※１ 登録済みの口座情報の口座名義人（カナ）と上書きする口座

情報の口座名義人（カナ）が異なる場合、口座名義人（漢字）

は空白で設定されます。 

b. 登録を中止する場合は              をクリックして

ください。 

⇒①へ 

 

 

 

 

 

 

 

了解 

a. 

a.    b. 

※１ 
登録 

キャンセル 
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３．５． 資金移動予約照会・取消 

 

① 取消したい資金移動予約取消の一覧を表示する範囲

を指定します。 

a. 検索の対象となる資金移動日の範囲を指定してくだ

さい。 

b. 資金移動予約取消を行う場合           をクリック

してください。⇒②へ 

c. 資金移動予約結果照会を行う場合           をク

リックしてください。⇒⑤へ 

「予約取消」 

② 資金移動予約の一覧が表示されます。 

a. 取消を行う予約取引を選択してください。 

b. 資金移動予約内容の照会を行う場合        をクリ

ックしてください。⇒⑥へ 

c. 資金移動予約取消を行う場合        をクリックして

ください。⇒③へ 

※１ 予約明細が 100 件を超える場合は             または、 

           で予約明細が参照できます。 

「取消」 

③ 取消確認画面が表示されます。 

a. 内容をご確認後、利用者確認暗証番号を入力してく

ださい。 

b.        をクリックしてください。 

c.              をクリックした場合は資金移動予約取

消明細選択画面へ戻ります。 

⇒②へ 

d. 画面表示結果を印刷して残す場合は 

       をクリックしてください。 

 

 

 

 

「送信」 

④ 資金移動予約取消が完了しました。 

a.        をクリックすると資金移動予約取消明細選択

画面へ戻ります。 

⇒②へ 

b. 画面表示結果を印刷して残す場合は 

       をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

予約取消 

取消 

次ページ 
前ページ 

送信 

キャンセル 

了解 

b.    c.    d. 

a. 

a. 

b. c. 
結果照会 

a. 

c. b. 

照会 

印刷 

a.  b.  

印刷 
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⑤ 資金移動予約結果の一覧が表示されます。 

a. 照会したい結果を選択してください。 

b.         をクリックしてください。 

⇒⑥へ 

 

 

 

 

⑥ 資金移動予約結果の内容が表示されます。 

a.          をクリックすると資金移動予約照会・取消明

細選択画面へ戻ります。 

⇒⑤へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a. 

b. 

照会 

戻る 

a. 
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３．６． 取引履歴照会 

資金移動と資金移動予約取消の取引履歴の照会を行います。 

 

① 取引履歴を照会する期間を選択します。 

a. 照会範囲にチェックを入れ照会期間を指定します。 

・ 週単位指定 当月の第 1 週～第 6 週までで選択してくださ

い。該当週の取引が照会の対象となりま

す。 

・ 月単位指定 当月又は先月を選択してください。選択月の

取引が照会の対象となります。 

・ 日付指定 開始日と終了日を選択してください。該当期

間の取引が照会の対象となります。 

※１ 開始および終了日付の選択可能範囲は、操作日当日より過

去 2 ヶ月になります。 

b. 選択後         をクリックしてください。 

 

 

② 選択した期間の取引履歴が表示されます。 

a.  画面表示結果を印刷して残す場合は 

       をクリックしてください。 

 

※１ 取引明細が 100 件を超える場合は             または 

            で取引明細結果を参照できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行 

前ページ 
次ページ 

a. 

 

 

b. 

a. 

印刷 
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３．７． 資金移動先口座情報（都度指定）編集 

 

① 資金移動先口座情報（都度指定）を編集します。 

《新規登録を行う場合》 

a.         をクリックしてください。 

⇒②へ 

《修正を行う場合》 

b. 修正する資金移動先口座を選択してください。 

c.         をクリックしてください。 

⇒③へ 

《削除を行う場合》 

d. 削除する資金移動先口座を選択してください。（複数

選択可能） 

e.         をクリックしてください。 

⇒⑤へ 

 

※１ 状態に利用不可と表示されている口座は資金移動を行うことがで

きませんので、修正または削除してください。 

※２ 登録されている口座が50件を越える場合は            または 

            で口座情報を参照することができます。 

 

 

 

【新規登録を行う場合】 

② 資金移動先口座情報（都度指定）の登録を行います。 

a. 金融機関名および支店名を設定します。 

※１ 金融機関名、支店名の             をクリックしてください。

金融機関検索、支店検索の画面が表示されます。 

金融機関検索 ・・・ 3.4.資金移動画面③≪P.58≫参照 

支店検索     ・・・ 3.4.資金移動画面⑤≪P.59≫参照 

b. 科目を設定します。 

c. 口座番号および口座名義人を入力します。 

※１ 画面に表示されている注意書きを参照の上入力してください。 
d. 設定および入力が完了したら         をクリックして

ください。 

・新規に登録が行われた場合 

⇒①へ 

・登録しようとした資金移動先口座情報（都度指定）が

既に登録済であった場合 

⇒④へ 

e.              をクリックすると、資金移動先口座情

報（都度指定）編集画面へ戻ります。 

⇒①へ 

 

登録 

前ページ 
次ページ 

b. 

d. 

a.  c.  e. 

修正 

削除 

検索 a. 
b. 
c. 

d.   e. 

登録 

キャンセル 



68 

 

【修正を行う場合】 

③ 資金移動先口座情報（都度指定）の編集を行います。 

a. 金融機関名および支店名を設定します。 

※１ 金融機関名、支店名の             をクリックしてください。

金融機関検索、支店検索の画面が表示されます。 

金融機関検索 ・・・ 3.4.資金移動画面③≪P.58≫参照 

支店検索     ・・・ 3.4.資金移動画面⑤≪P.59≫参照 

b. 科目を設定します。 

c. 口座番号および口座名義人を入力します。 

※１ 画面に表示されている注意書きを参照の上入力してください。 

d. 設定および入力が完了したら         をクリックして

ください。 

・修正した資金移動先口座情報（都度指定）が、新規

として登録が行われた場合 

⇒①へ 

・修正した資金移動先口座情報（都度指定）が、既に

登録済であった場合 

⇒④へ 

e.              をクリックすると、資金移動先口座情

報（都度指定）編集画面へ戻ります。 

⇒①へ 

 

 

④ 登録しようとした資金移動先口座情報（都度指定）が都

度指定先として登録済であった場合、資金移動先口座情

報（都度指定）上書き確認を行います。 

a. 上書きする内容がよろしければ         をクリック

してください。 

⇒①へ 

※１ 登録済みの口座情報の口座名義人（カナ）と上書きする口座

情報の口座名義人（カナ）が異なる場合、口座名義人（漢字）

は空白で設定されます。 

b. 登録を中止する場合は              をクリックし

てください。 

⇒①へ 

 

 

⑤ 口座情報の削除が完了します。 

 

 

 

 

登録 

キャンセル a.    b. 

※１ 

検索 
a. 
b. 
c. 

d.    e. 

登録 

キャンセル 
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総合振込の受取人マスタを登録します 

振込データを承認します 

振込データを送信します 

振込データを作成します 

４. 総合振込をするには 

４．１． 業務の流れ 

 

≪P.71≫ 

 

振込先を受取人マスタに登録します。 

 

 

 

≪P.76≫ 

 

振込指定日と抽出した受取人情報に対する振込金額を入力します。 

作成した振込データを印刷することもできます。 

 

 

 

≪P.80≫ 

 

作成した振込データを承認します。 

 

 

 

≪P.80≫ 

 

承認した振込データを送信します。 

事前処理 

日常処理 
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【総合振込メニュー画面説明】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①メインメニューより                    を選択します。 

 

②サブメニューより                    を選択します。  

 

③画面に総合振込の業務ボタンが表示されます。 

a. 「データ作成」  ・・・・・・・・・・・・ 総合振込データの作成を行います。 

<<４．３．振込データ作成(新規、修正および削除) P.76>> 

b. 「データ承認・送信」  ・・・・・・・ 総合振込データの承認および送信を行います。 

<<４．４．振込データ承認・送信 P.80>> 

c. 「通信結果報告書印刷」  ・・・・ 総合振込の通信報告書の印刷を行います。 

<<１１．１２．通信結果報告書印刷 P.129>> 

d. 「依頼人マスタ参照」  ・・・・・・・・ 登録されている依頼人情報の参照を行います。 

<<４．５．依頼人マスタ参照 P.82>> 

e. 「受取人マスタ登録」  ・・・・・・・ 受取人マスタの登録を行います。 

<<４．２．受取人マスタ登録(新規、修正および削除) P.71>> 

f. 「検索グループ名称登録」  ・・・ 検索グループ名称の登録を行います。 

<<１１．９．検索グループ名称登録 P.126>> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

ファイル伝送 

総合振込 

・・・・・・・・・・a
・・・・・・・・b
・・・・・・・・c

・・・・・・・d
・・・・・・・e 

・・・・・f

 ファイル伝送メニューを使用するときに電子証明書選択画面が表示されることがありま

す。ログオン時にお使いの電子証明書を選択し、「了解」ボタンをクリックしてください。 

   「電子証明書選択画面」           

                             

a. ログオン時の電子証明書を選択してく 

ださい。 

                            b.         をクリックしてください。 

 

ご注意ください 

了解

a. 
 
    

b. 
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４．２． 受取人マスタ登録（新規、修正および削除） 

 

① 受取人マスタを登録します。 

a.                     をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 受取人マスタを検索します。 

a.  検索種別を選択してください。 

※１ 検索種別（             ）には、全検索、コード、検索用

カナ名称、検索グループがあります。 

b. 受取人マスタの表示順を指定してください。 

※１ 表示順は、コード１順、コード２順、名称順、口座順があります。 

※２ 表示順は、印刷順としても反映されます。 

c.           をクリックしてください。 

⇒③へ 

 

※ 受取人マスタを初めて登録する場合は            をクリックせず

に             をクリックしてください。 

⇒④へ 

 

受取人マスタ登録 

検索 

a. 

検索 

新規 

a. 

c. 
b. 
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③ 受取人マスタ一覧を表示します。 

《新規登録を行う場合》 

a.                   をクリックしてください。 

⇒④へ 

《修正を行う場合》 

b. 修正する受取人マスタを選択してください。 

※１ 修正を行う場合、受取人マスタを複数選択することができま

せん。 

c.                   をクリックしてください。 

⇒⑤へ 

《削除を行う場合》 

d. 削除する受取人マスタを選択してください。 

※１ 削除を行う場合、受取人マスタを複数選択することができま

す。 

           をクリックしますと、表示されている受取人マスタ

全てにチェックが付きます。 

※２ ページをまたいで選択削除することはできません。 

e.                   をクリックしてください。 

 登録データ／マスタ削除 ≪P.128 参照≫ 

《マスタを印刷する場合》 

f.                   をクリックしてください。 

 データ／マスタ印刷 ≪P.127 参照≫ 

《マスタをファイルから取込む場合》 

g.                   をクリックしてください。 

 外部ファイル入力 ≪P.121 参照≫ 

《マスタをファイルで出力する場合》 

h.                   をクリックしてください。 

 ファイル出力 ≪P.121 参照≫ 

i. マスタの件数が 21 件以上の場合、件数が表示されま

す。       または＜＜ ＞＞で前ページや次ページ

のマスタを参照することができます。 

j. 「受取人カナ名称／漢字名称」を選択すると、受取人

マスタの詳細を参照したり、削除することができます。 

 登録データ／マスタ削除 ≪P.128 参照≫ 

新規 

修正 

印刷 

外部ファイル入力 

ファイル出力 

b. 

a.  c.  e.  f.    g.     h. 

i. j. 

d. 

削除 

全選択 
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【新規登録を行う場合】 

④ 受取人情報の入力をします。 

a. 受取人情報を入力してください。 

<<必須入力項目>> 

※１ 金融機関コード、支店コードを入力してください。入力可能文

字は半角数字です。 

金融機関コード、支店コードが不明な場合でも         

で金融機関の検索を行うことができます。 

 金融機関・支店名称検索 ≪P.120 参照≫ 

※２ 金融機関カナ名称／漢字名称、支店名カナ名称／漢字名称

は自動的に入力されます。 

※３ 預金種目を設定してください。 

※４ 口座番号を入力してください。入力可能文字は半角数字で

す。 

※５ 受取人カナ名称を入力してください。入力可能文字は半角英

数カナ、入力可能文字数は 30 文字です。 

※６ 振込指定区分を設定してください。 

※７ 手数料区分を設定してください。当方負担、または先方負担

のどちらかを設定します。 

 手数料計算機能  ≪P.117 参照≫ 

※８ 検索用カナ名称は、受取人カナ名称を入力すると法人略語等

の略語を除いた受取人カナ名称が自動的にセットされますが、

変更可能です。入力可能文字は半角英数カナ、入力可能文

字数は 30 文字です。 

<<任意入力項目>> 

※１ 受取人漢字名称を入力すると、受取人マスタ一覧（画面③）に

漢字名称が表示されるようになります。入力可能文字は全角

文字です。 

※２ 顧客コード１、顧客コード２は受取人を特定の順番に並べたい

場合、セットで重複しない番号を入力します。入力可能文字は

半角数字です。 

※３ グループ指定を設定すると、振込先の分類ができデータ作成

の際、受取人情報の抽出に便利です。 

 なお検索グループ指定は「ＡＮＤ条件」による検索方式となり

ます。 

例）検索グループ指定の１つ目と２つ目の２項目にチェックした

場合は、どちらのグループにも属する受取人マスタのみ抽

出されます。 

 検索グループ名称登録 ≪P.126 参照≫ 

b. 必須項目および任意項目の入力が完了しましたら 

         をクリックしてください。 

c. 続けてマスタを登録する場合は、そのまま入力し、終

了する場合は             をクリックしてください。 

⇒③へ 

d.         をクリックするとフィールド内の項目を消去

します。 

a. 

登録 

一覧表示 

クリア 

検索 

b.   c.    d. 
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【修正を行う場合】 

修正する際に「総合振込のみで利用している受取人情報」の場合と「資金移動振込先都度指定されている受

取人情報」の場合では、修正可能項目に違いがあります。 

 

⑤ 受取人情報の修正をします。 

<<総合振込のみで利用している受取人情報の場合>> 

a. 全項目修正可能です。 

<<必須入力項目>> 

※１ 金融機関コード、支店コードを入力してください。入力可能文字は

半角数字です。 

金融機関コード、支店コードが不明な場合でも           で金融

機関の検索を行うことができます。 

 金融機関・支店名称検索 ≪P.120 参照≫ 

※２ 金融機関カナ名称／漢字名称、支店名カナ名称／漢字名称は自

動的に入力されます。 

※３ 預金種目を設定してください。 

※４ 口座番号を入力してください。入力可能文字は半角数字です。 

※５ 受取人カナ名称を入力してください。入力可能文字は半角英数カ

ナ、入力可能文字数は 30 文字です。 

※６ 振込指定区分を設定してください。 

※７ 手数料区分を設定してください。当方負担、または先方負担のど

ちらかを設定します。 

 手数料計算機能  ≪P.117 参照≫ 

※８ 検索用カナ名称は、受取人カナ名称を入力すると法人略語等の

略語を除いた受取人カナ名称が自動的にセットされますが、変更

可能です。入力可能文字は半角英数カナ、入力可能文字数は 30

文字です。 

<<任意入力項目>> 

※１ 受取人漢字名称を入力すると、受取人マスタ一覧（画面③）に漢字

名称が表示されるようになります。入力可能文字は全角文字です。 

※２ 顧客コード１、顧客コード２は受取人を特定の順番に並べたい場合、

セットで重複しない番号を入力します。入力可能文字は半角数字で

す。 

※３ グループ指定を設定すると、振込先の分類ができデータ作成の際、

受取人情報の抽出に便利です。 

 なお検索グループ指定は「ＡＮＤ条件」による検索方式となりま

す。 

例）検索グループ指定の１つ目と２つ目の２項目にチェックした場

合は、どちらのグループにも属する受取人マスタのみ抽出さ

れます。 

 検索グループ名称登録 ≪P.126 参照≫ 

b. 必須項目および任意項目の修正が完了しましたら 

        をクリックしてください。 

c. 受取人情報の修正を中止する場合は           を

クリックしてください。 

⇒③へ 

d.         をクリックすると修正前の登録済情報を各フ

ィールドに表示します。 

登録 

一覧表示 

クリア 

検索 

a. 

b. 

<<総合振込のみ利用している受取人情報>> 

c. d. 
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<<資金移動振込先都度指定されている受取人情報>> 

⑥ 受取人情報の修正をします。 

<<資金移動振込先都度指定されている受取人情報の場合>> 

a. 「この受取人は資金移動取引のために登録された受取

人のため、入力欄のある項目のみ修正可能です。」の

言葉が表示され、修正可能項目が制限されます。 

修正可能項目は以下のとおり。 

<<必須入力項目>> 

※１ 振込指定区分を設定してください。 

※２ 手数料区分を設定してください。当方負担、および先方負担

のどちらかを設定します。 

 手数料計算機能  ≪P.117 参照≫ 

※３ 検索用カナ名称は、受取人カナ名称を入力すると法人略語等

の略語を除いた受取人カナ名称が自動的にセットされますが、

変更可能です。入力可能文字は半角英数カナ、入力可能文

字数は 30 文字です。 

<<任意入力項目>> 

※１ 顧客コード１、顧客コード２は受取人を特定の順番に並べたい

場合、セットで重複しない番号を入力します。入力可能文字は

半角数字です。 

※２ グループ指定を設定すると、振込先の分類ができデータ作成

の際、受取人情報の抽出に便利です。 

 なお検索グループ指定は「ＡＮＤ条件」による検索方式となり

ます。 

例）検索グループ指定の１つ目と２つ目の２項目にチェックした

場合は、どちらのグループにも属する受取人マスタのみ抽

出されます。 

 検索グループ名称登録 ≪P.126 参照≫ 

 

b. 必須項目および任意項目の修正が完了しましたら 

         をクリックしてください。 

c. 受取人情報の修正を中止する場合は           を

クリックしてください。 

d.         をクリックすると修正前の登録済情報を各フ

ィールドに表示します。 

登録 

一覧表示 

クリア 

b.   c.    d. 

a. 
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４．３． 振込データ作成（新規、修正および削除） 

 

① 振込データの作成を行います。 

a.               をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

② 振込データを作成します。 

《新しく振込データを作成する場合》 

a.                  をクリックしてください。 

⇒③へ 

《作成中、承認待、送信待の振込データを修正する場合》 

b. 修正する振込データを選択してください。 

c.                  をクリックしてください。 

⇒④へ 

《送信済の振込データを再利用する場合》 

d. 再利用する振込データを選択してください。 

e.                  をクリックしてください。 

⇒④へ 

《振込データを印刷する場合》 

f. 印刷する振込データを選択してください。 

g.                  をクリックしてください。 

 データ／マスタ印刷 ≪P.127 参照≫ 

《振込データをダウンロードする場合》 

h. ダウンロードする振込データを選択してください。 

i.                  をクリックしてください。 

 ファイル出力 ≪P.121 参照≫ 

j. 「データコメント／依頼人名」を選択すると、依頼人情

報、振込データの詳細を参照することができるととも

に、振込データの削除を行うことができます。 

 登録データ／マスタ削除 ≪P.128 参照≫ 

 

※ 振込データ保持件数は 15 件です。保持件数が 15 件

の場合は、新たに振込データを作成する際に、不要な

振込データを削除してから新規作成を行ってください。 

 

 

送信済データ利用 

修正 

新規 

ファイル出力 

印刷 

データ作成 

a.  c.    e.    g.  i. 

b. 

d. 

f. 

h. 

j. 

a. 
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【新規作成を行う場合】 

③ 振込データを新規に作成します。 

a. 依頼人情報を選択してください。 

b. 振込指定日を入力してください。 

※１ 入力可能文字は半角数字です。 

c. データコメントは任意項目です。必要に応じて入力し

てください。 

d. 振込明細の表示順を指定してください。 

※１ 表示順は、入力順、名称順、コード１順、コード２順、口座順が

あります。 

※２ 表示順を｢入力順｣と選択しますと、コード 1、コード 2、名称、

金融機関コード、店舗コード、科目コード、口座番号の順で

振込先を表示します。 

※３ 表示順は、印刷順としても反映されます。 

e. 対象マスタには、受取人マスタと従業員マスタがあり

ます。また、「オンライン都度／事前登録の受取人も

検索対象」にチェックすると、オンラインの資金移動の

際に登録された受取人も検索対象となります。 

f. 検索種別には、全検索、コード、検索用カナ名称、検

索グループがあります。 

g. 受取人マスタの検索種別を          と設定し

た場合、検索条件にチェックを入れてください。  

※１ 検索グループ指定の場合は、「ＡＮＤ条件」による検索方式と

なります。 

例） 検索グループ指定の１つ目と２つ目の２項目にチェックした場

合は、どちらのグループにも属する受取人／従業員のみ抽

出されます。 

h. 入力が完了したら         をクリックしてください。 

⇒⑤へ 

 

 

【修正、送信済データ再利用の場合】 

④ 振込データを修正および再利用します。 

a. 依頼人情報の選択はできません。 

b. 振込指定日を入力してください。 

※１ 入力可能文字は半角数字です。 

c. データコメントは任意項目です。必要に応じて入力し

てください。 

d. 振込明細の表示順を指定してください。 

※１ 表示順は、入力順、名称順、コード１順、コード２順、口座順が

あります。 

※２ 表示順を｢入力順｣と選択しますと、元となる振込データを作成

した時の振込明細作成順となります。 

e. 入力が完了したら         をクリックしてください。 

⇒⑤へ 

次へ 

b. 

c. 

a. 

d. 

e. 

次へ 

a. 

b. 

c. 

e.. 

d. 

f. 

h. 
g. 
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⑤ 支払金額を入力します。 

a. 支払金額を入力してください。 

b. 「電信」か「文書」を選べます。 

※１ 「文書」扱いが選択できるかどうかはお取引店にお尋ねくださ

い。 

c. 手数料先方負担の場合、手数料を差引いた振込金

額が自動計算されます。 

 手数料計算機能 ≪P.117 参照≫ 

d. EDI 情報は任意項目です。必要に応じて入力してくだ

さい。 

※１ 入力可能文字は半角英数カナ、20 文字です。 

e. 画面上のデータの並べ替え（表示および印刷上）を

行うことができます。 

※１ 表示順は、入力順、名称順、コード１順、コード２順、口座順が

あります。 

※２ 表示順を「入力順」と選択しますと、振込明細を作成した順と

なります。 

※３ 表示順は、印刷順としても反映されます。 

f. 振込明細の件数が 21 件以上の場合、件数が表示さ

まれます。 

または＜＜ ＞＞で前ページや次ページの 

振込明細を表示することができます。 

g. 個別に振込明細を作成したい場合は 

をクリックしてください。 

⇒⑦へ 

h. 受取人マスタから振込明細を追加作成したい場合 

をクリックしてください。 

※1                  をクリックすると受取人マスタまたは従業

員マスタを呼び出します。 

全検索、検索用カナ名称、コード、検索グループから選択し

ます。 

i.                 をクリックするとお手元のパソコン

のCSVファイルを読み込み、振込明細を作成します。 

 外部データ入力 ≪P.122 参照≫ 

j. 金額入力等が終了したら             をクリックし

てください。 

⇒⑥へ 

k. 「受取人名」を選択すると、受取人情報の詳細を参照

することができるとともに、受取人情報の削除を行う

ことができます。 

 登録データ／マスタ削除 ≪P.128 参照≫ 

 

※ 振込明細の作成の際、不要な振込情報がある場合は、

個別削除していただく方法と、金額を未入力（0 円）に

してデータ承認時に一括で削除する方法（⑥の c 参

照）があります。 

受取人マスタ呼出

受取人マスタ呼出 

外部データ入力 

作成完了  

個別入力 

a.         b.   c         d. e. 
f. 

g.    h.    i.   j. 

k. 

f. 
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⑥ 登録の確認をします。 

a. 振込総件数／振込総金額等を確認後、保存するデ

ータの状態（※1）を選択してください。 

※１ 作成中 ・・・ 作成途中で再度追加修正を行う場合 

承認待 ・・・ 作成が終了し承認者の承認を待つ場合 

b.          をクリックしてください。 

 

 

 

 

c. データの承認の際、振込金額が「0 円」の振込明細が

存在する場合、「承認待」を選択しますと左記のメッセ

ージが表示され         をクリックすると「0 円」の

振込明細が一括削除されます。 

 

 

 

【個別入力】 

⑦ 個別入力 

a. ⑤の画面より             をクリックすると、個別

入力の画面が表示されます。 

 データ個別入力 ≪P.125 参照≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別入力 

確認 

a. 
b. 

a. 

ＯＫ 

c. 
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４．４． 振込データ承認・送信 

① 振込データの承認・送信を行います。 

a.                      をクリックしてください。 

 

※ 振込データのデータ送信順は、振込データ作成画面で選択できる表

示順の「入力順」と同じ順で送信されます。 

 

 

 

② 承認・送信する振込データを選択します。 

a. 振込データを選択してください。 

b. 状態が「承認待」の振込データについて承認確認を

行う場合、        をクリックしてください。⇒③へ 

c. 状態が「送信待」の振込データについて送信を行う場

合、        をクリックしてください。⇒④へ 

d. 状態が「送信済」の振込データについて再送信を行う

場合、        をクリックしてください。⇒④へ 

※１ 状態が“作成中”のデータは一覧には表示されません。 

【振込データ承認】 

③ 振込データの承認を行います。 

a. 承認を行うデータの内容を確認し、利用者確認暗証

番号を入力してください。 

b.         をクリックしてください。 

※１ 状態が“承認待”から“送信待”に変わります。 

c.              をクリックすると承認を行わずに送信

データ選択画面に戻ります。⇒②へ 

 

 

【振込データ送信】 

④ 振込データの送信を行います。 

a. サイクル番号を入力することができます。未入力の場

合は自動採番します。 

b. 送信を行うデータの内容を確認し、利用者確認暗証

番号を入力してください。 

c.         をクリックしてください。送信処理が行われ

ます。 

※１        をクリックの後、セキュリティ警告画面が表示され

る場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

d.             をクリックすると送信を行わずに送信

データ選択画面に戻ります。 

⇒②へ 

※ 送信確認画面において「事前チェックエラー」が検出された場合 

 事前チェックエラー ≪P.130 参照≫ 

データ承認・送信 

実行 

了解 

承認 

送信 

再送信 

a. 

b.  c.                                      d. 

a. 
b. c. 

キャンセル 

a. 

c. 

b. 

d. キャンセル 

実行 

 

a. 
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⑤ パスワードを入力します。 

全銀パスワードまたはファイルアクセスキーが未設定の

場合は、パスワード入力画面が表示されます。 

※１ 第３章２．３ファイル伝送契約情報変更／参照≪P.50≫にて

全銀パスワードおよびファイルアクセスキーを設定している場

合は、この画面は表示されません「④のｃ“実行”」をクリック後、

⑥へ行きます。 

a. 全銀パスワードを入力してください。 

※１ 申込書記入の全銀パスワード（半角数字 6 桁）を入力してくだ

さい。 

b. ファイルアクセスキーを入力してください。 

※１ 申込書記入のファイルアクセスキー（半角数字 6 桁）を入力し

てください。 

c.          をクリックしてください。送信処理が行われ

ます。 

※１           をクリック後、セキュリティ警告画面が表示される

場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

d.            をクリックすると送信を行わずに送信デ

ータ選択画面に戻ります。⇒②へ 

 

⑥ 振込データを送信します。 

※ファイル伝送が正しく終了しない場合がありますので、

ファイル伝送中はブラウザの戻るボタンをクリックしないで

ください。 

 

 

 

⑦ 送信結果を確認します。 

a. ステータスが「正常送信」となっていることを確認して

ください。 

b.        をクリックすると、送信データ選択画面へ戻り

ます。⇒②へ 

※１        をクリックせずにファイル伝送各種サブメニューを

選択すると、業務中断メッセージ画面、もしくは再送信確認画

面が表示されます。 

 再送信確認 ≪P.131 参照≫ 

c. 印刷画面が自動的に表示されます。送信結果を印刷

する場合は        をクリックしてください。 

 

 

 

確認 

了解 

a. 
b. 

c.   d. 

キャンセル 

c

確認 

印刷 

了解 

※１ 

b. 

a. 



82 

４．５． 依頼人マスタ参照 

 

① 依頼人マスタを参照します。 

a.                     をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 依頼人マスタの一覧を表示します 

a. 参照する依頼人の依頼人カナ名称／漢字名称を選

択してください。 

 

 

 

 

 

 

③ 依頼人マスタの詳細が参照できます。 

a.         をクリックすると依頼人マスタ一覧画面に戻

ります。 

⇒②へ 

 

 

 

 

確認 

依頼人マスタ参照 

a. 

a. 

a. 
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給与・賞与振込の従業員マスタを登録します 

振込データを承認します 

振込データを送信します 

振込データを作成します 

 

５. 給与・賞与振込をするには 

５．１． 業務の流れ 

 

 

≪P.85≫ 

 

振込先を従業員マスタに登録します。 

 

 

 

≪P.89≫ 

 

振込指定日と抽出した従業員情報に対する振込金額を入力します。 

作成した振込データを印刷することもできます。 

 

 

 

≪P.93≫ 

 

作成した振込データを承認します。 

 

 

 

≪P.93≫ 

 

承認した振込データを送信します。 

 

 

事前処理 

日常処理 
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【給与・賞与振込メニュー画面説明】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①メインメニューより                    を選択します。 

 

②サブメニューより                    を選択します。  

 

③画面に給与・賞与振込の業務ボタンが表示されます。 

a. 「データ作成」  ・・・・・・・・・・・・ 給与・賞与振込データの作成を行います。 

<<５．３．振込データ作成(新規、修正および削除) P.89>> 

b. 「データ承認・送信」  ・・・・・・・ 給与・賞与データの承認および送信を行います。 

<<５．４．振込データ承認・送信 P.93>> 

c. 「通信結果報告書印刷」  ・・・・ 給与・賞与の通信報告書の印刷を行います。 

<<１１．１２．通信結果報告書印刷 P.129>> 

d. 「依頼人マスタ参照」  ・・・・・・・・ 登録されている依頼人情報の参照を行います。 

<<５．５．依頼人マスタ参照 P.95>> 

e. 「従業員マスタ登録」  ・・・・・・・ 従業員マスタの登録を行います。 

<<５．２．従業員マスタ登録(新規、修正および削除) P.85>> 

f. 「検索グループ名称登録」  ・・・ 検索グループ名称の登録を行います。 

<<１１．９．検索グループ名称登録 P.126>> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

③ 

・・・・・・・・・・a
・・・・・・・・b
・・・・・・・・c

・・・・・・・d
・・・・・・・e 

・・・・・f

① 

ファイル伝送 

給与・賞与振込 

 ファイル伝送メニューを使用するときに電子証明書選択画面が表示されることがありま

す。ログオン時にお使いの電子証明書を選択し、「了解」ボタンをクリックしてください。 

   「電子証明書選択画面」           

                             

a. ログオン時の電子証明書を選択してく 

ださい。 

                            b.         をクリックしてください。 

 

ご注意ください 

了解

a. 
 
    

b. 
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５．２． 従業員マスタ登録（新規、修正および削除） 

 

① 従業員マスタを登録します。 

a.                     をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 従業員マスタを検索します。 

a. 検索種別を選択してください。 

※１ 検索種別（             ）には、全検索、コード、検索

用カナ名称、検索グループがあります。 

b. 従業員マスタの表示順を指定してください。 

※１ 表示順は、コード１順、コード２順、名称順、口座順がありま

す。 

※２ 表示順は、印刷順としても反映されます。 

c.                 をクリックしてください。 

⇒③へ 

 

※ 従業員マスタを初めて登録する場合は            をクリックせず

に             をクリックしてください。 

⇒④へ 

 

従業員マスタ登録 

検索 

a. 

検索 

新規 

a. 

b. 

c. 
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③ 従業員マスタ一覧を表示します。 

《新規登録を行う場合》 

a.                   をクリックしてください。 

⇒④へ 

《修正を行う場合》 

b. 修正する従業員マスタを選択してください。 

c.                   をクリックしてください。 

⇒⑤へ 

《削除を行う場合》 

d. 削除する従業員マスタを選択してください。 

※１ 削除を行う場合、受取人マスタを複数選択することができま

す。 

            をクリックしますと、表示されている従業員マス

タ全てにチェックが付きます。 

※２ ページをまたいで選択削除することはできません。 

e.                   をクリックしてください。 

 登録データ／マスタ削除 ≪P.128 参照≫ 

《マスタを印刷する場合》 

f.                   をクリックしてください。 

 データ／マスタ印刷 ≪P.127 参照≫ 

《マスタをファイルから取込む場合》 

g.                   をクリックしてください。 

 外部ファイル入力 ≪P.121 参照≫ 

《マスタをファイルで出力する場合》 

h.                   をクリックしてください。 

 ファイル出力 ≪P.121 参照≫ 

i. マスタの件数が 21 件以上の場合、件数が表示されま

す。       または＜＜ ＞＞で前ページや次ペー

ジのマスタを参照することができます。 

j. 「従業員カナ名称／漢字名称」を選択すると、従業員

マスタの詳細を参照したり、削除することができます。 

 登録データ／マスタ削除 ≪P.128 参照≫ 

新規 

修正 

印刷 

外部ファイル入力 

ファイル出力 

a.  c.  e.  f.    g.     h. 

b. 

i. j. 

d. 

全選択 

削除 
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【新規登録を行う場合】 

④ 従業員情報の入力をします。 

a. 従業員情報を入力してください。 

<<必須入力項目>> 

※１ 金融機関コード、支店コードを入力してください。入力可能文

字は半角数字です。 

金融機関コード、支店コードが不明な場合でも           で

金融機関の検索を行うことができます。 

 金融機関・支店名称検索 ≪P.120 参照≫ 

※２ 金融機関カナ名称／漢字名称、支店名カナ名称／漢字名称

は自動的に入力されます。 

※３ 預金種目を設定してください。 

※４ 口座番号を入力してください。入力可能文字は半角数字で

す。 

※５ 従業員カナ名称を入力してください。入力可能文字は半角英

数カナ、入力可能文字数は 30 文字です。 

※６ 検索用カナ名称は、従業員カナ名称が自動的にセットされま

すが、変更可能です。入力可能文字は半角英数カナ、入力可

能文字数は 30 文字です。 

<<任意入力項目>> 

※１ 従業員漢字名称を入力すると、従業員マスタ一覧（画面③）に

漢字名称が表示されるようになります。入力可能文字は全角

文字です。 

※２ 従業員コード１、従業員コード２は従業員を特定の順番に並

べたい場合、セットで重複しない番号を入力します。入力可能

文字は半角数字です。 

※３ グループ指定を設定すると、振込先の分類ができデータ作成

の際、従業員情報の抽出に便利です。 

 なお検索グループ指定は「ＡＮＤ条件」による検索方式となり

ます。 

例）検索グループ指定の１つ目と２つ目の２項目にチェックした

場合は、どちらのグループにも属する従業員マスタのみ抽

出されます。 

 検索グループ名称登録 ≪P.126 参照≫ 

b. 必須項目および任意項目の入力が完了しましたら 

         をクリックしてください。 

c. 続けてマスタを登録する場合は、そのまま入力し、終

了する場合は、            をクリックしてください。 

d.          をクリックするとフィールド内の項目を消去

します。 

 

a. 

登録 

一覧表示 
クリア 

検索 

b.   c.    d. 
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【修正を行う場合】 

⑤ 従業員情報の修正をします。 

a. 従業員情報を修正してください。 

<<必須入力項目>> 

※１ 金融機関コード、支店コードを入力してください。入力可能文

字は半角数字です。 

金融機関コード、支店コードが不明な場合でも           で

金融機関の検索を行うことができます。 

 金融機関・支店名称検索 ≪P.120 参照≫ 

※２ 金融機関カナ名称／漢字名称、支店名カナ名称／漢字名称

は自動的に入力されます。 

※３ 預金種目を設定してください。 

※４ 口座番号を入力してください。入力可能文字は半角数字で

す。 

※５ 従業員カナ名称を入力してください。入力可能文字は半角英

数カナ、入力可能文字数は 30 文字です。 

※６ 検索用カナ名称は、従業員カナ名称が自動的にセットされま

すが、変更可能です。入力可能文字は半角英数カナ、入力可

能文字数は 30 文字です。 

<<任意入力項目>> 

※１ 従業員漢字名称を入力すると、従業員マスタ一覧（画面③）に

漢字名称が表示されるようになります。入力可能文字は全角

文字です。 

※２ 従業員コード１、従業員コード２は従業員を特定の順番に並

べたい場合、セットで重複しない番号を入力します。入力可能

文字は半角数字です。 

※３ グループ指定を設定すると、振込先の分類ができデータ作成

の際、従業員情報の抽出に便利です。 

 なお検索グループ指定は「ＡＮＤ条件」による検索方式となり

ます。 

例）検索グループ指定の１つ目と２つ目の２項目にチェックした

場合は、どちらのグループにも属する従業員マスタのみ抽

出されます。 

 検索グループ名称登録 ≪P.126 参照≫ 

b. 必須項目および任意項目の入力が完了しましたら 

        をクリックしてください。 

c. 従業員情報の修正を中止する場合は           を

クリックしてください。 

d.          をクリックすると修正前の登録済情報を各

フィールドに表示します。 

 

登録 

一覧表示 

クリア 

検索 

a. 

b.   c.    d. 
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５．３． 振込データ作成（新規、修正および削除） 

 

① 振込データの作成を行います。 

a.               をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 振込データを作成します。 

《新しく振込データを作成する場合》 

a.                 をクリックしてください。 

⇒③へ 

《作成中、承認待、送信待の振込データを修正する場合》 

b. 修正する振込データを選択してください。 

c.                 をクリックしてください。 

⇒④へ 

《送信済の振込データを再利用する場合》 

d. 再利用する振込データを選択してください。 

e.                  をクリックしてください。 

⇒④へ 

《振込データを印刷する場合》 

f. 印刷する振込データを選択してください。 

g.                  をクリックしてください。 

 データ／マスタ印刷 ≪P.127 参照≫ 

《振込データをダウンロードする場合》 

h. ダウンロードする振込データを選択してください。 

i.                  をクリックしてください。 

 ファイル出力 ≪P.121 参照≫ 

j. ｢データコメント／依頼人名｣を選択すると、依頼人情

報、振込データの詳細を参照することができるととも

に、振込データの削除を行うことが できます。 

 登録データ／マスタ削除 ≪P.128 参照≫ 

 

※ 振込データ保持件数は 15 件です。保持件数が 15 件

の場合は、新たに振込データを作成する際に、不要な

振込データを削除してから新規作成を行ってください。 

 

 

 

送信済データ利用 

修正 

新規 

ファイル出力 

印刷 

データ作成 

a.  c.     e.   g.   i. 

b. 

d. 

f. 

h. 

j. 

a. 
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【新規作成を行う場合】 

③ 振込データを新規に作成します。 

a. 依頼人情報を選択してください。 

b. 振込指定日を入力してください。 

※１ 入力可能文字は半角数字です。 

c. データの種類「給与振込データ／賞与振込データ」を

選択してください。 

d. データコメントは任意項目です。必要に応じて入力し

てください。 

e. 振込明細の表示順を指定してください。 

※１ 表示順は、入力順、名称順、コード１順、コード２順、口座順が

あります。 

※２ 表示順を｢入力順｣と選択しますと、コード１、コード２、名称、

金融機関コード、店舗コード、科目コード、口座番号の順で振

込先を表示します。 

※３ 表示順は、印刷順としても反映されます。 

f. 検索種別には、全検索、コード、検索用カナ名称、検

索グループがあります。 

g. 従業員マスタの検索種別を          と設定し

た場合、検索条件にチェックを入れてください。 

※１ 検索グループ指定の場合は、「ＡＮＤ条件」による検索方式と

なります。 

例） 検索グループ指定の１つ目と２つ目の２項目にチェックした場

合は、どちらのグループにも属する従業員のみ抽出されま

す。 

h. 入力が完了したら         をクリックしてください。 

⇒⑤へ 

 

 

【修正、送信済データ再利用の場合】 

④ 振込データを修正および再利用します。 

a. 依頼人情報の選択はできません。 

b. 振込指定日を入力してください。 

※1 入力可能文字は半角数字です。 

c. データの種類を選んでください。 

d. データコメントは任意項目です。必要に応じて入力し

てください。 

e. 振込明細の表示順を指定してください。 

※１ 表示順は、入力順、名称順、コード１順、コード２順、口座順が

あります。 

※２ 表示順を｢入力順｣と選択しますと、元となる振込データを作成

した時の振込明細作成順となります。 

f. 入力が完了したら        をクリックしてください。 

⇒⑤へ 

 

次へ 

次へ 

d. 

a. 

b. 

c. 

g. 

f. 

h. 

e. 

c. 

b. 

a. 

d. 

e. 
f. 
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⑤ 振込金額を入力します。 

a. 振込金額を入力してください。 

b. 画面上のデータの並べ替え（表示および印刷上）を

行うことができます。 

※１ 表示順は、入力順、名称順、コード１順、コード２順、口座順が

あります。 

※２ 表示順を｢入力順｣と選択しますと、振込明細を作成した順と

なります。 

※３ 表示順は、印刷順としても反映されます。 

c. 振込明細の件数が 21 件以上の場合、件数が表示さ

れます。 

     または＜＜ ＞＞で前ページや次ページの

振込明細を表示することができます。 

d. 個別に振込明細を作成したい場合は 

をクリックしてください。 

⇒⑦へ 

e. 従業員マスタから振込明細を追加作成したい場合 

をクリックしてください。 

※１                    をクリックすると従業員マスタを呼び出

します。 

全検索、検索用カナ名称、コード、検索グループから選択しま

す。 

f.                     をクリックするとお手元のパ

ソコンのＣＳＶファイルを読み込み、振込明細を作成し

ます。 

 外部データ入力 ≪P.122 参照≫ 

g. 金額入力等が終了したら             をクリックし

てください。 

⇒⑥へ 

h. 「従業員名」を選択すると、従業員情報の詳細を参照

することができるとともに、従業員情報の削除を行う

ことができます。 

 登録データ／マスタ削除 ≪P.128 参照≫ 

 

※ 振込明細の作成の際、不要な振込情報がある場合は、

個別削除していただく方法と、金額を未入力（0 円）に

してデータ承認時に一括で削除する方法（⑥の c 参

照）があります。 

作成完了 

従業員マスタ呼出 

個別入力 

従業員マスタ呼出

外部データ入力 

a. 
b. 
c. 

d.    e.      f.     g. 

h. 

c. 
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⑥ 登録の確認をします。 

a. 振込総件数／振込総金額／振込指定日を確認後、

保存するデータの状態（※１）を選択してください。 

※１ 作成中 ・・・ 作成途中で再度追加修正を行う場合 

承認待 ・・・ 作成が終了し承認者の承認を待つ場合 

b.          をクリックしてください。 

 

 

c. データの承認の際、振込金額が「0 円」の振込明細が

存在する場合、「承認待」を選択しますと左記のメッセ

ージが表示され、        をクリックすると「0 円」の

振込明細が一括削除されます。 

 

 

 

【個別入力】 

⑦ 個別入力 

a. ⑤の画面より            をクリックすると、個別入

力の画面が表示されます。 

 データ個別入力 ≪P.125 参照≫ 

 

 

 

 

 

 

 

個別入力 

確認 

a. 

b. 

a. 

ＯＫ 

c. 
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５．４． 振込データ承認・送信 

 
① 振込データの承認・送信を行います。 

a.                     をクリックしてください。 

 

※ 振込データのデータ送信順は、振込データ作成画面で選択できる表

示順の「入力順」と同じ順で送信されます。 

 

 

 

② 承認・送信する振込データを選択します。 

a. 振込データを選択してください。 

b. 状態が「承認待」の振込データについて承認確認を

行う場合、        をクリックしてください。⇒③へ 

c. 状態が「送信待」の振込データについて送信を行う場

合、        をクリックしてください。⇒④へ 

d. 状態が「送信済」の振込データについて再送信を行う

場合、        をクリックしてください。⇒④へ 

※１ 状態が“作成中”のデータは一覧には表示されません。 

【振込データ承認】 

③ 振込データの承認を行います。 

a. 承認を行うデータの内容を確認し、利用者確認暗証

番号を入力してください。 

b.          をクリックしてください。 

※１ 状態が“承認待”から“送信待”に変わります。 

c.              をクリックすると承認を行わずに送信

データ選択画面に戻ります⇒②へ 

 

 

【振込データ送信】 

④ 振込データの送信を行います。 

a. サイクル番号を入力することができます。未入力の場

合は自動採番します。 

b. 送信を行うデータの内容を確認し、利用者確認暗証

番号を入力してください。 

c.         をクリックしてください。送信処理が行われ

ます。 

※１        をクリックの後、セキュリティ警告画面が表示され

る場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

d.              をクリックすると送信を行わずに送信

データ選択画面に戻ります。 

⇒②へ 

※ 送信確認画面において「事前チェックエラー」が検出された場合 

 事前チェックエラー ≪P.130 参照≫ 

データ承認・送信 

実行 

了解 

キャンセル 

承認 

送信 

再送信 

a. 

b.   c.                                      d.

a. 
b. c. 

a. 

b. 
c. d. 

実行 

キャンセル 

a. 
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⑤ パスワードを入力します。 

全銀パスワードまたはファイルアクセスキーが未設定の

場合は、パスワード入力画面が表示されます。 

※１ 第３章２．３ファイル伝送契約情報変更／参照≪P.50≫にて

全銀パスワードおよびファイルアクセスキーを設定している場

合は、この画面は表示されません。「④の c“実行“」をクリック

後、⑥へ行きます。 

a. 全銀パスワードを入力してください。 

※１ 申込書記入の全銀パスワード（半角数字 6 桁）を入力してくだ

さい。 

b. ファイルアクセスキーを入力してください。 

※１ 申込書記入のファイルアクセスキー（半角数字 6 桁）を入力し

てください。 

c.        をクリックしてください。送信処理が行われま

す。 

※１           をクリック後、セキュリティ警告画面が表示される

場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

d.              をクリックすると送信を行わずに送信

データ選択画面に戻ります。⇒②へ 

 

⑥ 振込データを送信します。 

※ファイル伝送が正しく終了しない場合がありますので、

ファイル伝送中はブラウザの戻るボタンをクリックしないで

ください。 

 

 

 

 

⑦ 送信結果を確認します。 

a. ステータスが「正常送信」となっていることを確認して

ください。 

b.         をクリックすると、送信データ選択画面へ戻

ります。⇒②へ 

※１          をクリックせずにファイル伝送各種サブメニュー

を選択すると、業務中断メッセージ画面、もしくは再送信確認

画面が表示されます。 

 再送信確認 ≪P.131 参照≫ 

c. 印刷画面が自動的に表示されます。送信結果を印刷

する場合は        をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

確認 

了解 

a. 
b. 

c.   d. 

キャンセル 

c. 

確認 

了解 

印刷 

a. 

b. 

※１ 
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５．５． 依頼人マスタ参照 

 

① 依頼人マスタを参照します。 

a.                     をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

② 依頼人マスタの一覧を表示します 

a. 参照する依頼人の依頼人カナ名／漢字名称を選択

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 依頼人マスタの詳細が参照できます。 

a.         をクリックすると依頼人マスタ一覧画面に戻

ります。 

⇒②へ 

 

 

 

 

 

 

確認 

依頼人マスタ参照 

a. 

a. 

a. 
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預金口座振替の支払人マスタを登録します 

預金口座振替データを承認します 

預金口座振替データを送信します 

預金口座振替データを作成します 

預金口座振替結果データを受信／参照・印刷します 
≪P.110／P.112≫

６. 預金口座振替をするには 

６．１． 業務の流れ 

 

 

≪P.98≫ 

 

支払元を支払人マスタに登録します。 

 

 

 

≪P.103≫ 

 

引落指定日と抽出した支払人情報に対する引落金額を入力します。 

作成した振替データを印刷することもできます。 

 

 

 

≪P.107≫ 

 

作成した振替データを承認します。 

 

 

 

≪P.107≫ 

 

承認した振替データを送信します。 

 

 

 

 

 

 

預金口座振替結果データの受信／参照を行います。 

また、振替不能を抽出し、振替データを再作成することができます。 

事前処理 

日常処理 

振
替
デ
ー
タ
再
作
成 



97 

【預金口座振替メニュー画面説明】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①メインメニューより                    を選択します。 

②サブメニューより                    を選択します。  

③画面に預金口座振替の業務ボタンが表示されます。 

a. 「データ作成」  ・・・・・・・・・・・・ 預金口座振替データの作成を行います。 

<<７．３．振替データ作成(新規、修正および削除) P.103>> 

b. 「データ承認・送信」  ・・・・・・・ 預金口座振替データの承認および送信を行います。 

<<７．４．振替データ承認・送信 P.107>> 

c. 「通信結果報告書印刷」  ・・・  預金口座振替の通信報告書の印刷を行います。 

<<１１．１２．通信結果報告書印刷 P.129>> 

d. 「データ受信」     ・・・・・・・・・ 預金口座振替結果データの受信を行います。 

<<７．６．振替結果データ受信 P.110>> 

e. 「データ参照・印刷」  ・・・・・・・・ 受信した預金口座振替結果を参照・印刷を行います。 

<<７．７．受信データ参照・印刷 P.112>> 

f. 「委託者マスタ参照」  ・・・・・・・・ 登録されている委託者情報の参照を行います。 

<<７．５．委託者マスタ参照 P.109>> 

g. 「支払人マスタ登録」  ・・・・・・・ 支払人マスタの登録を行います。 

<<７．２．支払人マスタ登録(新規、修正および削除) P.98>> 

h. 「検索グループ名称登録」  ・・・ 検索グループ名称の登録を行います。 

<<１１．９．検索グループ名称登録 P.126>> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル伝送 

預金口座振替 

① 

② 

③ 

・・・・・・・・・・・・a 

・・・・・・・・b 

・・・・・・・・c 

・・・・・・・・・・・・d 

・・・e 

・・・・・・・f 

・・・・・・・g 

・・・h

 ファイル伝送メニューを使用するときに電子証明書選択画面が表示されることがありま

す。ログオン時にお使いの電子証明書を選択し、「了解」ボタンをクリックしてください。 

   「電子証明書選択画面」           

                             

a. ログオン時の電子証明書を選択してく 

ださい。 

                            b.         をクリックしてください。 

 

ご注意ください 

了解

a. 
 
    

b. 
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６．２． 支払人マスタ登録（新規、修正および削除） 

 

① 支払人マスタを登録します。 

a.                    をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 支払人マスタを検索します。 

a. 検索種別を選択してください。 

※１ 検索種別（                ）には、全検索、コード、検索用カ

ナ名称、検索グループがあります。 

b. 支払人マスタの表示順を指定してください。 

※１ 表示順は、コード１順、コード２順、名称順、口座順があります。 

※２ 表示順は、印刷順としても反映されます。 

c.                   をクリックしてください。 

⇒③へ 

 

※ 支払人マスタを初めて登録する場合は            をクリックせず

に             をクリックしてください。 

⇒④へ 

支払人マスタ登録 

検索 

 

a. 

検索 

新規 

a. 

b. 
c. 
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③ 支払人マスタ一覧を表示します。 

《新規登録を行う場合》 

a.                    をクリックしてください。 

⇒④へ 

《修正を行う場合》 

b. 修正する支払人マスタを選択してください。 

c.                    をクリックしてください。 

⇒⑤へ 

《削除を行う場合》 

d. 削除する支払人マスタを選択してください。 

※１ 削除を行う場合、支払人マスタを複数選択することができま

す。 

            をクリックしますと、表示されている従業員マス

タ全てにチェックが付きます。 

※２ ページをまたいで選択削除することはできません。 

e.                    をクリックしてください。 

 登録データ／マスタ削除 ≪P.128 参照≫ 

《マスタを印刷する場合》 

f.                    をクリックしてください。 

 データ／マスタ印刷 ≪P.127 参照≫ 

《マスタをファイルから取込む場合》 

g.                    をクリックしてください。 

 外部ファイル入力 ≪P.121 参照≫ 

《マスタをファイルで出力する場合》 

h.                    をクリックしてください。 

 ファイル出力 ≪P.121 参照≫ 

i. マスタの件数が 21 件以上の場合、件数が表示されま

す。 

         または＜＜ ＞＞で前ページや次ページの

マスタを参照することができます。 

j. 「支払人カナ名称／漢字名称」を選択すると、支払人

マスタの詳細を参照したり、削除することができます。 

 登録データ／マスタ削除 ≪P.128 参照≫ 

 

 

新規 

修正 

印刷 

外部ファイル入力 

ファイル出力 

b. 

d. 

a.  c.  e.  f.   g.     h. 

i. j. 

全選択 

削除 
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【新規登録を行う場合】 

④ 支払人情報の新規入力をします。 

a. 支払人情報を入力してください。 

<<必須入力項目>> 

※１ 金融機関コード、支店コードを入力してください。入力可能文

字は半角数字です。 

金融機関コード、支店コードが不明な場合でも           で

金融機関の検索を行うことができます。 

 金融機関・支店名称検索   ≪P.120 参照≫ 

※２ 金融機関カナ名称／漢字名称、支店名カナ名称／漢字名称

は自動的に入力されます。 

※３ 預金種目を設定してください。 

※４ 口座番号を入力してください。入力可能文字は半角数字で

す。 

※５ 支払人カナ名称を入力してください。入力可能文字は半角英

数カナ、入力可能文字数は 30 文字です。 

※６ 検索用カナ名称は、支払人カナ名称が自動的にセットされま

すが、変更可能です。入力可能文字は半角英数カナ、入力可

能文字数は 30 文字です。 

<<任意入力項目>> 

※１ 支払人漢字名称を入力すると、支払人マスタ一覧（画面③）に

漢字名称が表示されるようになります。入力可能文字は全角

文字です。 

※２ 支払人コード１、支払人コード２は支払人を特定の順番に並

べたい場合、セットで重複しない番号を入力します。入力可能

文字は半角数字です。 

※３ グループ指定を設定すると、請求先の分類ができデータ作成

の際、支払人情報の抽出に便利です。 

 なお検索グループ指定は「ＡＮＤ条件」による検索方式となり

ます。 

例）検索グループ指定の１つ目と２つ目の２項目にチェックした

場合は、どちらのグループにも属する支払人マスタのみ抽

出されます。 

 検索グループ名称登録 ≪P.126 参照≫ 

b. 必須項目および任意項目の入力が完了しましたら 

        をクリックしてください。 

c. 続けてマスタを登録する場合は、そのまま入力し、終

了する場合は             をクリックしてください。 

d.          をクリックするとフィールド内の項目を消去

します。 

 

※ 集金代行業務を行う場合で、支払人の口座に郵便局

を設定する場合 

⇒ 設定例）⑥へ 

登録 

一覧表示 
クリア 

検索 

b.   c.    d.  

a. 
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【修正を行う場合】 

⑤ 支払人情報の修正をします。 

a. 支払人情報を入力してください。 

<<必須入力項目>> 

※１ 金融機関コード、支店コードを入力してください。入力可能文

字は半角数字です。 

金融機関コード、支店コードが不明な場合でも           で

金融機関の検索を行うことができます。 

 金融機関・支店名称検索   ≪P.120 参照≫ 

※２ 金融機関カナ名称／漢字名称、支店名カナ名称／漢字名称

は自動的に入力されます。 

※３ 預金種目を設定してください。 

※４ 口座番号を入力してください。入力可能文字は半角数字で

す。 

※５ 支払人カナ名称を入力してください。入力可能文字は半角英

数カナ、入力可能文字数は 30 文字です。 

※６ 検索用カナ名称は、支払人カナ名称が自動的にセットされま

すが、変更可能です。入力可能文字は半角英数カナ、入力可

能文字数は 30 文字です。 

<<任意入力項目>> 

※１ 支払人漢字名称を入力すると、支払人マスタ一覧（画面③）に

漢字名称が表示されるようになります。入力可能文字は全角

文字です。 

※２ 支払人コード１、支払人コード２は支払人を特定の順番に並

べたい場合、セットで重複しない番号を入力します。入力可能

文字は半角数字です。 

※３ グループ指定を設定すると、請求先の分類ができデータ作成

の際、支払人情報の抽出に便利です。 

 なお検索グループ指定は「ＡＮＤ条件」による検索方式となり

ます。 

例）検索グループ指定の１つ目と２つ目の２項目にチェックした

場合は、どちらのグループにも属する支払人マスタのみ抽

出されます。 

 検索グループ名称登録 ≪P.126 参照≫ 

b. 必須項目および任意項目の入力が完了しましたら 

        をクリックしてください。 

c. 支払人情報の修正を中止する場合は           を

クリックしてください。 

d.          をクリックすると修正前の登録済情報を各

フィールドに表示します。 

 

 

登録 
一覧表示 

クリア 

検索 

b.   c.    d.  

a. 
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【支払人の口座に郵便局を設定する場合】 

設定例） 

⑥ 支払人の口座に郵便局を設定する場合 

a. 金融機関コード 

※１ 「9900（郵便局）」を設定します。 

b. 支店コード 

※１ 支店コードに入力する 3 桁の数字は、5 桁の通帳記号の最

初の数字と最後の数字を除いた数字です。左記カードの場

合、”234”がその数字となり支店コード欄に入力します。 

c. 預金種目 

※１ 「普通」を設定します。 

d. 口座番号 

※１ 郵便貯金の(通帳)番号は通常 5 桁、7 桁、8 桁の 3 種類があ

ります（左記カードの場合は 8 桁）。それぞれの桁数の場合、

口座番号欄に入力する 7 桁の数字は以下のルールの通りと

なります。 

<<5 桁の場合>> 

例） （通帳）番号が「12345」の場合 

「12345 ⇒ 0001234」 

（最後の数字 5 を除き先頭部分に 0 を追加し総桁数が 7 桁に

なるようにする。） 

<<7 桁の場合>> 

例） （通帳）番号が「1234567」の場合 

「1234567 ⇒ 0123456」 

（最後の数字 7 を除き先頭部分に 0 を追加し総桁数が 7 桁に

なるようにする。） 

<<8 桁の場合>> 

例） （通帳）番号が「12345678」の場合 

「12345678 ⇒ 1234567」 

（最後の数字 8 を除き総桁数が 7 桁になるようにする。） 

 

※ その他の入力項目は【新規の場合】（画面④）の入力

事項を読み、必要な支払人情報項目の入力を行って

ください。 

a. b. 

c. d. 

お手持ちのキャッシュカード 
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６．３． 振替データ作成（新規、修正および削除） 

 

① 振替データの作成を行います。 

a.               をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 振替データを作成します。 

《新しく振替データを作成する場合》 

a.                  をクリックしてください。 

⇒③へ 

《作成中、承認待、送信待の振替データを修正する場合》 

b. 振替データを選択してください。 

c.                  をクリックしてください。 

⇒④へ 

《送信済の振替データを再利用する場合》 

d. 振替データを選択してください。 

e.                  をクリックしてください。 

⇒④へ 

《振替データを印刷する場合》 

f. 印刷する振替データを選択してください。 

g.                  をクリックしてください。 

 データ／マスタ印刷 ≪P.127 参照≫ 

《振替データをダウンロードする場合》 

h. ダウンロードする振替データを選択してください。 

i.                  をクリックしてください。 

ファイル出力 ≪P.121 参照≫ 

j. 「データコメント／委託者名」を選択すると、委託者情

報、振替データの詳細を参照することができるととも

に、データの削除を行うことができます。 

 登録データ／マスタ削除    ≪P.128 参照≫ 

 

※ 振替データ保持件数は 15 件です。保持件数が 15 件

の場合は、新たに振替データを作成する際に、不要な

振替データを削除してから新規作成を行ってください。 

送信済データ利用 

修正 

新規 

印刷 

データ作成 

ファイル出力 

a.  c.   e.    g.   i. 

b. 

d. 

f. 

h. 

j. 

a. 
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【新規作成を行う場合】 

③ 振替データを新規に作成します。 

a. 委託者情報を選択してください。 

b. 引落指定日を入力してください。 

※１ 入力可能文字は半角数字です。 

c. データコメントは任意項目です。必要に応じて入力し

てください。 

d. 振替明細の表示順を指定してください。 

※１ 表示順は、入力順、名称順、コード１順、コード２順、口座順が

あります。 

※２ 表示順を｢入力順｣と選択しますと、コード１、コード２、名称、

金融機関コード、店舗コード、科目コード、口座番号の順で振

込先を表示します。 

※３ 表示順は、印刷順としても反映されます。 

e. 検索種別には、全検索、コード、検索用カナ名称、検

索グループがあります。 

f. 支払人マスタの検索種別を             と設定し

た場合、検索条件にチェックを入れてください。 

※１ 検索グループ指定の場合は、「ＡＮＤ条件」による検索方式と

なります。 

例） 検索グループ指定の１つ目と２つ目の２項目にチェックした場

合は、どちらの検索グループにも属する支払人のみ抽出され

ます。 

g. 入力が完了したら        をクリックしてください。 

⇒⑤ヘ 

 

【修正、送信済データ再利用の場合】預金口座振替 

④ 振替データを修正および再利用します。 

a. 委託者情報の選択はできません。 

b. 引落指定日を入力してください。 

※１ 入力可能文字は半角数字です。 

c. データコメントは任意項目です。必要に応じて入力し

てください。 

d. 振替明細の表示順を指定してください。 

※１ 表示順は、入力順、名称順、コード１順、コード２順、口座順が

あります。 

※２ 表示順を「入力順」と選択しますと、元となる振替データを作

成した時の振替明細作成順となります。 

e. 入力が完了したら         をクリックしてください。 

⇒⑤へ 

 

 

 

次へ 

次へ 

a. 

b. 
c. 

d. 

e. 

f. 
g. 

a. 

b. 

c. 
d. 

e. 
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⑤ 引落金額を入力します。 

a. 引落金額を入力してください。 

b. 画面上のデータの並べ替え（表示および印刷上）を

行うことができます。 

※１ 表示順は、入力順、名称順、コード１順、コード２順、口座順が

あります。 

※２ 表示順を「入力順」と選択しますと、振替明細を作成した順と

なります。 

※３ 表示順は、印刷順としても反映されます。 

c. 振替明細の件数が 21 件以上の場合、件数が表示さ

れます。 

         または＜＜ ＞＞で前ページや次ページの

振替明細を表示することができます。 

d. 個別に振替明細を作成したい場合は           を

クリックしてください。 

⇒⑦へ 

e. 支払人マスタから振替明細を追加作成したい場合 

                   をクリックしてください。 

※１                          をクリックすると支払人マスタを

呼び出します。 

全検索、検索用カナ名称、コード、検索グループから選択しま

す。 

f.                   をクリックするとお手元のパソコ

ンのＣＳＶファイルを読み込み、振替明細を作成しま

す。 

 外部データ入力 ≪P.122 参照≫ 

g. 金額入力等が終了したら            をクリックして

ください。 

⇒⑥へ 

h. 「支払人名」を選択すると、支払人情報の詳細を参照

することができるとともに、支払人情報の削除を行う

ことができます。 

 登録データ／マスタ削除 ≪P.128 参照≫ 

 

※ 振替明細作成の際、不要な支払人情報がある場合は、

個別に削除していただく方法と、金額を未入力（0 円）

にしてデータ承認時に一括で削除する方法（⑥の c 参

照）があります。 

支払人マスタ呼出 

個別入力 

作成完了 

外部データ入力 

支払人マスタ呼出 

a. b. 
c. 

d.    e.     f.     g. 

h. 

c. 
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⑥ 登録の確認をします。 

a. 請求合計件数／請求合計金額／引落指定日を確認

後、保存するデータの状態（※1）を選択してください。 

※１ 作成中 ・・・ 作成途中で再度追加修正を行う場合 

承認待 ・・・ 作成が終了し承認者の承認を待つ場合 

b.         をクリックしてください。 

 

c. データの承認の際、引落金額が「0 円」の振替明細が

存在する場合、「承認待」を選択しますと左記のメッセ

ージが表示され         をクリックすると「0 円」の

振替明細が一括削除されます。 

 

 

 

 

【個別入力】 

⑦ 個別入力 

a. ⑤の画面より            をクリックすると、個別入

力の画面が表示されます。 

 データ個別入力 ≪P.125 参照≫ 

 

 

 

 

 

 

 

個別入力 

確認 

a. 
b. 

c. 
ＯＫ 
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６．４． 振替データ承認・送信 

① 振替データの承認・送信を行います。 

a.                     をクリックしてください。 

 

※ 振替データのデータ送信順は、振替データ作成画面で選択できる表

示順の「入力順」と同じ順で送信されます。 

 

 

 

 

② 承認・送信する振替データを選択します。 

a. 振替データを選択してください。 

b. 状態が「承認待」の振替データについて承認確認を

行う場合         をクリックしてください。⇒③へ 

c. 状態が「送信待」の振替データについて送信を行う場

合         をクリックしてください。⇒④へ 

d. 状態が「送信済」の振替データについて再送信を行う

場合          をクリックしてください。⇒④へ 

※１ 状態が“作成中”のデータは一覧には表示されません。 

【振替データ承認】 

③ 振替データの承認を行います。 

a. 承認を行うデータの内容を確認し、利用者確認暗証

番号を入力してください。 

b.         をクリックしてください。 

※１ 状態が“承認待”から“送信待”に変わります。 

c.               をクリックすると承認を行わずに送

信データ選択画面に戻ります。⇒②へ 

 

 

【振替データ送信】 

④ 振替データの送信を行います。 

a. サイクル番号を入力することができます。未入力の場

合は自動採番します。 

b. 送信を行うデータの内容を確認し、利用者確認暗証

番号を入力してください。 

c.         をクリックしてください。送信処理が行われ

ます。 

※１           をクリックの後、セキュリティ警告画面が表示され

る場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

d.              をクリックすると送信を行わずに送信

データ選択画面に戻ります。⇒②へ 

※ 送信確認画面において「事前チェックエラー」が検出された場合 

 事前チェックエラー ≪P.130 参照≫ 

データ承認・送信 

実行 

了解 

キャンセル 

送信 

再送信 

承認 

b.   c.                                      d. 

a. 

a. 
b.    c. 

実行 

a. 

a. 

c.    d. 
b. 

キャンセル 
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⑤ パスワードを入力します。 

全銀パスワードまたはファイルアクセスキーが未設定

の場合は、パスワード入力画面が表示されます。 

※１ 第３章２．３．ファイル伝送契約情報変更／参照≪P.50≫にて

全銀パスワードおよびファイルアクセスキーを設定している場

合は、この画面は表示されません。「④の c“実行”」をクリック

後、⑥へ行きます。 

a. 全銀パスワードを入力してください。 

※１ 申込書記入の全銀パスワード（半角数字 6 桁）を入力してくだ

さい。 

b. ファイルアクセスキーを入力してください。 

※１ 申込書記入のファイルアクセスキー（半角数字 6 桁）を入力し

てください。 

c.         をクリックしてください。送信処理が行われ

ます。 

※１          をクリックの後、セキュリティ警告画面が表示され

る場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

d.              をクリックすると送信を行わずに送信

データ選択画面に戻ります。⇒②へ 

 

⑥ 振替データを送信します。 

※ファイル伝送が正しく終了しない場合がありますので、

ファイル伝送中はブラウザの戻るボタンをクリックしないで

ください。 

 

 

 

⑦ 送信結果を確認します。 

a. ステータスが「正常送信」となっていることを確認して

ください。 

b.         をクリックすると、送信データ選択画面へ戻

ります。⇒②へ 

※１          をクリックせずにファイル伝送各種サブメニューを

選択すると、業務中断メッセージ画面、もしくは再送信確認画面

が表示されます。 

 再送信確認 ≪P.131 参照≫ 

c. 印刷画面が自動的に表示されます。送信結果を印刷

する場合は        をクリックしてください。 

 

 

 

 

確認 

了解 

a. 
b. 

c.    d. 

キャンセル 

確認 

 

了解 

印刷 

c. 

a. 

b. 
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６．５． 委託者マスタ参照 

 

① 委託者マスタを参照します。 

a.                    をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 委託者マスタの一覧を表示します 

a. 参照する委託者の委託者カナ名称／漢字名称を選

択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 委託者マスタの詳細が参照できます。 

a.        をクリックすると委託者マスタ一覧画面に戻

ります。 

⇒②へ 

 

 

 

 

確認 

委託者マスタ参照 

a. 

a. 

a. 
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６．６． 振替結果データ受信 

① 振替結果データを受信します。 

a.              をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 契約情報を選択します。 

a. 受信をしたい契約情報を選択します。 

b.        をクリックしてください。 

c. １度受信した情報を再度受信する場合は        を

クリックしてください。 

 

 

③ データ内容を確認し、実行します。 

a. サイクル番号を入力することができます。未入力の場

合は自動採番します。 

※１ 再受信の場合、受信時と同一のサイクル番号の入力が必要

となります。 

※２ 再受信の場合のサイクル番号は、「通信結果報告書印刷」に

てご確認ください。 

 通信結果報告書印刷 ≪P. 129 参照≫ 

b. 受信するデータの内容を確認して         をクリッ

クしてください。 

※１          をクリックの後、セキュリティ警告画面が表示され

る場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

c.                をクリックすると受信を行わずに契

約情報選択画面に戻ります。 

⇒②へ 

 

 

 

データ受信 

受信 

実行 

キャンセル 

a. 
b.   c. 

b.    c. 

a. 

再受信 

実行 

a. 
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④ パスワードを入力します。 

全銀パスワードまたはファイルアクセスキーが未設定

の場合はパスワード入力画面が表示されます。 

※１ 第３章２．３．ファイル伝送契約情報変更／参照≪P.50≫にて

全銀パスワードおよびファイルアクセスキーを設定している場

合は、この画面は表示されません。「③の b“実行”」をクリック

後、⑤へ行きます。 

a. 全銀パスワードを入力してください。 

※１ 申込書記入の全銀パスワード（半角数字 6 桁）を入力してくだ

さい。 

b. ファイルアクセスキーを入力してください。 

※１ 申込書記入のファイルアクセスキー（半角数字 6 桁）を入力し

てください。 

c.         をクリックしてください。 

※１          をクリックの後、セキュリティ警告画面が表示され

る場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

d.              をクリックすると受信を行わずに契約

情報選択画面に戻ります。 

 

⑤ 振替結果データを受信します。 

※ファイル伝送が正しく終了しない場合がありますので、

ファイル伝送中はブラウザの戻るボタンをクリックしないで

ください。 

 

 

 

 

⑥ 受信結果を確認します。 

a. ステータスが「正常受信」となっていることを確認して

ください。 

b.         をクリックすると、契約情報選択画面へ戻り

ます。⇒②へ 

※１          をクリックせずにファイル伝送各種サブメニューを

選択すると、業務中断メッセージ画面、もしくは再送信確認画

面が表示されます。 

 再送信確認 ≪P.131 参照≫ 

c. 印刷画面が自動的に表示されます。受信結果を印刷

する場合は        をクリックしてください。 

 

 

 

 

確認 

了解 

キャンセル 

c. 

了解 

確認 

印刷 

 

a. 
b. 

c.    d. 

a. 

b. 

※１ 
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６．７． 受信データ参照・印刷 

 

① 受信した振替結果データ参照・印刷します。 

a.                    をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 参照する受信データを選択します。 

a. 預金口座振替結果の受信を行ったデータの一覧が

表示されます。 

b. 参照する「受信日」をクリックしてください。 

 

 

 

③ 参照する「委託者コード／委託者名義人」を選択しま

す。 

a. 該当の受信データについて「委託者コード／委託者

名義人」毎の口座振替結果が表示されます。 

b. 参照する「委託者コード／委託者名義人」を選択して

ください。 

⇒④へ 

《全口座の取引明細をリッチテキストファイルで出力する

場合》 

c.                    をクリックしてください。 

 データ／マスタ印刷 ≪P.127 参照≫ 

 

《全銀ファイル／CSV ファイルでデータを出力する場合》 

d.                    をクリックしてください。 

 ファイル出力 ≪P.121 参照≫ 

 

 

データ参照・印刷 

一覧印刷 

ファイル出力 

b. 

b. 

c.    d. 

a. 
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④ 該当の受信データのうち、選択した委託者の振替結果

が表示されます。 

a.         をクリックすると、受信データ一覧へ戻りま

す。⇒②へ 

《振替結果明細を印刷する場合》 

b.        をクリックしてください。 

 データ／マスタ印刷 ≪P.127 参照≫ 

 

《振替不能データを抽出し再請求の振替データを作成す

る場合》 

c.                         をクリックしてください。

振替結果“振替済”以外の結果を抽出し振替データを

再作成します。 

 指定日入力画面へ ≪P.104④参照≫ 

 

d. 振替不能口座のみ表示するにチェックを付けると、振

替不能の明細のみ表示されます。 

e. 振替明細の件数が 21 件以上の場合、件数が表示さ

れます。 

         または＜＜ ＞＞で前ページや次ページの

振替明細を表示することができます。 

確認 

印刷 

エラー抽出・データ作成 

a.  b.     c. 
d. 

e. 
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７. 外部ファイル送信をするには 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７．１． 外部ファイル送信 

① 外部ファイルの送信を行います。 

a.                    をクリックしてください。 

※１ 送信されるファイルの改行コードの有無は問いません。 

 

 

 

 

② 送信テーブルを登録／修正し、データのアップロードを

行います。 

《送信テーブルを新規登録する場合》 

a.                をクリックしてください。⇒③へ 

《送信テーブルを修正する場合》 

b. 修正する送信テーブルを選択してください。 

c.               をクリックしてください。⇒③へ 

《データのアップロードを行う場合》 

d. 送信テーブルを選択してください。 

e.               をクリックしてください。⇒⑤へ 

f. 業務名称を選択すると、送信テーブルの詳細を参照

することができます。⇒④へ 

 

③ 送信テーブルを作成します。 

お手元のパソコンにある全銀ファイルの情報を入力してく

ださい。 

a. 金融機関接続情報の枝番コードを選択してください。 

※１ 金融機関接続情報をクリックしますと、金融機関接続情報の

詳細が表示されます。 

b. 業務名称を設定してください。 

c. レコード長およびファイル名は業務名称を設定した際、

自動的に入力されます。 

 全銀協規定ファイル名について ≪P.132 参照≫ 

d. 注釈（コメント）を入力しますと、送信テーブル選択画

面②の注釈（コメント）に反映されます。 

新規 

修正 

アップロード 

外部ファイル送信 

a.  c.    e. 

b. 

d. 

f. 

a. 

 ファイル伝送メニューを使用するときに電子証明書選択画面が表示されることがありま

す。ログオン時にお使いの電子証明書を選択し、「了解」ボタンをクリックしてください。 

   「電子証明書選択画面」           

                             

a. ログオン時の電子証明書を選択してく 

ださい。 

                            b.         をクリックしてください。 

 

ご注意ください 

了解

a. 
 
    

b. 

e.   f.  

a. 
b. 

c. 

d. 
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e. 入力が完了したら        をクリックで⇒②へ 

f.              をクリックすると送信を行わずに契約

情報選択画面に戻ります。 

 

④ 送信テーブルの詳細情報を確認します。 

a. 詳細情報の確認が完了した場合は         をクリ

ックしてください。⇒②へ 

b. 送信テーブルを削除する場合は         をクリック

してください。 

 

 

⑤ アップロードするファイルを選択します。 

a．        にてファイルを選択します。 

 

b． 実行ボタンでアップロードを開始します。 

 

お手元のパソコンから IB センターに全銀ファイルをアッ

プロードします。 

※ファイル伝送が正しく終了しない場合がありますので、

ファイル伝送中はブラウザの戻るボタンをクリックしないで

ください。 

 

 

 
⑥ 全銀ファイルをアップロードした結果の確認を行いま

す。 

a. サイクル番号を入力することができます。未入力の場

合は自動採番します。 

※１ 再送信の場合、送信時と同一のサイクル番号の入力が必要

となります。 

※２ 再受信の場合のサイクル番号は、「通信結果報告書印刷」に

てご確認ください。 

 通信結果報告書印刷 ≪P. 129 参照≫ 

b. 送信を行うデータの内容を確認し、利用者確認暗証

番号を入力してください。 

c. IB センターから当金庫に送信を行う場合は、 

        をクリックしてください。⇒⑦へ 

（再送信の場合は         をクリックしてください。） 

※１ 送信、再送信ボタンは自動判定されてどちらか片方のボタン

のみ表示されます。 

※２          （または          ） をクリックの後、セキュリティ

警告画面が表示される場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

d.            をクリックすると送信を行わずに送信テ

ーブル選択画面に戻ります。 

e. 送信ファイルがマルチファイルの場合、     によっ

て個別のファイルを確認することができます。また、

＜＜ ＞＞で前後のファイルの内容を確認することが

できます。 

※ 送信確認画面において「事前チェックエラー」が検出された場合 

 事前チェックエラー ≪P.130 参照≫ 

削除 
a.   b. 

キャンセル 

再送信 
送信 

送信 再送信 

c.    d. 

b. 

e. 

a. 

確認 

登録 
キャンセル 

b.  

a. 



参照 
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⑦ パスワードの入力を行います。 

全銀パスワードまたはファイルアクセスキーが未設定

の場合はパスワード入力画面が表示されます。 

※１ 第３章２．３．ファイル伝送契約情報変更／参照≪P.50≫にて

全銀パスワードおよびファイルアクセスキーを設定している場合

は、この画面は表示されません。「⑥の c“送信”」をクリック後、

⑧へ行きます。 

a. 全銀パスワードを入力してください。 

※１ 申込書記入の全銀パスワード（半角数字 6 桁）を入力してくだ

さい。 

b. ファイルアクセスキーを入力してください。 

※１ 申込書記入のファイルアクセスキー（半角数字 6 桁）を入力し

てください。 

c.         をクリックしてください。 

※１          をクリックの後、セキュリティ警告画面が表示され

る場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

 

d.              をクリックすると送信を行わずに契約

情報選択画面に戻ります。 

 

⑧ 外部ファイルの送信を行います。 

※ファイル伝送が正しく終了しない場合がありますので、

ファイル伝送中はブラウザの戻るボタンをクリックしないで

ください。 

 

 

 

⑨ 送信が完了しました。 

a. ステータスが「正常送信」となっていることを確認してく

ださい。 

b. 送信ファイルがマルチファイルの場合、     によって

個別のファイルを確認することができます。また＜＜ 

＞＞で前後のファイルの内容を確認することができま

す。 

c.        をクリックすると、送信テーブル選択画面へ

戻ります。 

⇒②へ 

※１          をクリックせずにファイル伝送各種サブメニューを

選択すると、業務中断メッセージ画面、もしくは再送信確認画

面が表示されます。 

 再送信確認 ≪P.131 参照≫ 

了解 

a. 
b. 

c.   d. 

了解 

キャンセル 

確認 

確認 

b. 

c. 

a. 
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８. 共通機能の操作方法について 

８．１． 手数料計算機能 

手数料計算機能は、オンライン資金移動取引や総合振込のデータ作成を行う際、先方負担手数料を選

択した場合に手数料マスタの情報から差引手数料を算定し、資金移動金額を自動計算する機能です。手

数料計算方法は①据置型、②未満手数料加算型、③以上手数料加算型があります。 

振込手数料を 30,000 円未満は 420 円、30,000 円以上は 630 円と差額を設け、先方負担手数料を設定

した場合、30,000 円～30,629 円までは合計支払金額との差益が発生します。この例が①据置型になりま

す。合計金額の差額を最小限に抑える手数料計算機能が②未満手数料加算型、③以上手数料加算型に

なります。法人 IB サービスは①据置型が初期値になっています。 

 

①【据置型】 

手数料テーブルの金額範囲（計算上区分）を「基準金額」と同一とし、支払金額を比較して先方負担の手

数料を算出します。 

～30,000 円未満 → 420 円 

30,000 円～30,315 円未満 → 630 円 

上記の手数料テーブルで計算すると支払金額が 30,000 円～30,629 円までは合計支払金額間に差

益が発生します。 

支払金額 
計算上差引く 

先方負担手数料 
資金移動金額 振込手数料 合計支払金額 

支払金額と 

合計支払金額の差額

29,999 円 420 円 29,579 円 420 円 29,999 円   0 円 

30,000 円 630 円 29,370 円 420 円 29,790 円 210 円 

30,419 円 630 円 29,789 円 420 円 30,209 円 210 円 

30,420 円 630 円 29,790 円 420 円 30,210 円 210 円 

30,629 円 630 円 29,999 円 420 円 30,419 円 210 円 

30,630 円 630 円 30,000 円 630 円 30,630 円   0 円 

 

②【未満手数料加算型】 

手数料テーブルの金額範囲に「基準金額」の未満手数料金額を足したものを新たな手数料テーブル（計

算上区分）とし、その金額範囲と支払金額を比較して先方負担の手数料を算出します。 

～30,420 円未満 → 420 円 

30,420 円～          → 630 円 

上記の手数料テーブルで計算すると支払金額が 30,420 円～30,629 円までは合計支払金額間に差

益が発生します。据置型より差額が発生する支払金額幅を抑えられます。 

支払金額 
計算上差引く 

先方負担手数料 
資金移動金額 振込手数料 合計支払金額 

支払金額と 

合計支払金額の差額

29,999 円 420 円 29,579 円 420 円 29,999 円   0 円 

30,000 円 420 円 29,580 円 420 円 30,000 円   0 円 

30,419 円 420 円 29,999 円 420 円 30,419 円   0 円 

30,420 円 630 円 29,790 円 420 円 30,210 円 210 円 

30,629 円 630 円 29,999 円 420 円 30,419 円 210 円 

30,630 円 630 円 30,000 円 630 円 30.630 円   0 円 
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③【以上手数料加算型】 

手数料テーブルの金額範囲に「基準金額」の以上手数料金額を足したものを新たな手数料テーブル（計

算上区分）とし、その金額範囲と支払金額を比較して先方負担の手数料を算出します。 

～30,630 円未満 → 420 円 

30,630 円～30,315 円     → 630 円 

上記の手数料テーブルで計算すると支払金額が 30,420 円～30,629 円までは合計支払金額間に差

損が発生します。据置型より差額が発生する支払金額幅を抑えられます。 

支払金額 
計算上差引く 

先方負担手数料 
資金移動金額 振込手数料 合計支払金額 

支払金額と 

合計支払金額の差額

29,999 円 420 円 29,579 円 420 円 29,999 円   0 円 

30,000 円 420 円 29,580 円 420 円 30,000 円   0 円 

30,419 円 420 円 29,999 円 420 円 30,419 円   0 円 

30,420 円 420 円 30,000 円 630 円 30,630 円 -210 円 

30,629 円 420 円 30,209 円 630 円 30,839 円 -210 円 

30,630 円 630 円 30,000 円 630 円 30.630 円   0 円 

 

手数料マスタの登録方法については、「第２章２．５．振込手数料マスタ登録／変更／参照」≪P.52≫を参

照してください。 

 

【例 オンライン取引－資金移動】 

【資金移動情報入力画面】 

資金移動金額を入力し、先方負担手数料を設定する／

設定なしに応じて資金移動金額の計算を自動的に行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

【例 ファイル伝送－総合振込－データ作成】 

【振込金額入力画面】 

支払金額を入力すると手数料の当方／先方に応じて振

込金額の計算を自動的に行います。 

※１ 受取人マスタを登録時に当方負担／先方負担の設定を行ってい

ますが、金額入力時に設定を変更することができます。 
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【例 ファイル伝送－総合振込－データ登録】 

【個別入力画面】 

手数料区分の当方負担／先方負担の設定を行います。 

支払金額を入力すると手数料の当方／先方に応じて振

込金額の計算を自動的に行います。 

※１ 受取人マスタから呼出を行った場合、マスタ登録時に当方負担

／先方負担の設定を行っていますが、金額入力時に設定を変更

することができます。 

 

 

 

 

 

【例 ファイル伝送－総合振込－受取人マスタ登録】 

【受取人マスタ登録】 

手数料区分の当方負担／先方負担の設定を行います。 
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８．２． 金融機関・支店名称検索 

金融機関名称・支店名称を金融機関名称マスタから検索して、取得します。 

【例 ファイル伝送－総合振込－データ作成】 

① 金融機関名称、支店名称を検索します。 

a. 金融機関名称を検索する場合は、金融機関コードの

欄にある        をクリックしてください。⇒②へ 

b. 支店名称を検索する場合は、支店コードの欄にある 

        をクリックしてください。⇒④へ 

 

 

 

 

 

【金融機関名称検索 ファイル伝送用画面】 

② 金融機関名称を検索します。 

a. 金融機関種類を選択してください。 

・ 銀行： 都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、 

外国銀行等 

・ 信用金庫： 信金中央金庫、信用金庫 

・ 信用組合・商工中金： 

信用組合、商工組合中央金庫 

・その他： 労働金庫、農業協同組合等 

b. 該当する金融機関の頭文字を選択してください。 

 

③ 金融機関名称を選択します。 

a. 選択した頭文字に該当する金融機関が表示されます

ので、振込先の金融機関を選択してください。 

b.         をクリックしてください。 

※１ 該当する金融機関が存在しない場合、「該当の金融機関があ

りません」の旨のメッセージが表示されます。 

【支店名称検索 ファイル伝送用画面】 

④ 支店名称を検索します。 

a. 金融機関に該当する支店の頭文字を選択してくださ

い。 

※１ 英数字の支店名称を検索する場合は、       をクリックして

ください。 

 

 

 

⑤ 支店名称を選択します。 

a. 選択した頭文字に該当する支店が表示されますので、

振込先の支店を選択してください。 

b.         をクリックしてください。 

※１ 該当する支店が存在しない場合、「該当の支店がありません」

の旨のメッセージが表示されます。 

 

次へ 

次へ 

英数 

検索 

検索 

a. 
b. 

a. 

b. a. 

a. 
b. 

a. 
b. 
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８．３． ファイル出力 

マスタのデータをファイル形式で出力します。 

【例 ファイル伝送－総合振込－受取人マスタ登録】 

① 受取人マスタを取得します。 

a.                 をクリックすると、ＣＳＶファイルが

出力されます。 

※１ CSV ファイルとは各項目を“,[カンマ]”で区切ったファイル形式

をいいます。 

※１ CSV ファイルとは各項目を“,[カンマ]”で区切ったファイル形式

をいいます。 

※２ ダウンロードのファイル形式は以下のとおりです。 

CSV：受取人マスタ 

     従業員マスタ 

     支払人マスタ 

     受信データ（預金口座振替／入出金明細） 

全銀フォーマット：振込データ（総合振込／給与・賞与振込） 

               納入データ（地方税納入） 

               振替データ（預金口座振替） 

               明細データ（入出金明細／振込入金明細） 

８．４． 外部ファイル入力 

外部ファイルを取込み、マスタの登録を行います。 

【例 ファイル伝送－総合振込－受取人マスタ登録】 

① 受取人マスタを登録します。 

a. ファイル種類（全銀ファイル／ＣＳＶファイル）を選択し

てください。 

b. 入力するファイルのパス名を入力してください。 

       をクリックすると、ファイル選択ウインドウが開

きます。 

c.                をクリックしてください。 

アップロードが始まりますので終了するまでしばらくお

待ちください。 

※１             をクリックの後、セキュリティ警告画面が表示さ

れる場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

 

② アップロードが完了します。 

a. 内容を確認し、        をクリックしてください。 

※１ 異常処理件数が１件以上の場合は、エラー詳細が表示されま

す(左画面の点線枠で囲んだ部分)。0 件の場合は、エラー詳

細は表示されません。 

※２ 入力件数    ・・・ 入力ファイルのデータ件数 

正常処理件数 ・・・ 正常に処理された件数 

異常処理件数 ・・・ 正しく処理されなかった件数 

登録処理件数 ・・・ マスタに登録された件数 

 

 

 

 

 

ダウンロード 

 

アップロード 

アップロード 

次へ 

参照 

a. 

a. 
b. 

c. 

a. 
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８．５． 外部データ入力 

外部ファイルを取り込んで伝送データの作成を行います。 

【例 ファイル伝送－総合振込－データ作成】 

① 取り込みを行うファイルを指定します。 

a. 入力するファイルのパス名を入力してください。 

        をクリックすると、ファイル選択ウインドウが

開きます。 

b.                をクリックしてください。 

アップロードが始まりますので終了するまでしばらくお

待ちください。 

※１             をクリックの後、セキュリティ警告画面が表示さ

れる場合は、「はい」をクリックしてください。 

 

 

② アップロードが完了します 

a. 内容を確認し、       をクリックしてください。 

※１ 異常処理件数が１件以上の場合は、エラー詳細が表示されま

す(左画面の点線枠で囲んだ部分)。0 件の場合は、エラー詳

細は表示されません。 

※２ 入力件数    ・・・ 入力ファイルのデータ件数 

正常処理件数 ・・・ 正常に処理された件数 

異常処理件数 ・・・ 正しく処理されなかった件数 

登録処理件数 ・・・ マスタに登録された件数 

 

 

 

 

 

 

 

アップロード 

アップロード 

次へ 

参照 

 

a. 
b. 

a. 
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８．６． 外部ファイル入力 ファイル仕様 

① 受取人情報ＣＳＶファイル 

No 項      目 ﾀｲﾌﾟ・桁数 区分 備      考 

1 金融機関ｺｰﾄﾞ 数字－半角 4 必須  

2 金融機関ｶﾅ名 英数ｶﾅ－半角 MAX15 任意  

3 金融機関漢字名 漢字－全角 MAX30 任意  

4 支店ｺｰﾄﾞ 数字－半角 3 必須  

5 支店ｶﾅ名 英数ｶﾅ－半角 MAX15 任意  

6 支店漢字名 漢字－全角 MAX30 任意  

7 預金種目 数字－半角 1 必須
1:普通預金 2:当座預金 
4:貯蓄預金 9:その他 

8 口座番号 数字－半角 7 必須  

9 受取人ｶﾅ名 英数ｶﾅ－半角 MAX30 必須  

10 受取人漢字名 漢字－全角 MAX48 任意  

11 顧客ｺｰﾄﾞ 1 数字－半角 10 任意  

12 顧客ｺｰﾄﾞ 2 数字－半角 10 任意  

13 振込指定区分 数字－半角 1('7'or'8') 必須 7:電信振込 8:文書振込 

14 手数料区分 数字－半角 1('0'or'1') 必須 0:当方 1:先方 

15 検索グループ 数字－半角 8('0'or'1') 任意  

② 従業員情報ＣＳＶファイル 

No 項      目 ﾀｲﾌﾟ・桁数 区分 備      考 

1 金融機関ｺｰﾄﾞ 数字－半角 4 必須  

2 金融機関ｶﾅ名 英数ｶﾅ－半角 MAX15 任意  

3 金融機関漢字名 漢字－全角 MAX30 任意  

4 支店ｺｰﾄﾞ 数字－半角 3 必須  

5 支店ｶﾅ名 英数ｶﾅ－半角 MAX15 任意  

6 支店漢字名 漢字－全角 MAX30 任意  

7 預金種目 数字－半角 1 必須 1:普通預金 2:当座預金 

8 口座番号 数字－半角 7 必須  

9 従業員ｶﾅ名 英数ｶﾅ－半角 MAX30 必須  

10 従業員漢字名 漢字－全角 MAX48 任意  

11 従業員ｺｰﾄﾞ 1 数字－半角 10 任意  

12 従業員ｺｰﾄﾞ 2 数字－半角 10 任意  

13 検索グループ 数字－半角 8('0'or'1') 任意  

③ 支払人情報ＣＳＶファイル 

No 項      目 ﾀｲﾌﾟ・桁数 区分 備      考 

1 委託者ｺｰﾄﾞ 数字－半角 10 任意 ﾌｧｲﾙ出力時は、設定されません 

2 金融機関ｺｰﾄﾞ 数字－半角 4 必須  

3 金融機関ｶﾅ名 英数ｶﾅ－半角 MAX15 任意  

4 金融機関漢字名 漢字－全角 MAX30 任意  

5 支店ｺｰﾄﾞ 数字－半角 3 必須  

6 支店ｶﾅ名 英数ｶﾅ－半角 MAX15 任意  

7 支店漢字名 漢字－全角 MAX30 任意  

8 預金種目 数字－半角 1 必須
1:普通預金      2:当座預金 
3:納税準備預金 9:その他 

9 口座番号 数字－半角 7 必須  

10 支払人ｶﾅ名 英数ｶﾅ－半角 MAX30 必須  

11 支払人漢字名 漢字－全角 MAX48 任意  

12 支払人ｺｰﾄﾞ 数字－半角 20 任意  

13 検索グループ 数字－半角 8('0'or'1') 任意  

 

金融機関コード、支店コード、口座番号、顧客コード、従業員コード、支払人コードは桁数が満たなくても

かまいません。桁数が足りない場合は検索処理時に前に足りない桁数分“0”を付与します。 
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８．７． 外部データ入力 ファイル仕様 

① 総合振込 

 顧客コード１ 

（任意）※１ 

顧客コード２ 

（任意）※１ 

受取人カナ名称 

（任意）※１ 

支払金額 

（任意） 

ＥＤＩ情報 

（任意） 

ﾀｲﾌﾟ 数字 数字 英数カナ 数字 英数カナ 

桁数 10 10 MAX 30 MAX 10 MAX 20 

 1234567890 1234567890  10000 EDIJOUHOU01 

例   ﾅｺﾞﾔﾎﾃｲｼﾖｳｼﾞ(ﾕ 20000  

 10 10 ｷﾞﾌﾍﾞﾝﾃﾝﾊﾝﾊﾞｲ 30000 EDIJOUHOU03 

※１ 顧客コード１・顧客コード２、受取人カナ名称のうちいずれかの項目の入力が必須となります。両方入力されている場合は顧客コー

ド、受取人カナ名称の両方で検索を行います。 

② 給与(賞与)振込 

 従業員コード１ 

（任意）※２ 

従業員コード２ 

（任意）※２ 

従業員カナ名称 

（任意）※２ 

振込金額 

（任意） 

ﾀｲﾌﾟ 数字 数字 英数カナ 数字 

桁数 10 10 MAX 30 MAX 10 

 1234567890 1234567890  10000 

例   ﾍﾞﾝｻﾞｲﾃﾝ ﾊﾅｺ 20000 

 10 10 ﾎﾃｲ ﾀｸﾐ 30000 

※２ 従業員コード１・従業員コード２、従業員カナ名称のうちいずれかの項目の入力が必須となります。両方入力されている場合は従業員

コード、従業員カナ名称の両方で検索を行います。 

③ 地方税納入 

 市区町村 

コード 

(必須) 

市区町村 

カナ名称 

(任意) 

指定 

番号 

(必須) 

異動 

有無 

(必須)

※３ 

給与税

件数 

(任意)

※４ 

給与税

金額 

(任意)

※４ 

退職 

人員 

(任意)

※５ 

退職 

金額 

(任意) 

※５ 

市区町 

村税 

(任意) 

※５ 

都道府

県民税

(任意)

※５ 

ﾀｲﾌﾟ 数字 英数カナ 英数カナ 数字 数字 数字 数字 数字 数字 数字 

桁数 6 MAX 15 MAX 15 1 MAX 5 MAX 9 MAX 3 MAX 10 MAX 5 MAX 9

例 
000001  12345 0 1 10000     

000019 ｼｸﾁﾖｳｿﾝ 19 12345 0 2 20000 3 30000 4000 5000 

※３ 異動有無は 0（異動なし）、1（異動あり）、2（不明）となります。 

※４ 給与税件数／給与税金額はセットで入力してください。 

※５ 退職税件数／退職税金額／市区町村税／都道府県民税はセットで入力してください。 

③ 預金口座振替 

 支払人コード１ 

（任意）※６ 

支払人コード２ 

（任意）※６ 

支払人カナ名称 

（任意）※６ 

引落金額 

（任意） 

ﾀｲﾌﾟ 数字 数字 英数カナ 数字 

桁数 10 10 MAX 30 MAX 10 

 1234567890 1234567890  10000 

例   ﾅｺﾞﾔﾍﾞﾝﾃﾝｼﾖｳｶｲ 20000 

 10 10 ﾊﾏﾏﾂﾍﾞﾝﾃﾝｾｲｻｸｼﾞﾖ 30000 

※６ 支払人コード１、支払人コード２、支払人カナ名称のうち、いずれかの項目の入力が必須となります。両方入力されている場合は支払

人コード、支払人カナ名称の両方で検索を行います。 

 上記のようなデータ（太枠で囲まれた部分）をＣＳＶファイルとして作成します。 

 顧客コード、従業員コード、支払人コードは桁数が満たなくてもかまいません。桁数が足りない場合は

検索処理時に前に足りない桁数分“0”を付与して検索を行います。 

 総合振込、給与(賞与)振込、預金口座振替の場合、カナ名称のみ入力されている場合は、検索用カ

ナ名称でマスタの検索を行います。 
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８．８． データ個別入力 

画面からの入力により、伝送データの作成を行います。 

【例 ファイル伝送－総合振込－データ作成】 

① 受取人情報と支払金額情報を入力します。 

受取人情報と支払金額情報を入力してください。 

（給与・賞与振込の場合は、従業員情報と振込金額情

報、預金口座振替の場合は、支払人情報と引落金額

情報となります。） 

※１ 検索用カナ名称は法人略語等の略語を除いた受取人カナ名

称が自動的にセットされますが、変更可能です。 

※２ 顧客コード１、顧客コード２は受取人を特定の順番に並べたい

場合、セットで重複しない番号を入力します。 

（給与・賞与振込の場合は、従業員コード、預金口座振替の場

合は、支払人コードとなります。） 

a. 金融機関名、支店名の検索を行いたい場合は、 

        をクリックしてください。 

 金融機関・支店名称検索 ≪P.120 参照≫ 

 

b. 振込先をグループ分けする場合は、グループ指定に

より区分します。 

 検索グループ名称登録 ≪P.126 参照≫ 

 

c. 必要事項の入力が完了したら        をクリックして

ください。 

※１ 受取人マスタに登録された受取人を個別入力した場合、引き

続き伝送データの作成を行うことができます。 

※２ 受取人マスタに未登録の受取人の場合、受取人マスタへの

登録を行うことができます。 

⇒②へ 

d. 登録してある受取人マスタから呼び出す場合は、 

             をクリックして、該当する受取人マスタ

または従業員マスタを選択してください。 

e. 入力後             をクリックすると振込金額一覧

画面に戻ります。 

f.         をクリックすると、フィールド内の項目を消去

します。 

 

② 受取人マスタの登録を行います。 

受取人マスタ登録確認画面が表示されます。 

a.              をクリックした場合、受取人マスタおよ

び振込データに登録されます。 

（次回より、検索／呼出が可能となります） 

b.              をクリックした場合、振込データのみ

登録されます。 

登録 

マスタ呼出 

一覧入力 

検索 

登録 

キャンセル 

 

a.    b. 

a. 

c.    d.    e.    f. 

a. a. 

b. 

クリア 



126 

８．９． 検索グループ名称登録 

検索グループの名称を登録します。 

【例 ファイル伝送－総合振込－データ作成】 

① 検索グループ名称を登録します。 

a.                        をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

② 検索グループ名称を登録します。 

a. 依頼人を分類する検索グループ名称を入力してくだ

さい。 

※１ グループの内容が判断できるような名前をつけると便利で

す。 

※２ グループ名称の桁数は、半角の場合 12 桁、全角の場合 6 桁

となります。 

b.         をクリックしてください。 

 

③ 検索グループの登録が完了します。 

 

 

 

検索グループ名称登録 

a. 

登録 

a. 

b. 
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８．１０． データ／マスタ印刷 

登録してある伝送データ／マスタの印刷を行います。 

【例 ファイル伝送－総合振込－データ作成】 

① 印刷用のリッチテキストファイルをダウンロードします。 

a. 印刷するデータを選択してください。 

b.         をクリックしてください。リッチテキスト形式フ

ァイルのダウンロードを行います。 

※１ 印刷順は、振込指定日入力画面または振込金額入力画面に

おいて最後に選択した表示順で印刷されます。印刷順を変更

したい場合は、振込指定日入力画面または振込金額入力画

面において表示順を再指定してください。指定できる順は、入

力順、名称順、コード１、コード２、口座順があります。 

c. ダウンロードしたリッチテキストファイルを Microsoft 

Word 等で開き、印刷してください。 

※１ 業務毎の印刷対象は次のとおり 

総合振込： 作成データ 

給与・賞与振込： 作成データ 

地方税納入： 作成データ 

預金口座振替： 作成データ 

受信データ参照・印刷 

入出金明細： 受信データ参照・印刷 

 

【例 ファイル伝送－総合振込－受取人マスタ登録】 

② 印刷用のリッチテキストファイルをダウンロードしま

す。 

a. 印刷順を指定する場合、表示順を指定してください。 

※１ 表示順は、コード１順、コード２順、名称順、口座順がありま

す。 

b.         をクリックしてください。リッチテキスト形式

ファイルのダウンロードを行います。 

c. ダウンロードしたリッチテキストファイルを Microsoft 

Word 等で開き、印刷してください。 

※１ 業務毎の印刷対象は次のとおり 

総合振込： 受取人マスタ 

給与・賞与振込： 従業員マスタ 

預金口座振替： 支払人マスタ 

 

 

 

 

 

 

 

a. 

b. 

印刷 

b. 

a. 
印刷 
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８．１１． 登録データ／マスタ削除 

登録してある伝送データ／マスタの削除を行います。 

【例 ファイル伝送－総合振込－データ登録－データコメント／依頼人名】 

① 登録してある伝送データの削除を行います。 

【振込データ詳細情報】画面 

a. 作成データの詳細情報が表示されます。作成データ

の削除を行う場合は、        をクリックしてくださ

い。 

※１ 件数／金額も表示されますので合計情報の確認を行うことも

できます。 

 

 

 

【例 ファイル伝送－総合振込－受取人マスタ登録－受取人カナ名称／漢字名称】 

② 登録してあるマスタの削除を行います。 

【受取人マスタ詳細】画面 

a. マスタの詳細情報が表示されます。マスタの削除を

行う場合は、        をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

【例 ファイル伝送－総合振込－受取人マスタ登録－一覧選択削除】 

③ 登録してあるマスタの削除を行います。 

【受取人マスタ削除確認】画面 

a. 受取人マスタ削除確認が表示されます。マスタの削

除を行う場合は、         をクリックしてください。 

b. 削除を中止する場合は、              をクリックし

てください。 

 

 

④ 確認ダイアログが表示されます。 

a. 削除を行う場合、        をクリックしてください。 

b. 削除を行わない場合は、                をクリッ

クしてください。マスタ削除確認画面に戻ります。 

 

 

 

削除 

削除 

a. 

a. 

削除 

キャンセル 

a.    b. 

ＯＫ 

キャンセル 
a.              b. 
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８．１２． 通信結果報告書印刷 

通信結果報告書の印刷を行います。 

【例 ファイル伝送－総合振込】 

① 印刷用のリッチテキストファイルをダウンロードします。 

a.                      をクリックしてください。リッ

チテキスト形式ファイルのダウンロードを行います。 

b. ファイル保存ダイアログが表示されます。 

c. ダウンロードしたリッチテキストファイルを Microsoft 

Word 等で開き、印刷してください。 

 

 

 

a. 

通信結果報告書印刷 
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８．１３． 事前チェックエラー 

ファイル伝送業務を行う際、送信確認画面において送信データの事前チェックを行っております。送信デー

タにエラーが生じた場合、エラーコードおよびエラーの詳細を表示します。 

 

【例 ファイル伝送－外部ファイル送信】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 送信確認画面 

a. 送信データの内容にエラーがある場合、エラーコードおよびそのエラーの詳細を表示します。 

【エラーコード】 

事前チェックエラーを検出した際に表示されるエラーコードは、機能コード、業務種別、レコード区分、ファイ

ル番号、レコード番号、ロケーション、エラーコードによって構成されます。 

機能コード aa ‘01’が固定で表示されます。 

業務種別 bb 
業種コードが表示されます。 

11：給与振込 ／12：賞与振込 ／21：総合振込 ／91：預金口座振替  

レコード区分 cc 
エラーがあるレコード区分が表示されます。 

01：ヘッダレコード／02：データレコード／08：トレーラレコード／09：エンドレコード 

ファイル番号 dd 

エラーがあるファイル番号が表示されます。 

シングルファイル：‘01’が固定で表示 

マ ル チ フ ァ イ ル：‘01’～‘99’でファイル番号を表示 

レコード番号 eeeeee

エラーがあるレコード番号が表示されます。 

レコード区分がデータレコードの場合のみレコード番号が表示されます。 

レコード区分がデータレコード以外の場合は‘000000’が表示されます。 

マルチファイルの場合はファイル単位でのレコード番号になります。 

ロケーション ffff 
エラーとなった項目が、レコードの先頭から数えて何バイト目から始まる項目であ

るかが表示されます。 

エラーコード gggg エラーの内容に応じたエラーコードが表示されます。 

詳細 エラー内容の詳細を表示します。 

※ エラーコードの内容および詳細に従い、データの修正を行ってください。 

※ レコード番号については入力順に統一し、表示しておりますので、振込（振替）金額入力画面にて入力順を

選択のうえ修正してください。 

a. 
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８．１４． 再送信確認 

送信結果画面および受信結果画面において、         をクリックせずにファイル伝送各種サブメニューを

選択すると、再送信確認画面、もしくはファイル伝送中断メッセージ画面が表示されます。 

 

【例 ファイル伝送－総合振込】 

① 総合振込送信結果画面 

a.          をクリックせずにサブメニューボタン

（外部ファイル送受信以外）をクリックしますと再

送信確認画面が表示されます。 

⇒②へ 

b.          をクリックせずにサブメニューボタン

（外部ファイル送受信）をクリックしますとファイル

伝送中断メッセージ画面が表示されます。 

⇒③へ 

c.          をクリックすると、総合振込メインメニ

ューが表示され以後再送信確認画面が表示さ

れなくなります。 

 

② 再送信確認画面 

a.          をクリックすると、送信結果画面が表

示されます。 

⇒①へ 

 

③ ファイル伝送中断メッセージ画面 

a. サブメニューボタン（外部ファイル送受信以外）を

クリックしてください。 

⇒②へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認 

確認 

確認 

確認 
a.    

a. 

確認 

c. 
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９. 全銀協規定ファイル名について 

９．１． 全銀協規定ファイル名 

 

本システムで外部ファイル送受信をご利用いただく場合、金融機関からの接続金融機関情報登録

にて送受信を行うファイルのファイル名を予め登録する必要があります。 

全銀協規定ファイル名には１２バイトあり、上位４バイトは「産業別コード」、下位８バイトは「全銀協

制定磁気テープ・フォーマット」で定められた、全銀協規定ファイル名を指定してください。 

（なお、地方税納入のファイル名の場合は、全銀協ではなく地銀協にて規定されておりますので、当

金庫へお問い合わせ願います） 

 

（例）総合振込の場合  ：  502001210100(その日初めて通信を行う場合) 

 

● 産業別コード（４バイト）・・・‘５０２０’を指定（全銀協手順固定値） 

● データコード（４バイト）・・・下表を参照 

● サイクル番号（２バイト）・・・‘０１’～‘９９’のシーケンス番号（伝送の順番）を指定 

● 残り（２バイト）・・・・・・・‘００’を指定 

 

平成１３年８月現在 

適 用 業 務 ﾃﾞｰﾀ

ｺｰﾄﾞ

適 用 業 務 ﾃﾞｰﾀ

ｺｰﾄﾞ

 振込入金通知 0001  預金口座振替通知 0193

 入出金取引明細 0003  住宅ローン関係（財形ローン） 0211

 残高通知（預金） 0004  住宅ローン関係（その他） 0212

 給与振込（民間） 0111  借入金計算書 0231

 賞与振込（民間） 0112  借入金残高明細 0232

 給与振込（地方公務員） 0171  借入金残高合計 0233

 賞与振込（地方公務員） 0172  財形貯蓄関係（依頼明細） 0300

 総合振込 0121  財形貯蓄関係（処理結果明細：積立内容） 0301

 株式配当金振込 0141  財形貯蓄関係（処理結果明細：利子補給） 0302

 年金信託契約に係る年金・一時金給付金振込 0143  財形貯蓄関係（処理結果明細：その他） 0309

 公的年金保険の年金・一時金給付金振込 0144  外国為替取引明細（会計性） 0425

 医療保険の給付金振込 0145  外国為替取引明細（非会計性） 0426

 振込口座照会（依頼明細） 0198  外国為替関連情報 0427

 振込口座照会（処理結果明細） 0199  外国送金依頼 0435

 預金口座振替（依頼明細） 0191  荷為替輸入信用状発行依頼 0428

 預金口座振替（処理結果明細） 0191  外貨預金入出金取引明細 0009



133 

１０. ご契約先認証情報変更 

１０．１． ご契約先暗証番号変更 

① ご契約先暗証番号を入力します。 

a. 現在のご契約先暗証番号 

※１ 変更前の暗証番号を入力してください。 

b. 新しいご契約先暗証番号 

※１ 変更後の新しい暗証番号を入力してください。 

c. 新しいご契約先暗証番号再入力 

※１ 確認のため、もう一度暗証番号を入力してください。 

d. 入力後、        をクリックしてください。⇒②へ 

e.              をクリックするとご契約先暗証番号変

更処理を中断します。⇒③へ 

f. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェア

キーボードについて」≪P. 158≫を参照してください。 

② 変更が完了します。 

 

 

 

 

③ ご契約先暗証番号変更処理を中断します。 

 

 

 

１０．２． ご契約先確認暗証番号変更 

① ご契約先確認暗証番号を入力します。 

a. 現在のご契約先確認暗証番号 

※１ 変更前の確認暗証番号を入力してください。 

b. 新しいご契約先確認暗証番号 

※１ 変更後の新しい確認暗証番号を入力してください。 

c. 新しいご契約先確認暗証番号再入力 

※１ 確認のため、もう一度確認暗証番号を入力してください。 

d. 入力後、       をクリックしてください。⇒②ヘ 

e.              をクリックするとご契約先確認暗証番

号変更処理を中断します。⇒③ヘ 

② 変更が完了します。 

 

 

 

 

③ ご契約先確認暗証番号変更処理を中断します。 

 

 

ＯＫ 

ＯＫ 

キャンセル 

キャンセル 

a. 
b. 
c. d.   e.      

a. 

b. 

c. 
d.     e. 

f. 
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１０．３． ご契約先Ｅメールアドレス変更 

① ご契約先Ｅメールアドレスを入力します。 

a. 新しいご契約先Ｅメールアドレス 

※１ 変更後の新しいＥメールアドレスを入力してください。 

b. 新しいご契約先Ｅメールアドレス再入力 

※１ 確認のため、もう一度Ｅメールアドレスを入力してください。 

c. 入力後、        をクリックしてください。⇒②へ 

d.              をクリックするとご契約先Ｅメールアド

レス変更処理を中断します。⇒③ヘ 

 

② 変更が完了します。 

 

 

 

 

 

③ ご契約先Ｅメールアドレス変更処理を中断します。 

 

 

 

 

 

 

ＯＫ 

キャンセル 

a. 
b. c.   d.      

a. 
b. 
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１１. 利用者情報変更 

１１．１． 利用者暗証番号変更 

① 利用者暗証番号を変更します。 

a. 現在の利用者暗証番号 

※１ 変更前の暗証番号を入力してください。 

b. 新しい利用者暗証番号 

※１ 変更後の新しい暗証番号を入力してください。 

c. 新しい利用者暗証番号再入力 

※１ 確認のため、もう一度暗証番号を入力してください。 

d.        をクリックしてください。⇒②へ 

e.              をクリックすると利用者暗証番号変更

処理を中断します。⇒③ヘ 

f. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフトウェア

キーボードについて」≪P. 158≫を参照してください。 

② 利用者暗証番号の変更が完了します。 

 

 

 

 

③ 利用者暗証番号変更処理を中断します。 

 

 

１１．２． 利用者確認暗証番号変更 

① 利用者確認暗証番号を変更します。 

a. 現在の利用者確認暗証番号 

※１ 変更前の確認暗証番号を入力してください。 

b. 新しい利用者確認暗証番号 

※１ 変更後の新しい確認暗証番号を入力してください。 

c. 新しい利用者確認暗証番号再入力 

※１ 確認のため、もう一度確認暗証番号を入力してください。 

d.        をクリックしてください。⇒②へ 

e.              をクリックすると利用者確認暗証番号

変更処理を中断します。⇒③ヘ 

② 利用者確認暗証番号の変更が完了します。 

 

 

 

 

③ 利用者確認暗証番号変更処理を中断します。 

 

 

ＯＫ 

ＯＫ 

キャンセル 

キャンセル 

a. 
b. 
c. d.   e.      

a. 

b. 

c. 
d.   e. 

f. 
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１１．３． 利用者Ｅメールアドレス変更 

① 利用者Ｅメールアドレスを変更します。 

a. 新しい利用者Ｅメールアドレス 

※１ 変更後の新しいＥメールアドレスを入力してください。 

b. 新しい利用者 E メールアドレス再入力 

※１ 確認のため、もう一度Ｅメールアドレスを入力してください。 

c.        をクリックしてください。⇒②へ 

d.              をクリックするとご契約先Ｅメールアド

レス変更処理を中断します。⇒③ヘ 

 

 

② 利用者Ｅメールアドレスの変更が完了します。 

 

 

 

 

 

 

③ 利用者Ｅメールアドレス変更処理を中断します。 

 

 

 

 

 

 

ＯＫ 

キャンセル 

a. 
b. c.   d.      
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税金・各種料金の払込み 

収納サービス取引履歴照会

１２. 収納サービス 

１２．１． 業務の流れ 

 

 

 

 

 

代表口座・利用口座を登録します。 

※ 申込書にて登録します。 

 

 

 

 

 

 

                                        ≪P. 138≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪P.141≫ 

 

 

 

 

 

 

 

事前処理 

収納サービス業務で使用する口座を登録します 

日常処理 

代表口座・利用口座から収納機関に税金・各種料金の払込みを行い

ます。 

税金・各種料金の払込みの取引履歴の照会を

行います。 

≪※≫ 
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１２．２． 税金・各種料金の払込み 

① 支払元口座を選択します。 

a. 支払元口座を選択してください。 

ｂ.       をクリックしてください。  

・収納機関ホームページﾞから税金・各種料金の払込みを 

した場合 

⇒ ④の画面に遷移します。 

 

 

 

 

 

② 収納機関番号を入力します。 

  収納機関より送付された払込書を用意してください。 

a. 払込書に記載された収納機関番号を入力してくだ 

さい。 

b.       をクリックしてください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

③ 照会情報を入力します。 

 a . 払込書に記載された次の照会情報を入力してくだ 

さい。 

  ・収納機関が民間企業の場合 

      ⇒お客様番号、確認番号 

  ・収納機関が地方公共団体の場合 

    ⇒納付番号、確認番号、納付区分 

  ・収納機関が国の場合 

    ⇒納付番号、確認番号、（納付区分） 

b.       をクリックしてください。 

・払込金額を照会する場合 

⇒ ④の画面に遷移します。 

・払込金額を申告する場合 

⇒ ⑤の画面に遷移します。 

 

④ 払込請求情報を選択します。 

請求情報が表示されますので払込先、お名前、払込内容、

払込金額等に誤りが無いか確認してください。 

a. お支払いいただく請求情報を選択してください。 

※１ 未払いの請求情報がある場合、最大３明細まで表示します。 

※２ 複数明細を選択いただけます。 

b.       をクリックしてください。 

    ⇒⑦へ 

 

 

次へ 

次へ 

次へ 

次へ 

a. 

b. 

a. 

b. 

 

a. 

b. 

 

a. 

b. 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

⑤ 請求情報の確認を行います。 

請求情報が表示されますので払込先、納付番号、払込内

容等に誤りが無いか確認してください。 

a. 内容を確認後、      をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 払込金額を入力します。 

a. 払込金額を入力してください。 

b.       をクリックしてください。 

    ⇒⑦へ 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

⑦ 払込内容の確認を行います。 

払込内容が表示されますので払込先、お名前、払込内容、

払込金額等に誤りがないか確認してください。 

a. 利用者確認暗証番号を入力してください。 

b.       をクリックしてください。 

※１               をクリックすると送信処理は行いません。 

c. 画面表示結果を印刷して残す場合は 

        をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信 

キャンセル 

次へ 

a. 

 

a. 次へ 

b. 

b.        c. 

a. 

 

印刷 
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⑧ 税金・各種料金の払込みが完了します。 

受付番号、払込内容等を確認してください。 

また、状態が「支払完了」であることを確認してください。 

a.       をクリックしてください。 

※１ 入出金明細照会、収納サービス取引履歴照会等により取引

の正常終了を確認願います。 

b.  画面表示結果を印刷して残す場合は 

             をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２ 前項④で複数明細を選択いただいた場合、         を

クリックすると引き続き払込みいただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

了解 

払込継続

 

a.  b. 

印刷 



141 

 

１２．３． 収納サービス取引履歴照会 

「税金・各種料金の払込み」の取引履歴照会を行います。 

 

① 取引履歴を照会する期間を選択します。 

a. 取引履歴を照会する期間を選択してください。 

・週単位指定  当月の第 1 週～第 6 週までで選択して 

   ください。該当週の取引が照会の対象と 

なります。 

・月単位指定  当月又は先月を選択してください。選択 

月の取引が照会の対象となります。 

・日付指定   開始日と終了日を選択してください。該当 

期間の取引が照会の対象となります。 

b. 選択後、      をクリックしてください。 

 

 

② 選択した期間の取引履歴が表示されます。 

a.  画面表示結果を印刷して残す場合は 

        をクリックしてください。 

 

※ 取引明細が 100 件を超える場合は、           または 

            で取引明細結果を参照できます。 

実行 

a. 

b. 

前ページ 
次ページ 

印刷 

a. 
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電子証明書の取得  管理者の方≪P.143≫  利用者の方≪P.147≫ 

電子証明書の確認    ≪P.156≫ 

全てのブラウザを閉じる 

電子証明書方式でログオン    

電子証明書の更新         ≪P.151≫ 

電子証明書の確認    ≪P.156≫ 

古い電子証明書の削除 ≪P.158≫ 

電子証明書方式でログオン      

全てのブラウザを閉じる 

１３. 電子証明書の設定 

１３．１． 電子証明書設定の流れ 

電子証明書設定の流れについては、下図のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子証明書をご利用になるパソコンに取得します。 

取得した電子証明書の内容を確認します。 

一度、全てのブラウザを閉じます。 

取得した電子証明書で法人ＩＢサービスにログオン 

できることを確認します。(電子証明書の受領確認) 

１年後(有効期限の３０日前から電子証明書の更新が可能です。) 

現在使用中の電子証明書を更新して、新しい電子証明書を取得します。 

更新した電子証明書の内容を確認します。 

古い電子証明書を削除します。 

※ 間違って新しい電子証明書を削除しないように注意してください。

更新した電子証明書で法人ＩＢサービスにログオン 

できることを確認します。(電子証明書の受領確認) 

一度、全てのブラウザを閉じます。 
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１３．２． 電子証明書の取得（管理者） 

 

①当金庫の法人インターネットバンキングのトップページか

ら[電子証明書取得]をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

②電 子 証 明 書 を取 得 する前 に「電 子 証 明 書 が取 得

可 能 な状 態 へ設 定 変 更 」ボタンをクリックし、設 定 変

更 を実 行 してください。 

 

 

 

 

 

 

 ③「このファイルを実 行 または保 存 しますか？」のメ

ッセージが表 示 されたら、「実 行 」ボタンをクリックして

ください。 

 

 

 

④「発行元を確認できませんでした。このソフトウェアを実

行しますか？」のメッセージが表示されたら、「実行する」ボ

タンをクリックしてください。 

 

 

 

⑤左の確認画面が表示されたら       をクリックしてくだ

さい。 

再度、設定変更完了の      を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＫ 

ＯＫ 
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⑥管理者の[電子証明書取得]をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

⑦＜電子証明書発行 発行情報入力＞が表示されます。 

a. お客様カードに記載されている「利用者ＩＤ」を入力してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

b. 「ご契約先暗証番号」を入力してください。 

c. 「ご契約先確認暗証番号」を入力してください。 

d. 入力が完了したら               をクリックして

ください。 

⇒ ③ 

e. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフト

ウェアキーボードについて」≪P. 158≫を参照してくだ

さい。 

※電子証明書の取得を中止する場合は、ブラウザの×ボ

タンをクリックして画面を閉じます。 

  ＜Windows 7の場合＞ 

⑧ダイアログが表示されます。 

必ず        をクリックしてください。 

※１ [いいえ]をクリックした場合は処理が中断され電子証明書

の発行が中止されます。ブラウザを一度閉じ、①の操作

からやり直してください。 

 

 

   ＜Windows Vistaの場合＞ 

 

 

 

 

 

＜Windows XPの場合＞ 

 

 

 

 

a. 
b. 

c. 

d. 

e. 

電子証明書取得 

はい 
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⑨＜新しい RSA 交換キーを作成します＞ダイアログが表示

されます。 

f. セキュリティレベルが「中」であることを確認してくださ

い。 

g.         をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

⑩＜電子証明書発行 発行処理中＞画面が表示され、電

子証明書の発行処理が始まります。 

※１ 発行処理中にブラウザを閉じたり、ブラウザの[中止]およ

び[更新]をクリックしないでください。 

※２ 発行処理時間によっては、この画面は表示されない場合

があります。 

 

   ＜Windows 7の場合＞ 

⑪再度、ダイアログが表示されます。 

h. 必ず        をクリックしてください。 

※１ [いいえ]をクリックした場合は処理が中断され電子証明書

の発行が中止され、再度電子証明書の発行ができなくな

ります。 

この場合には電子証明書の再発行が必要になりますので、

当金庫に電子証明書の再発行を申請してください。 

   ＜Windows Vistaの場合＞ 

 

 

 

 

 

＜Windows XPの場合＞ 

 

 

 

 
⑫＜電子証明書発行 発行完了＞画面が表示されますと、

電子証明書の発行は完了です。 

a. 発行された電子証明書の内容を確認します。 

 

 

 

 

 

b.                   をクリックし、ブラウザを閉じ

てください。 

a. 

b. 

Common Name が以下になっていることを確認してください。 

 「利用者番号(ご契約先 ID)」 ＋ 「１６９２」 

ＯＫ 

はい 

このウィンドウを閉じる 

a. 

b. 
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 ⑬ 電 子 証 明 書 を 取 得 し た 後 に 「 設 定 を 標 準 に 戻

す 」 ボ タ ン を ク リ ッ ク し 、 設 定 変 更 を 実 行 し て く だ さ

い。 

 

 

 

 

 

 

⑭「このファイルを実 行 または保 存 しますか？」のメッ

セージが表 示 されたら、「実 行 」ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

 

 

 

⑮「発行元を確認できませんでした。このソフトウェアを実行

しますか？」のメッセージが表示されたら、「実行する」ボタ

ンをクリックしてください。 

 

 

⑯左の確認画面が表示されたら       をクリックしてくだ

さい。 

再度、設定変更完了の      を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＫ 

ＯＫ 
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１３．３． 電子証明書の取得（利用者） 

 

①当金庫の法人インターネットバンキングのトップページか

ら[電子証明書取得]をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

②電 子 証 明 書 を取 得 する前 に「電 子 証 明 書 が取 得

可 能 な状 態 へ設 定 変 更 」ボタンをクリックし、設 定 変

更 を実 行 してください。 

 

 

 

 

 

 

 

③「このファイルを実 行 または保 存 しますか？」のメッ

セージが表 示 されたら、「実 行 」ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

 

 

④「発行元を確認できませんでした。このソフトウェアを実行

しますか？」のメッセージが表示されたら、「実行する」ボタン

をクリックしてください。 

 

 

 

⑤左の確認画面が表示されたら       をクリックしてくだ

さい。 

再度、設定変更完了の      を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＯＫ 

ＯＫ 
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⑥利用者の[電子証明書取得]をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦＜電子証明書発行 発行情報入力＞が表示されます。 

a. 管理者より通知された「利用者番号(ご契約先ＩＤ)」を入

力してください。 

b. 管理者より通知された「利用者ＩＤ」を入力してください。 

c. 管理者より通知された「利用者暗証番号」を入力してく

ださい。 

※１ 開通確認が完了されている場合は、ご自身が設定した 

   「利用者暗証番号」を入力してください。 

d. 管理者より通知された「利用者確認暗証番号」を入力し

てください。 

※１ 開通確認が完了されている場合は、ご自身が設定した 

   「利用者確認暗証番号」を入力してください。 

e. 入力が完了したら               をクリックして

ください。⇒ ③ 

f. ソフトウェアキーボードの使い方については、「ソフト

ウェアキーボードについて」≪P. 158≫を参照してくだ

さい。 

※電子証明書の取得を中止する場合は、ブラウザの

×ボタンをクリックして画面を閉じます。 

 

＜Windows 7の場合＞ 

 

⑧ダイアログが表示されます。 

必ず        をクリックしてください。 

※１ [いいえ]をクリックした場合は処理が中断され電子証明書

の発行が中止されます。ブラウザを一度閉じ、①の操作

からやり直してください。 

 

＜Windows Vistaの場合＞ 

 

 

 

 

 

＜Windows XPの場合＞ 

 

 

 

電子証明書取得 

はい 

a. 
b. 
c. 

d. 

e. 

f. 
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⑨＜新しい RSA 交換キーを作成します＞ダイアログが表示

されます。 

(ア) セキュリティレベルが「中」であることを確認してください。 

(イ)         をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 
⑩＜電子証明書発行 発行処理中＞画面が表示され、電

子証明書の発行処理が始まります。 

※１ 発行処理中にブラウザを閉じたり、ブラウザの[中止]およ

び[更新]をクリックしないでください。 

※２ 発行処理時間によっては、この画面は表示されない場合

があります。 

 

 

＜Windows 7の場合＞ 

⑪再度、ダイアログが表示されます。 

必ず        をクリックしてください。 

※１ [いいえ]をクリックした場合は処理が中断され電子証明書

の発行が中止され、再度電子証明書の発行ができなくな

ります。 

この場合には電子証明書の再発行が必要になりますので、

管理者の方に電子証明書の再発行を依頼してください。 

＜Windows Vistaの場合＞ 

 

 

 

 

 

＜Windows XPの場合＞ 

 

 

 

 

 

⑫＜電子証明書発行 発行完了＞画面が表示されますと、

電子証明書の発行は完了です。 

a. 発行された電子証明書の内容を確認します。 

 

 

 

 

b.        をクリックし、ブラウザを閉じてください。 

a. 

b. 

Common Name が以下になっていることを確認してください。 

 「利用者番号(ご契約先 ID)」 ＋ 「利用者ＩＤ」 ＋ 「１６９２」 

ＯＫ 

はい 

閉じる 
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⑬電 子 証 明 書 を取 得 した後 に「設 定 を標 準 に戻 す」

ボタンをクリックし、設 定 変 更 を実 行 してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭「このファイルを実 行 または保 存 しますか？」のメッ

セージが表 示 されたら、「実 行 」ボタンをクリックしてく

ださい。 

 

 

 

⑮「発行元を確認できませんでした。このソフトウェアを実行

しますか？」のメッセージが表示されたら、「実行する」ボタ

ンをクリックしてください。 

 

 

⑯左の確認画面が表示されたら       をクリックしてくだ

さい。 

再度、設定変更完了の      を押します。 

 

 

 

 

 

 

ＯＫ 

ＯＫ 
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１３．４． 電子証明書の更新 

電 子 証 明 書 の有 効 期 間 は、取 得 後 １年 間 です。 

電 子 証 明 書 の更 新 操 作 は、有 効 期 限 ３０日 前 から有 効 期 限 日 まで操 作 可 能 です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 電 子 証 明 書 の更 新 案 内  

電 子 証 明 書 の更 新 が必 要 な管 理 者 および利 用 者 の方 に下 記 の方 法 で更 新 案 内 を

お知 らせします。 

更 新 案 内 をご覧 になりましたら、速 やかに電 子 証 明 書 の更 新 を行 ってください。 

 

①  電 子 メールによるお知 らせ 

法 人 IB サービスに電 子 メールアドレスを設 定 されている管 理 者 および利 用 者 の方 に 

電 子 証 明 書 の有 効 期 限 ３０日 前 、１０日 前 に電 子 メールにて更 新 案 内 をお知 らせし

ます。 

 

②  ステータス画 面 によるお知 らせ 

法 人 ＩＢサービスのログオン後 に表 示 される「ご契 約 先 (利 用 者 )ステータス画 面 」に 

電 子 証 明 書 の有 効 期 限 ３０日 前 から更 新 案 内 のお知 らせを表 示 します。 

 

【 管 理 者 の 場 合 】           【 利 用 者 の 場 合 】  

 

 

 

 

 

 

 電子証明書の更新を行なわず、有効期限が過ぎた電子証明書では、法人 IB サービス

はご利用できません。ご利用を再開するには、電子証明書の再発行が必要になります。

電子証明書の再発行の手続は、以下のとおりです。 
管理者の方 ： 当金庫に電子証明書の再発行を申請してください。 
利用者の方 ： 管理者の方に電子証明書の再発行を依頼してください。 

ご注意ください 

このメッセージが表示されたら、以下の「（２） 電子証明書の

更新手順」に従って、電子証明書を更新してください。 
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（２） 電 子 証 明 書 の更 新 手 順  

 

①更新する管理者または利用者でログオンします。 

管理者でログオンした場合は「ご契約先ステータス」 
利用者でログオンした場合は「利用者ステータス」と
なります。 
 
           をクリックします。 

 

 

⇒別 ウィンド ウで、「 電 子 証 明 書 更 新 前 処 理 中 」 画

面 が表 示 されます。 

※ 電 子 証 明 書 の更 新 前 処 理 が完 了 後 、自 動 的 に次 画

面 が表 示 されます。 

 

③      をクリックします。 

⇒「Ｗｅｂアクセスの確認」ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

＜Windows 7の場合＞ 

 

④ダイアログが表示されます。 

必ず        をクリックしてください。 

※１ [いいえ]をクリックした場合は処理が中断され電子証明書

の発行が中止されます。ログオフし、ブラウザを一度閉じ、

①の操作からやり直してください。 

 

＜Windows Vistaの場合＞ 

 

 

 

 

 

＜Windows XPの場合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

証明書更新 

更新 

はい 
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⑤セキュリティレベルが「中」であることを確認し、
をクリックします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒「電子証明書発行処理中」画面が表示され、電子証
明書の更新処理が始まります。 

 
※電子証明書の発行処理が完了後、自動的に次画面が表示され

ます。 

 

 

 

＜Windows 7の場合＞ 

 

⑥ダイアログが表示されます。 

必ず        をクリックしてください。 

 

 

 

 

＜Windows Vistaの場合＞ 

 

 

 

 

 

＜Windows XPの場合＞ 

 

 

 

 

 

 

⑦ 発行された電子証明書の内容を確認します。 
※「電子証明書情報」の Common Nameが、 

・管理者の場合 

「契約者ＩＤ（利用者番号）」＋１６９２ 

・利用者の場合 

「契約者ＩＤ（利用者番号）」＋利用者ＩＤ＋１６９２ 

⑧          を押します。 
 

ＯＫ 

はい 

このウィンドウを閉じる 
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１３．５． 電子証明書の確認 

「13.2.電 子 証 明 書 の取 得 (管 理 者 )」≪P.143≫、「13.3.電 子 証 明 書 の取 得 (利 用 者 )」≪P. 

147≫、および「13.4.電 子 証 明 書 の更 新 」≪P. 151≫の操 作 後 、ご利 用 になるパソコンに正 し

く電 子 証 明 書 が設 定 されたことを確 認 します。 

 

① ブラウザの「ツール(T)」－「インターネットオプション(O)」

を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ＜インターネットオプション＞画面が表示されます。 

a. メニュータブの「コンテンツ」を選択してください。 

b.           をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【電子証明書の取得(管理者)の場合】 

③ ＜証明書＞画面が表示され、パソコンに設定されてい

る電子証明書の一覧が表示されます。 

a. 「個人」タブに以下のような電子証明書が表示されてい

ることを確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

・発行先 

 「利用者番号(ご契約先 ID)」＋「１６９２」 

・発行者 

 「Shinkin HoujinIB CA」 

・有効期限 

 電子証明書を取得した日から 1 年後の日付 

・フレンドリ名 

 <なし> 

証明書 

a. 

Shinkin HoujinIB CA 

a. 

b. 
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【電子証明書の取得(利用者)の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【電子証明書の更新の場合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発行先 

 「利用者番号(ご契約先 ID)」＋「利用者ＩＤ」＋「１６９２」 

・発行者 

 「Shinkin HoujinIB CA」 

・有効期限 

 電子証明書を取得した日から 1 年後の日付 

・フレンドリ名 

 <なし> 

・有効期限の日付を確認してください。 
 新しい日付の電子証明書が更新後のものとなります。 

a. 
Shinkin HoujinIB CA 

Shinkin HoujinIB CA 
Shinkin HoujinIB CA 

a. 
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１３．６． 電子証明書の削除 

「13.4.電 子 証 明 書 の更 新 」≪P. 151≫の操 作 後 、古 い電 子 証 明 書 を削 除 ます。 

 

 

①ブラウザの「ツール(T)」－「インターネットオプション(O)」

を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②＜インターネットオプション＞画面が表示されます。 

a. メニュータブの「コンテンツ」を選択してください。 

b.           をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

証明書 

a. 

b. 
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③＜証明書＞画面が表示され、パソコンに設定されてい

る電子証明書の一覧が表示されます。 

「個人」タブに以下のような電子証明書が表示されていること

を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 有効期限が古い方の電子証明書を選択し、    
をクリックします。 

注意 誤って他の電子証明書や更新後の電子証明書を削除し

ないようにご注意ください。 

 

⇒「証明書の削除確認」画面が表示されます。 
 

⑤       をクリックします。 

 

 

 

 

⑥        をクリックします。 

 

項目名 表示 

発行先 ●管理者の場合 

「契約者ＩＤ（利用者番号）」＋１６９２ 

●利用者の場合 

「契約者ＩＤ（利用者番号）」＋「利用者Ｉ

Ｄ」＋１６９２ 

発行者 「Shinkin Internet Banking Intermediate 

CA」 

有効期限 電子証明書を取得した日から 1年後の日付 

フレンドリ名 ＜なし＞ 

削除 

はい 

閉じる 
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ソフトウェアキーボードについて 

１４．１． ソフトウェアキーボードとは 

ソフトウェアキーボードとは、画面上にキーボードを表示してマウスで画面上のキーをクリックすることで、パスワード

等を入力するソフトです。キーボードからの入力情報を盗むキーロガー型のスパイウェアに効果がありますので、ご利

用をお勧めします。 

なお、キーロガー型以外のスパイウェアやその他の悪意をもったソフトウエア等がありますので、ソフトウェアキーボー

ドのご利用に加え、セキュリティ・ソフトの導入や、Windowsの Update など、十分なセキュリティ対策を実施されることを

お勧めします。 

 

１４．２． ソフトウェアキーボードの使い方 

ソフトウェアキーボードは、「ご契約先暗証番号」および「利用者暗証番号」の入力にご利用いただけます。 

ここでは、「ご契約先暗証番号」の入力例を示しています。 

① ソフトウェアキーボードを立ち上げます。 

a. ご契約先暗証番号表示欄の下の 

  をクリックしてソフトウェアキーボードを立ち上げます。 

⇒ ②の画面に遷移します。 

 

 

 

 

 

② 暗証番号を入力します。 

a.               をクリックして、ご契約先暗証番号（利

用者の場合は、利用者暗証番号）を入力します。  

b.           をクリックすると入力した最後の文字を 1

字消去します。  

c.           をクリックすると入力した文字をすべて消

去します。 

d.        をクリックするとソフトウェアキーボードを閉じま

す。ソフトウェアキーボードに入力した文字はインターネットバ

ンキングのご契約先暗証番号(利用者の場合は、利用者暗

証番号)入力欄に反映されません。  

e. パスワードを全て入力したら、        をクリックします。

ソフトウェアキーボードで入力した文字をインターネットバンキ

ングの「ご契約先暗証番号（利用者の場合は、利用者暗証番

号）」入力欄に反映され、ソフトウェアキーボードは自動的に

閉じます。 

 

ｿﾌﾄｳｪｱｷｰﾎﾞｰﾄﾞを開く

入力用ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

１文字ｸﾘｱ 

すべてｸﾘｱ 

閉じる 

ＯＫ 

a. 

b.        c.        d.    e. 

a. 
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１４．３． スパイウェアとは 

スパイウェアとは、利用者の知らないうちにパソコンに侵入し、ID・パスワードなどの情報を盗み出すプログラムです。

E メールの添付ファイルを開いたり、無料のソフトウェアのインストールなどにより、スパイウェアがパソコンに侵入する

ことがあります。 

スパイウェアの主な機能としては、キーボードから入力を盗み取るキーロガー型のものや、操作画面を画像ファイルと

して記録して外部に送信する画面キャプチャー型のものなど、いろいろな型のものがあります。 

 

 

 


